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例　　　言

１ ．本書は沼津市足高字尾上46− ５ 他に所在する八
はち

兵
べ

衛
え

洞
ぼら

遺跡（二東No. ９ ・10・11・12地点）の

発掘調査報告書である。

２ ．八兵衛洞遺跡（二東No. ９ 〜12地点）の発掘調査は、日本道路公団静岡建設局（現 中日本高速

道路株式会社東京支社）が建設する第二東海自動車道の建設に先立ち、日本道路公団静岡建設局

と沼津市の協議に基づいて沼津市が受託し、平成10年度に「平成10年度 第二東海自動車道埋蔵

文化財発掘調査受託事業」として踏査および確認調査を行った後、調査範囲を確定して本調査を

行った。

３ ．本調査は確認調査の結果に基づき実施された。調査期間は次の通りである。

　【事業期間】

　平成10年 ４ 月 １ 日〜平成11年 ３ 月31日／平成11年 ４ 月 １ 日〜平成12年 ３ 月31日

　【現地調査期間】

　平成10年10月15日〜平成11年３月31日／平成11年 ４ 月12日〜 ７ 月 ９ 日

４ ．発掘調査の関係者は以下のとおりである。

　【平成10・11年度関係者】

　事業委託者　　日本道路公団静岡建設局　　局　長　　小泉 光政

　事業受託者　　沼津市　　　　　　　　　　市　長　　斎藤 　衛

　事業主体者　　沼津市教育委員会　　　　　教育長　　五月女 武（Ｈ10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長澤 靖夫（Ｈ11）

　事業担当者　　沼津市教育委員会　　社会教育課（Ｈ10）／文化振興課（Ｈ11）

　　　　　　　　社会教育課長　　　　杉山 　智（Ｈ10）

　　　　　　　　文化振興課長　　　　小池 一廣（Ｈ11）

　　　　　　　　　　課長補佐　　　　川村 栄治　　主幹兼文化財調査係長　　鈴木 裕篤

　調査担当者　　主幹兼文化財調査係長　　鈴木 裕篤

　　　　　　　　臨時嘱託　　　　　　　　山田 康雄

５ ．整理作業については、平成20年度に遺物の洗浄・註記、現地写真や記録類などの基礎的作業を

行い、平成21年度は遺構図の作成、遺物実測、原稿執筆、写真撮影を行って、報告書を刊行した。

なお、主要な剥片石器については㈱ラングへの委託業務によって実測図を作成し、石斧・磨石・

石皿などについては、作業補助員が実測を行った。また、調査現場で取得した遺構のデジタルデー

タについては、㈱シン技術コンサルへの委託業務（担当：荒井 洋）によって編集と図版化（紙

出力）を行った。

　【平成21年度関係者】

　事業委託者　　中日本高速道路株式会社　横浜支社沼津工事事務所長　　中村 武夫（Ｈ18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋 昭一（Ｈ19）

　事業受託者　　沼津市　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　長　　栗原 裕康



　事業主体者　　沼津市教育委員会　　　　　　　　　　教　育　長　　　工藤 達朗

　事業担当者　　沼津市教育委員会　　文化振興課

　　　　　　　　文 化 振 興 課 長　　　上原 正之

　　　　　　　　副　　参　　事　　　鈴木 裕篤　　 　課 長 補 佐　　　後藤 　豊

　　　　　　　　文化財調査係長　　　高尾 好之

　　　　　　　　指　導　主　事　　　杉山 一永　　 　倉地 　憲　　 　佐野 貴明

　整理担当者　　主　　　　　査　　　池谷 信之

　　　　　　　　主　　　　　事　　　小崎　 晋

　　　　　　　　臨　時　嘱　託　　　北 佳奈子　　 　矢田 晃代

６ ．整理作業は、池谷と北が担当し、遺物図版・遺構図版・写真図版の作成は、整理補助員の大和

田保子、工藤みさ子、笹原伊津子、高木美奈、高林千明、永田香、目黒上子、守屋智子の補助を

得て、沼津市文化財センターにて行った。事務処理は、事務補助員 高島千明が担当した。

７ ．報告書本文の執筆は以下の通りに分担し、編集は池谷と北が行った。

　・第Ⅲ章第 ４ 節（土器）・第 ５ 節、第Ⅳ章第 ４ 節、第Ⅴ章黒曜石産地分析、第Ⅵ章� 池谷信之

　・第Ⅳ章第 ３ 節（土器）� 小崎　晋

　・第Ⅰ章、第Ⅱ章、第Ⅲ章第 １ 節・第 ２ 節・第 ３ 節（遺構）・第 ４ 節（遺構、石器）、

　　第Ⅳ章第 １ 節・第 ２ 節（遺構）第 ３ 節（遺構、石器）� 北佳奈子

　・第Ⅲ章第 ３ 節（土器）、第Ⅳ章第 ２ 節（土器）� 矢田晃代

8 ．本書に係わる八兵衛洞遺跡の発掘調査資料および出土遺物は、沼津市教育委員会事務局文化振

興課文化財調査係（沼津市文化財センター　〒410−0873　沼津市大諏訪46−1　TEL�055−952−

0844）で保管している。

凡　　　例

　なお、礫群一覧表中の略号と、石器一覧表中の石材略語については、遺物観察表中に示している。

層位略号

黒曜石産地略号
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第Ⅰ章　調 査 経 過

第１節　調査に至る経緯
（ １）第二東名自動車道の建設

　静岡県内を東西に貫く東名高速道路は昭和44年の開通以来、東京と名古屋を結ぶ大動脈として、

日本の産業・経済・文化の発展に大きく貢献し、社会を支えてきた。他の高速道路に比べ利用台数

が非常に多く、昨今、実施されている高速料金の値下げがその増大に拍車をかけている。このよう

に、東名高速道路は人々の暮らしに欠かせない道路として定着してきたが、交通の増大がもたらす

混雑や、開通後40年の経過に伴う維持補修工事が渋滞を引き起こし、高速性・定時性という高速道

路の機能を失いつつある。また、大地震を始め災害・事故などにより東名が不通となった場合、東

西交通が分断され、地域生活や日本経済に重大な影響を与えることは避けられない。

　こうした状況を打開するための国家的事業として、第二東名自動車道の建設は計画された。第二

東名完成後には、時間距離の大幅な短縮はもちろん、人・物・情報のより活発な交流、緊急輸送路

としての役割、インターチェンジ周辺地域の発展など、様々な効果が期待されている。

（ ２）第二東名自動車道建設に伴う発掘調査

　第二東名自動車道の建設は、昭和62年 ９ 月に国土開発幹線自動車道建設法の一部改正で予定路線

となり、平成元年 ２ 月27日に国土開発幹線自動車道建設審議会で基本計画が策定された。平成 ３ 年

12月 ３ 日には、静岡県駿東郡長泉町以西の静岡県全域が、基本計画路線から整備路線に格上げされ、

平成 ５ 年11月19日付けの建設大臣から日本道路公団に対する施工命令をもって、本格的に工事が始

められた。静岡県内における第二東名建設の計画が具体的となってきた平成 ４ 年度に、御殿場市か

ら引佐町（現浜松市）を担当する日本道路公団静岡建設局より、第二東名本線部分にかかわる埋蔵

文化財有無の照会を受けたため分布調査を実施したところ、沼津市域を走る本線上には埋蔵文化財

の存在する可能性を持った地点が、39か所あると判明した。

　発掘調査の分担は、原則的に本線・SA・PAを県が、工事用道路・代替地・排土処分場は市町が

対応するということになった。しかし、平成 8 年度に本線部分についても調査協力要請があったた

め、39か所のうち14か所は沼津市が対応することとなった。現地調査の実施にあたり、日本道路公

団静岡建設局（局長 小泉光政）、静岡県教育委員会（教育長 杉田豊）、沼津市（市長 斎藤衛）、沼

津市教育委員会（教育長 五月女武）が平成10年 ３ 月10日付けで「第二東名建設事業に伴う沼津地

区埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」（以下「協定書」とする）を取り交わし、日本道路公団静

岡建設事務局と沼津市の間で、平成10年 ４ 月 １ 日付けで「平成10年度 第二東名建設事業に伴う沼

津地区埋蔵文化財発掘調査費用の支払に関する契約書」を締結した。これより第二東名建設事業に

伴う沼津市の発掘調査はスタートし、協定書に基づいて工事工程との調整を図りながら調査対象地

の選定を行い、年度ごとに契約を締結して現地調査を進めてきた。平成18年度末には、すべての現

地調査を終了している。
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第２節　発掘調査事業の経過
（ １）調査地点の概要　

　八兵衛洞遺跡は、第二東名高速道路建設予定路線内調査地点のうち、No. ９ 〜12地点に当たる。

当該地の南では、東芝機械総合グラウンドの建設にあたって昭和53年度に調査が実施されており（第

１ 次調査：第 ２ 図Ａ〜Ｃ地点）、その結果から、隣接する当該地にも遺跡が及んでいると予測された。

また、平成14年度には、特別養護老人ホーム『炉暖の郷』の建設に伴い、Ｃ地点のさらに南でも調

査が行われている（第 ２ 次調査：Ｃ− ２ 地点）。今回の調査区は、隣接するNo. ９ 〜11を一塊とした

大きな調査区（以下、Ｅ地区とする）と、谷を挟んだ西の尾根上に位置するNo.12（以下、Ｄ地区

とする）の ２ つに大きく分け、同時並行で調査を進めた。

（ ２）Ｅ地区の発掘調査経過

　本調査に先立ち、資料を収集して遺跡範囲を確定し、本調査の進め方を検討するため、確認調査

が行われた。Ｅ地区のうち、農道を挟んだ東側は平成10年の ４ 〜 ６ 月にかけて、西側は 8 〜 ９ 月に

かけて調査を行った。 ２ × ２ ｍのテストピットを20ｍ間隔で設定し、遺構や遺物の広がりを確認し

たところ、弥生時代後期の住居址や溝状遺構、縄文時代の土坑、旧石器時代の石器ブロックが検出

され、これらの時代に属する土器や石器も出土した。

　確認調査の結果を受け、日本道路公団静岡建設局と沼津市において平成10年 ４ 月 １ 日付けで締結

した、「平成10年度 第二東名建設事業に伴う沼津地区埋蔵文化財発掘調査費用の支払に関する契約

書」により、10月15日から現地調査を開始した。まず、調査区全体における新期スコリア層から休

場層の遺構・遺物の検出を第 １ 段階の目標とした。調査は西側部分から進め、すぐに ２ 本の溝状遺

構と ９ 基の土坑を検出した。

　さらに調査範囲を東へ広げていくと、調査区中央の尾根東緩斜面で住居址 ４ 基が見つかった。こ

の周辺は、耕作による削平を大きく受けて、休場層が露出する部分が多く、住居址は床面の一部が

露出した状態であった。10月30日には第 １ 回目の空中写真撮影を実施し、農道より西側の検出状況

を記録している。住居址の調査は11月末まで継続して行われたが、土層の削平や撹乱により、プラ

ンを把握することは非常に困難であった。第 ４ 号住居址では、住居址プランに重複する大形の土坑

も検出している。さらに、住居址と同時期の東西に走る大きな溝状遺構（ＳＤ ３ ）を検出した。溝

の掘削を進める過程で、それに伴う土坑が次々と発見されたことから、ＳＤＫという名称を付け、

東から順に番号を振っていった。また、ＳＤ １ と ３ の周辺を中心に、古墳時代以降に属すると思わ

れる土坑を23基検出している。

　11月初旬には、農道より東側の調査に着手した。西側で検出されていたＳＤ ３ の延長上で同様の

溝が見つかり、さらに東へ調査を進める過程で、谷の形状に沿って曲がる細い溝を ４ 本発見した。

東端の工事用地の限界までＳＤ ３ を検出したところで、11月24日に第 ２ 回目の空中写真撮影を実施

し、ＳＤ ３ を中心とするＥ地区全体の遺構検出状況を記録している。12月に入り、東側で新たに細

い溝状遺構を11本と、古墳時代以降と思われる土坑を27基検出した。ＳＤ ３ はさらに西へ続くこと

が想定されたため、12月中旬には調査区の最も西端となる溝延長上の道路まで調査範囲を拡大した。

そこで引き続きＳＤ ３ を調査し、それに伴う土坑と縄文時代の土坑 １ 基を検出している。12月中に
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はＥ地区全体における弥生時代後期以降の調査はほぼ終了した。

　年が明けて １ 月からは、西側の西南部で南北に １ 本、東西に ２ 本、グリッドに沿わせたトレンチ

を設定し、休場層までの確認を進めた。13日には、自然科学分析を行うため、パリノ・サーヴェイ

株式会社に委託してＳＤ ３ の覆土サンプルを採集した。21日、第 ３ 回目の空中写真撮影を実施し、

第Ⅰ文化層にあたる弥生時代以降の状況を記録している。 １ 月末には、住居址部分でトレンチを ５

本設定し、休場層までの掘り下げを始めた。

　 ２ 月に入り調査区東側で一部残っていた新期スコリア層の掘削が完了したため、栗色土層・富士

黒土層の掘削を始めた。掘削は南東側からグリッドごとに進め、東端部分のほぼ全面を休場層まで

掘り下げることにした。すぐに南東端で集石を １ 基検出し、 ２ 月10日、Ｅ地区全体を富士黒土層上

面まで掘り下げたところで、第 ４ 回目の空中写真撮影を行っている。 ２ 月中旬には、西側でトレン

チを中心に残存していた休場層の掘削を完了し、さらにトレンチ交点を ２ × ２ ｍ幅で掘り下げて、

第Ⅲスコリア層の黒色帯まで確認を行った。また、調査区中央尾根の北部にトレンチを ４ 本設定し

て、休場層までの掘り下げを始めた。

　 ３ 月初旬、東側のＳＤ ３ 以北では、第Ⅰスコリア層上面までの掘り下げを完了し、北東部で集石

１ 基と土坑 ２ 基を検出した。ＳＤ ３ 以南でも第Ⅰスコリア層上面まで掘り下げたところで、南東部

に土坑を １ 基発見している。 ３ 月 ４ 日に第 ５ 回目となる空中写真撮影を行い、 ３ 月末には、Ｅ地区

全体にわたって新期スコリア層〜休場層の掘削を終了することができた。

　平成11年度は、東側の第Ⅰスコリア層以下の調査に重点を置き、 ４ 月12日から現場での作業を開

始した。トレンチを計10本設定し、東端部分は休場層とほぼ同様の範囲を掘削した。その過程で土

坑をさらに ３ 基検出し、最終的に中部ローム層中の含雲母グリース状火山灰土層まで掘り下げてい

る。 ７ 月 ９ 日に現地での調査を終了し、調査面積は延べ10,082㎡に及んだ。

（ ３）Ｄ地区の発掘調査経過

　Ｄ地区の確認調査は、平成10年の ５ 〜 ６ 月に、Ｅ地区の東側と並行して行われた。調査対象全域

に ２ × ２ ｍのテストピットを21か所設定して、遺構・遺物の分布状態を調べたところ、栗色土層・

休場層・第Ⅰスコリア層・第Ⅰ黒色帯・第Ⅱ黒色帯・第Ⅲスコリア層で文化層を確認した。

　調査区の立地条件が悪く、ベルトコンベアや発電機など発掘に必要な資材の搬入作業に約10日程

度を費やした。茶畑や檜林の伐採・抜根を行った後、作業員を導入しての現地調査は ９ 月17日から

開始し、当初は人力で表土の掘削を行った。同時期に始まったＥ地区側と進行状況を確認し合いな

がら、作業に支障をきたすことの無いよう、バランスの良い人員配置に配慮した。

　南西部では耕作による削平を受けて、すでに休場層が露出しており、石器も散布していた。10月

初旬、新期スコリア層の掘削中に、調査区の中央付近で竪穴状の遺構を検出したことから、ベルト

を ２ 本設定して掘削を進めた。30日には、第 １ 回目の空中写真撮影を実施して、遺構の検出状況を

記録した。11月に入ると、竪穴状遺構南東部分の掘削を行い、調査区全体では栗色土層の掘り下げ

が終了して、南側を第Ⅰスコリア層直上まで掘り下げる作業に入った。11月中旬、土坑 １ 基を検出

し、竪穴状遺構を住居址と確定した。

　12月初旬には、住居址の調査を完了し、調査区全体を第Ⅰ黒色帯まで掘り下げたところで、東−
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西、南−北方向へ ２ ｍ幅のトレンチを設定した。トレンチ内は人力で、グリッドは重機を用いて掘

削を行い、第Ⅱ〜Ⅲ黒色帯についてはすべて人力で掘削した。さらに、遺物が検出されたグリッド

周辺は、第Ⅲスコリア層内の黒色帯まで掘り下げている。 １ 月、第Ⅲスコリア層以下の確認トレン

チを設定し、21日に第 ２ 回目の空中写真撮影を実施した。トレンチの掘削に加え、北側のグリッド

全体へ調査範囲を拡大したところ、石器ブロックを検出し、 ２ 月中旬には中部ローム層上面まで到

達した。 ２ 月10日に、第 ３ 回目の空中写真撮影を実施している。中部ローム層以下については、ト

レンチ上に ２ × ２ mのテストピットを４か所設定し、最終的に含雲母グリース状火山灰土層まで掘

り下げたが、遺物は発見できなかった。 ２ 月末にはすべての調査を終了し、調査面積は延べ695㎡

にのぼった。

　遺構・遺物・土層断面などの実測は調査補助員による手実測に加え、光波測距儀も使用して行い、

電子野帳に記録した後、沼津市が導入している遺跡管理システムに取り込んでデータベース化して

いる。土層断面の註記は、第二東名関連遺跡内での統一を図るため、色調は第一合成株式会社製の

土色計（SCR- １ ）を用いて測定し、記載は新版標準土色帖に準じている。また遺跡の全景や遺構

の検出状況などを把握するため、業務委託としてRCヘリコプターによる空中写真撮影を適宜実施

している。
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第３節　整理作業経過
　第二東名建設事業に伴う発掘調査の整理事業は平成16年度より本格的に着手し、これまで平成

16・17年度に石川古墳群（No.34地点）、平成18年度に尾上第 １ 遺跡（No. ３ 地点）、平成19年度に尾

壱遺跡（沼津工業団地代替地）、平成20年度に中見代第Ⅰ遺跡（No. ６ 地点）の報告書が刊行されて

いる。整理作業は沼津市教育委員会文化振興課文化財調査係が担当し、市内大諏訪46− １ に所在す

る沼津市文化財センターにて実務を行った。

　八兵衛洞遺跡の整理作業は、平成21年 ４ 月に開始した。遺物は発掘調査終了後、文化財センター

内に保管されていたため、まずは石器を抽出し、器種別に分類するとともに重さを計測した。 ６ 月

には、土器の接合を開始し、約 １ か月間接合作業を続けた。接合後は、復元樹脂を用いて接合土器

の強化、復元を行っている。接合して器形がある程度判明したものに関しては、株式会社シン技術

コンサルに業務委託をして、正射投影撮像装置（SIOS-1000）により等倍で画像を撮影し、実測に

使用した。SIOS-1000は、立体物の寸法精度を保ったまま結像され歪みのない、正射投影と呼ばれ

る方法を用いるため、完全な画像の撮影が可能である。したがって今回の整理作業では、この写真

を実測用の下絵として鉛筆による素図を作成し、スキャニングした後、ペンタブレットによるデジ

タルトレースを行った。また、縄文土器のうち、器形がほぼ判明したものや口縁部など特徴的な部

位の破片については、元の器形をある程度復元した実測図を作成し、拓本を貼り込んでいる。破片

資料は採拓して、断面の実測を行った。

　土器の実測作業は12月末に終了し、次に石器の実測に取りかかった。礫器の実測図は、文化財セ

ンター内で撮影したデジタル写真を基に整理補助員の手により作成し、 １ 月に完了した。剥片石器

はすべて株式会社ラングに業務委託し、三次元レーザースキャニングを基にしたデジタルトレース

図を作成し、そのまま報告書図版として使用している。

　石器のうち旧石器時代・縄文時代の黒曜石製石器については、石材の原産地を特定するため、沼

津市が平成17年度に導入した島津製作所製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（EDX-900HS）を

用い、分析可能なサイズのもの全点に対して蛍光Ｘ線分析を行った。その結果については第Ⅴ章を

参照されたい。土器・石器の計測値・材質・器種名や型式名などのデータは、できる限り遺跡管理

システムに入力し、保管している。

　実測作業と並行して、 8 月頃から報告書図版の作成、10月には原稿の執筆を開始した。遺構図版

作成のためのデータは、現地調査時にデジタルデータとして遺跡管理システムへ取り込んだものと、

現地で描き起こした図面をスキャニングして取り込んだものの ２ 種類がある。両者とも必要最低限

の編集を加えて整合性を確認した後、図版用の図面とするための編集作業を行い、ページプリンター

で印刷した図面を印刷用版下図として使用している。これら編集作業は「整理作業支援業務委託」

として、沼津市において本遺跡管理システムを運用・管理している株式会社シン技術コンサルの社

員が担当職員の指示に従い実施した。

　写真図版については、現地調査時に撮影した遺構・遺物などの記録写真と、整理作業時に撮影し

た接合・復元された遺物の記録写真を合わせて整理し、写真図版用の版下を作成した。
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第Ⅱ章　遺 跡 の 環 境

第１節　遺跡の位置と地理的環境
　八兵衛洞遺跡の所在する沼津市は、駿河湾に面し、旧国区分でいう駿河と伊豆の境界に市域が及

ぶ。北には富士山を背に愛鷹山の諸峰が連なり、南へ向けてなだらかな尾根を広げている。その裾

野からさらに南へ下ると、浮島沼によって形成された低湿地帯、黄瀬川が運んだ砂礫を土台とした

市街地が展開する。海岸線には千本松原が続き、駿河湾・富士山と合わせた情緒ある景観を見るこ

とができる。

　また沼津市は、江戸時代には東海道の宿場町として栄え、東海道線沼津駅が設けられた後は商業

都市として発展を遂げてきた歴史を持つ。愛鷹山の丘陵地は、昭和44年の東名高速道路開通を契機

に、沼津インターチェンジ周辺で工業用地としての開発が進み、鉄鋼団地・工業団地が形成された。

他にも、県営愛鷹運動公園や愛鷹厚生年金休暇センター、静岡県東部運転免許センターといった公

共施設が次々と建設され、市域北側の開発は目まぐるしく進んだ。現在は第二東名高速道路の建設

や、それに伴うアクセス道路の整備が進み、さらなる交通網の発達、流通・経済の発展が期待され

ている。

　遺跡が立地する愛鷹山は、約40万年前に活動を開始し約10万年前に活動を停止した火山である。

東南山麓では、旧石器時代から弥生時代を中心に多くの遺跡が密集しており、箱根山麓・磐田原台

地とともに県内有数の旧石器時代の遺跡密集地となっている。愛鷹火山の新期段階の活動では、溶

岩流が南南東方向に流下して高山を起点とする扇状の緩斜面が形成された。緩斜面では、小河川や

その支谷が複雑に入り込み、独立した丘陵地が至るところに存在している。この丘陵地の比較的開

析が進んでいない場所では、南流する小河川との比高差が小さく、起伏も緩やかである。東南山麓

ではこうした環境を利用し、旧石器時代から弥生時代を中心とする遺跡が、重複して営まれている。

　八兵衛洞遺跡において集落の形成が始まった弥生時代後期は、沼津市域全体でみても遺跡数が急

増した時期である。遺跡の展開する地域は大きく ２ つに分けられ、 １ つは、浮島沼周辺部から黄瀬

川砂礫層の堆積する低位の台地にかけて、もう １ つは、本遺跡を含む愛鷹山の丘陵高所である。

　八兵衛洞遺跡は、西を西川、東を西久保川に挟まれた細長い尾根上に展開する。尾根上では複雑

に小支谷が入り込み、さらにいくつかの細い尾根が作り出されている。西久保川を挟んだ東隣の尾

根には、八兵衛洞遺跡と同様の高地性の集落が密集し、その北に旧石器時代から縄文時代の遺跡が

集中する足高尾上遺跡群が存在する。

　今回調査を行ったＥ地区は標高160ｍ、Ｄ地区は165ｍ付近に位置する。Ｄ地区は、西川の流れる

谷とそこから派生する支谷（便宜上、谷Ａとする）に挟まれた、非常に狭い尾根先端に存在する。

東西に長いＥ地区は、東側・西側とも南から入り込む谷（便宜上、谷Ｂ・Ｃとする）の影響を受け、

調査区の中央部と東西端に細い尾根が作り出されている。八兵衛洞遺跡では、これまで昭和53年度

と平成14年度の ２ 回に渡って調査が行われた。昭和53年度は、Ｅ地区より南の尾根上に存在した ３

つの調査区をそれぞれ単独の遺跡と捉え、Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡として扱った。平成14年度は、調査区が

Ｃ遺跡と同じ尾根上に位置することから、Ｃ- ２ 区とした。これらは、地形の区切りを目安に規定
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八兵衛洞遺跡八兵衛洞遺跡

第 １図　遺跡位置図（1/100,000）
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した遺跡範囲であるが、本来は同時期に存在した １ つの遺跡であり、地形上の制約から結果的にい

くつかの地区に分かれた集落である。よって本報告書では、それぞれを １ つの地区として扱い、Ａ

〜Ｃ地区に加え、No. ９ 〜１１地点を “Ｅ地区”、No.12地点を “Ｄ地区” とした。

第 ３号溝状遺構調査状況

第 １号住居址調査状況
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第 ２図　周辺地形と遺跡位置関係図

尾根Ａ

尾根Ｂ 尾根Ｃ

尾根Ｄ
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第２節　周辺遺跡と歴史的環境
【旧石器時代】

　標高200ｍ付近に国指定史跡の休場遺跡があるほか、旧石器時代を代表する遺跡として、足高尾

上遺跡群、清水柳北遺跡、その北に位置する尾上イラウネ遺跡が挙げられる。愛鷹山麓における旧

石器時代は現在 ５ 期に分類されており、 １ 期と ２ 期に相当する古い時期の遺物が出土する遺跡は少

数しか存在しなかった。しかし、第二東名高速道路の建設や愛鷹運動公園の建設などに伴い、近年、

発掘調査が活発化したことから、資料は増加しつつある。沼津市ではスコリア帯を除く10枚の黒色

帯と ２ 枚のローム層のすべてから石器が出土しており、後期旧石器時代初頭から終末までの段階を

ほぼ網羅している。

【縄文時代】

　東南山麓のほとんどの尾根に縄文時代の遺跡が存在し、非常に数が多い。その中心は足高尾上遺

跡群で、旧石器時代と重複するかたちで縄文時代の遺構や遺物を検出した。ただし遺跡数は時期に

よって偏りが見られる。草創期に属するものは非常に少ないが、葛原沢第Ⅳ遺跡では初めて住居址

が検出され、それに伴う土器も出土した。続く早期の遺跡数は非常に多く、前期はやや減少し、中

期になるとまた増加するが、後期は減少傾向にあり、晩期はほとんど皆無とさえいえる。大規模な

集落の代表としては清水柳北遺跡が挙げられ、早期末から前期前半にかけての住居址80基以上を検

出した。八兵衛洞遺跡の立地する丘陵上も、複数の遺跡から縄文時代の遺構が検出されている。

【弥生時代】

　縄文時代晩期から弥生時代中期までは遺跡数が極端に少なく、際立って増加するのは後期からで

ある。弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて、愛鷹山では標高170ｍ付近を上限とした100〜150

ｍの高さに、大規模な集落が展開している。これらの高地性集落は、開析作用によって複雑に分派

する尾根に広く展開しており、隣接する遺跡との境界は必ずしも明確ではない。また、存在した期

間は短く、古墳時代前期までには廃絶してしまう。植出遺跡では住居址348基、中見代第Ⅰ遺跡で

は住居址39基、北神馬土手遺跡や二本松遺跡、尾上Ⅱ橋遺跡でも住居址や方形周溝墓、掘立柱建物

址などが検出されている。八兵衛洞遺跡はこれら高地性集落を代表する遺跡であり、過去の調査で

は住居址154基、掘立柱建物址 8 棟、溝状遺構などが見つかっている。

【古墳時代】

　初頭以降、集落が平地部へ移動していったことから、愛鷹山麓では集落遺跡の形成が低調となる。

しかし、替わって古墳の築造が目立つようになり、八兵衛洞遺跡の立地する丘陵上には、円墳の築

造された八兵衛洞屋敷古墳群が形成された。また、市内南部では子ノ神古墳・神明塚古墳・長塚古

墳の前方後円墳 ３ 基が築かれた。後期になると富士市との境界付近で群集墳が展開し、石川古墳群

では170基以上の存在が確認されている。さらに、平成20年度に行われた高尾山穂見神社の発掘調

査において辻畑古墳が発見され、大きな注目を浴びた。辻畑古墳は全長約62ｍに達し、静岡県内で

５基目にあたる前方後方墳である。出土した土器の型式から、造築年代は３世紀代後半である可能

性が高まっており、今後の分析調査の成果が期待される。
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第３節　基 本 土 層
（ １）愛鷹ローム層

　愛鷹山東南麓は山頂から派生した尾根が、末端部に近づくにしたがって広く平坦な丘陵地帯を形

成し、緩やかな傾斜地には「愛鷹ローム」といわれる火山噴出物が厚く堆積している。約 8 万年前

に開始されたと考えられる「古富士火山」の活動により形成された愛鷹山麓のローム層は、下部ロー

ム層・中部ローム層・上部ローム層という ３ 期に大別される（愛鷹ローム団研 1969）。

　約 １ 万 １ 千年前に活動を開始した「新富士火山」は、その初期に大量の溶岩を流出している。そ

の １ つが三島溶岩流であり、黄瀬川の谷沿いに下って現在の三島市内まで到達した。また、これと

前後してテフラ中のかんらん石の含有率が極端に減少することが知られている。これ以降、富士黒

土層など完新世に堆積した火山灰土は腐植化・土壌化の進行が著しいという特徴がある。

　遺跡調査は約 ３ 万 ５ 千年前を下限とする、上部ローム層を中心に行われている。現在のところ考

古学的な遺物はすべて上部ローム層から発見されており、ほぼ関東地方の立川ローム層に相当する

と考えられている。上部ローム層は腐植化した黒色土とスコリア層とが交互に層を作り出している

点に特徴がある。各層の呼称については、市町村の埋蔵文化財調査担当者や愛鷹ローム層の研究者

らの間で検討を重ね、考古学および地質学の調査・研究による検証作業を経て統一された。それぞ

れの層には上から順に番号が付されており、発掘調査の層名はこれに基づいて表記されている。

（ ２）各層の特徴と出土遺物

　以下、愛鷹山麓における上部ローム層の基本的な層準を示し、その特徴を述べる。

第Ⅳスコリア層（SCⅣ）…橙色スコリアから成り、褐色を呈する。

第Ⅶ黒色帯（BBⅦ）…漆黒色を呈した風化埋没土壌層。層厚も30㎝前後と厚く識別しやすい層で

ある。土壌化が進んでいるためか、他の黒色帯に比べて非常に粘性が強い。

第Ⅵ黒色帯（BBⅥ）…スコリアが混ざり、乾くと硬く締まってクラックが入りやすい。中見代第

Ⅰ遺跡では石器ブロックが検出され、台形様石器も出土している。

第Ⅴ黒色帯（BBⅤ）…黒味がやや薄く、灰色がかった黒褐色を示し、乾くと硬く締まってクラッ

クが入りやすい。第Ⅲスコリア層以下の他の黒色帯と比べて層厚が薄めである。複数の遺跡から、

局部磨製石斧と台形様石器が出土している。

第Ⅳ黒色帯（BBⅣ）…第Ⅴ黒色帯よりも黒味が強い。乾くと硬く締まり脱色する。下部のスコリ

ア層は赤褐色や黒色のスコリアが密集してとても硬いため、調査時の面的な把握が容易である。二

ツ洞遺跡で台形様石器を含む石器ブロックが発見されている。

第Ⅲスコリア層（SCⅢ）… ５ 枚のスコリア層（ｓ １ 〜 ５ ）と ２ 枚の黒色帯（ｂ １ ・ｂ ２ ）から構

成されている。下部 ３ 枚のスコリア層のうち中位の層は、黄褐色で非常に硬く締まっていることか

ら明瞭に識別でき、箱根山西麓と対比する際の鍵となる。その上位には層厚10㎝弱ほどの黒色帯が

２ 層存在する。両層とも他の黒色帯に比べてスコリアを多く含み黒味が弱いが、ｂ ２ は特にその傾

向が強い。土手上遺跡をはじめとして、ｂ ２ からは二側縁加工のナイフの出土が確認されている。

第Ⅲ黒色帯（BBⅢ）…はっきりとした漆黒色を呈し、非常に目立つ層である。複数の遺跡で小形

のナイフ形石器を主体とする石器群が出土し、礫群も見つかっている。
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第Ⅱスコリア層（SCⅡ）…暗橙色を呈し、大粒の橙色スコリアから成る。

第Ⅱ黒色帯（BBⅡ）…黒褐色を呈し、よく締まっている。下部には比較的大粒の橙色スコリアが

多く含まれ、上部に向けて漸移的に減少するため、第Ⅱスコリア層との明瞭な区分が困難である。

ニセローム層（NL）…黄褐色を呈し、離れるとローム層のように見えるためこのように呼ばれるが、

実際には風化したスコリアと火山ガラスから成る層である。姶良丹沢火山灰（AT）がパッチ状に

含まれている。清水柳北遺跡以外では、まとまった石器群は発見されていない。

第Ⅰ黒色帯（BBⅠ）…黒色を呈し、乾くとブロッ

ク状に割れる。下半では比較的黒味が強くスコリ

アが少ないが、上半では風化の進んだ細かいスコ

リアが多い。休場層に次いで石器の出土例が多く、

下底からは彫器が特徴的に出土してくる。

第Ⅰスコリア層（SCⅠ）…橙色のスコリアから

成るが、中位付近には黒褐色の部分が認められる。

休場層下部黒色帯（BB0）…以前は「YLLB」と

いう名称であったが、現在は「BB0」に変更され

ている。暗褐色を呈し、赤褐色・橙色のスコリア

を比較的多く含む。下部からは角錐状石器を伴う

石器群が出土する。

休場層（YL）…粘性の強いローム層で通常50〜

60㎝の層厚を持ち、箱根山西麓では １ ｍ以上に達

する。その特徴から、上位（YLU）・中位（YLM）・

下位（YLL）の ３ 層に細分され、愛鷹山麓の旧石

器時代では最も石器の出土例が多い層である。下

位はスコリアを多く含むため、赤味がかなり強く

硬い。中位・上位に比べると遺物量は少ない傾向

にある。中位はやや黒ずんだ黄褐色を呈し、スコ

リアが少量混入する。上位は ３ 層の中で最も鮮や

かな黄褐色を呈し粘性が強い。

漸移層（Zn）…やや黒ずんだ黄褐色を呈する。

休場層との境界が明確ではなく、漸移的に変質す

る。遺物は少ないが、縄文時代・旧石器時代の遺

物が稀に含まれる。

富士黒土層（FB）…黒色を呈し、粘性があるが

休場層ほどではない。縄文時代草創期から前期の

遺物が含まれている。葛原沢第Ⅳ遺跡や西洞遺跡

などの埋没谷では、中位からやや下位にかけて、 第 ４図　標準土層

表土

新期スコリア層（新期 SC）

栗色土層（Ku）

富士黒土層（FB）

漸移層（Zn）

休場層

（YL）

休場層下部黒色帯（BB0）

第Ⅰスコリア層（SCⅠ）

第Ⅰ黒色帯（BBⅠ）

ニセローム層（NL）

第Ⅱ黒色帯（BBⅡ）

第Ⅱスコリア層（SCⅡ）

第Ⅲ黒色帯（BBⅢ）

第Ⅶ黒色帯（BBⅦ）

第Ⅵ黒色帯（BBⅥ）

　　　　　　第Ⅲスコリア層
　　　　　　　　　（SCⅢ）

休場層上位（YLU）

休場層中位（YLM）

休場層下位（YLL）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬ 

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱
⑲
⑳ 

（KuU）

（KuL）

（FBU）

（FBL）

第Ⅳスコリア層（SCⅣ）

第Ⅴ黒色帯（BBⅤ）

第Ⅳ黒色帯（BBⅣ）

中部ローム

s1

s2

b1

b2

3 
 
4 

s5

s3

s4
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黄褐色土を基にしたスコリアを多量に含む層（FBsc）が存在した。この層は縄文時代草創期の隆

帯文土器や押圧縄文土器の包含層となっており、その直上からは草創期の表裏縄文土器が出土して

いる。さらに上位には、鬼界アカホヤ火山灰を含む。�

栗色土層（KU）…黄褐色のローム層に似た色調を示すが、休場ローム層よりもやや暗く、上位で

は粒子が粗くて粘性に乏しい。富士黒土層から栗色土層への変化は漸移的であり、乾燥すると下部

が黒ずむことからその境が曖昧になる。上部にはカワゴ平パミスと呼ばれる細かな白色の軽石粒が

含まれている。層中には縄文時代前期から晩期の遺物が含まれ、足高尾上遺跡群では最下部から縄

文時代前期初頭の土器が、中位から中期の土器が出土することが確認されている。

新期スコリア層（新期SC）…暗黄褐色を呈し、褐色のスコリアが密集している。弥生時代から古

墳時代の遺物が含まれ、その遺構の覆土となる。愛鷹山麓の条件の整った場所では、さらに砂沢ラ

ピリや黒ボク土などが堆積していることもある。
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第Ⅲ章　Ｅ地区（No. ９ 〜11地点）の調査

第１節　Ｅ地区の概要
（ １）地形と環境

　Ｅ地区は西を西川、東を西久保川に挟まれた細長い尾根上のうち、西久保川寄りに位置する。尾

根上は、小支谷が入り込むことでさらにいくつかの細尾根に分断され、複雑な地形を作り出してい

る。Ｅ地区の南には、以前調査が行われたＡ〜Ｃ地区が存在し、現在は東芝機械株式会社沼津事務

所の総合グラウンドとなっている。東西に長いＥ地区は、南から貫入する ２ つの支谷（谷Ｂ・Ｃ）

先端上にまたがり、Ｄ地区との間を分断する谷Ａを加えた ３ つの支谷と、西川・西久保川の流れる

谷により、調査区の中央部および東西端部には、狭い尾根がつくり出されている（第 ２ 図）。

（ ２）層序

　Ｅ地区は調査以前、東側に茶畑、西側に茶畑・檜林・田畑が広がっていたことから、檜の根によ

る撹乱や耕作による削平を大きく受けていた。そのため富士黒土層以上の残存状況は非常に悪く、

また分層が困難な場合も多かった。しかし、下位の層に関しては、東側で第Ⅳスコリア層まで確認

を行い、ＥＷ １ と ２ ・ ３ の交点では、２ × ２ ｍのピットを設けて、中部ローム層以下の含雲母グリー

ス状火山灰土（Gr）まで掘削した。また、ＥＷ ３ では採集した土層試料について自然科学分析を

実施し、層序の検証および、一般的な愛鷹ローム層との比較を行った。その結果も踏まえ、以下に

各層の特徴を記載する。

　 ２ 層の新期スコリア層は、大きく削平を受けていたものの、残存している部分では50㎝前後の堆

積が確認できた。KgPに由来する火山ガラスが濃集している。

　 ３ ・ ４ 層にあたる栗色土層と富士黒土層は、比較的厚い堆積が認められた部分でも、混在して漸

移的に変化している状態が多く見受けられ、区分は困難であった。縄文時代早期〜後期の遺物を含

んでいる。

　 ５ 層の休場層は総じて標準よりも薄く、比較的堆積状況が良好な部分で50㎝前後を測ったが、セ

クションでは ３ 層に分層することができなかった。ただし、調査区東端で休場層の掘削を行った際

には、上位〜下位を確認できた部分があり、それぞれに遺物を検出している。

　 ６ 層の休場層下部黒色帯以下は、愛鷹山東南山麓の一般的な層準に従って推移しており、 ６ 〜

11・14・23層（BB 0 〜SCⅡ・SCⅢb1・BBⅦ）を調査対象とした（第 ６ 図）。特に第Ⅰ〜Ⅶ黒色帯

までの黒色帯は比較的明瞭に認められ、ニセローム層でＡＴ由来の火山ガラスが検出されている。

中部ローム層以下の確認を行ったピットでは、表土下 ４ ｍ付近でペアスコリアが、表土下約 ５ ｍ付

近でGrのブロック状堆積物が認められた。　

　また、ＥＷ ６ セクションを始め、再堆積層と思われる土層が含まれている場合があり、一部の第

Ⅰ黒色帯より上位のローム層では、標準的な愛鷹ローム層のとの対比が不可能な地点も存在した。

自然科学分析の結果を考慮すると、これらは休場層を主体とするローム層最上部の土層を供給元と

して、削剥、撹乱とその後の再堆積により形成された土層であると考えられる。
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第 7図　土層セクション図
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第２節　古墳時代以降の遺構と遺物
（ １）遺構（第 ８図）

　古墳時代以降に属する遺構としては、溝状遺構17本と土坑59基が検出され、両遺構とも谷Ｂ・Ｃ

上に集まっている。溝状遺構は谷の地形に沿うように走り、その周辺と北側に土坑が広がっている。

いずれも、非常に黒味の強い黒ボク土が落ち込んでいたことから、明瞭に捉えることができた。し

かし、遺物を始め、時期を特定するための判断材料が乏しいため、古墳時代以降という大きな捉え

方しかできなかった。よって、個別の詳細な記述は省略し、調査区内における分布状況を中心とし

た記述にとどめる。

①溝状遺構

第 １号・第 ２号溝状遺構（第 ９・１0図）

　ＳＤ １ ・ ２ は、谷Ｂの緩斜面上に位置し、新期スコリア層上面で検出された。 ２ 本の溝は南から

貫入する谷Ｂの先端部に向かって南−北東方向へ伸びており、ＳＤ １ は谷の形状に沿うようなかた

ちで、緩やかな曲線を描いている。ＳＤ ２ の北東先端には、溝と垂直に交わるように ５ 基のピット

が東西方向へ並ぶ。どちらの溝も、南側が調査区外となってしまっているが、本来は谷の中心部へ

向かってさらに伸びていたものと考えられる。

　ＳＤ １ ・ ２ ともに60㎝前後の幅を保ち、広い部分では100㎝以上、狭い部分では30㎝を下回る。

底部はＵ字形または舟底形を呈し、ＳＤ ２ では、最も深いところで260㎝に達した。底部に小穴は

確認されていない。

第１8号溝状遺構（第１１図）

　ＳＤ18は谷Ｃの東側斜面上に位置し、新期スコリア層で検出された。溝は162.5ｍ付近の等高線

に沿うように、北西から南東方向へ走っている。現状で見る限り、谷Ｃ部に構築された一連の溝と

は繋がりを持たない、単独の溝であると考えられる。溝幅は100㎝を越えるが、溝全体が西へ傾い

ているため、東側は堀り込みが非常に浅く、低くなっている西側は150㎝以上の深さを測る。セクショ

ンＡ−Ａ’では、掘り直した形跡が見られる。

第 ４〜１3・１6・１7・１９・２0号溝状遺構（第１２〜１４図）

　ＳＤ ４ 〜13・16・17・19・20は、谷Ｃの緩斜面上に位置し、新期スコリア層上面で検出された。

溝は谷部を囲うＳＤ ４・10・11と、囲われた区域を南北に分断するＳＤ ９ を中心に構成されている。

ＳＤ ４ ・10・11は元々同一の溝と思われ、谷の縁を巡るように曲線的に掘られている。溝は途中で

切れてしまっているが、谷の傾斜に合わせてさらに南へと下り、調査区外に続いていくと考えられ

る。ＳＤ ９ はＳＤ ４ ・10・11で囲われた区域内を南北に分断するように東西へ走っている。それ以

外は、他の溝から樹枝状に枝分かれするものと、現状どの溝とも繋がらず単独で存在しているもの

の ２ 種類が存在する。ＳＤ ５ ・ ６ ・ ７ はＳＤ ４ 、ＳＤ12・13はＳＤ11、ＳＤ16はＳＤ ５ とそれぞれ

樹枝状に繋がっている。ＳＤ 8 ・17・19・20は溝の途中部分を一部検出するに留まったが、他の溝

と繋がる可能性が高いと思われる。特に太いＳＤ ４ と ９ では、溝幅は90㎝以上を測り、100㎝を越

える部分もある。断面は全体にＵ字形または舟底形を呈するものが多く、40㎝前後の深さを保つ。

また、これら一連の溝の最も外側を回るＳＤ ４ では、改修の跡が明瞭に認められた。改修後の堀り
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込みは総じて浅く、当初の溝がほとんど埋没した段階で掘り直している様子が見られる。底部に小

穴は確認されていない。

　これら現地での調査に加え、ＳＤ ４ ・ ５ ・ ６ ではＢ−Ｂ’セクションで覆土を採集し、自然科学

分析を実施した。その結果によると、覆土ではカワゴ平パミス（KgP）に由来する火山ガラスが検

出され、含まれている重鉱物は周囲の黒ボク土層と類似した組成を示していた。したがって、ＳＤ

４ 〜 ６ の覆土は、KgPを含む新期スコリア層以上の黒ボク土が主に流入しているものと考えられる。

また、時期の特定に至るものではないが、試料全点に大淵スコリア（Obs）が認められたことから、

Obsの降下年代とされるＢ.Ｐ.1400年ないし、それ以降に埋積され始めたということはいえる。さ

らに、底部の覆土を対象に珪藻分析を行った結果、いずれも陸生珪藻が優占しており、溝底部が埋

没した時期、溝には水が溜まっておらず、乾燥した状況であったと考えられる。これらの結果は、

類似した検出状況を示す他の溝状遺構にも、概ね当てはまるであろう。

②土坑

　土坑は農道を挟んだ東側で27基、西側で32基が検出された。東側は谷Ｃ部付近にまとまっており、

特に溝で囲まれた区域内とその北側に集中している。西側でもやはり谷Ｂ部付近を中心にまとまっ

ており、ＳＤ １ の周囲と北側に多い。各土坑は互いの距離が近く、数基単位で構築されている様子

が見られる。

　規模や形状はいずれも似通っており、幅100〜200㎝前後できれいな円形を呈するものがほとんど

である。堀り込みは総じて浅く、20㎝に満たないものも多い。

　これら土坑のうちＳＫ ６ では、溝状遺構と同様の自然科学分析を行っている。その結果によると、

覆土からはKgPの火山ガラスが検出され、含まれている重鉱物は、遺構外の土層と類似した組成で

あった。したがって、ＳＫ ６ の覆土は、KgPを含む新期スコリア層より上位の黒ボク土層が主に流

入しているものと考えられる。また、溝状遺構と同様に試料全点でObsが認められた。

（ ２）遺物

　各溝状遺構や土坑からは、少量の土器片や石器類が検出された。しかし、いずれも古墳時代の土

器や縄文時代の石器類が流入したものであり、溝状遺構の時期を決定付けるものではなかった。
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第 ９図　第 １号溝状遺構実測図
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第１0図　第 ２号溝状遺構実測図
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第１１図　第１８号溝状遺構実測図
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第１２図　第 ４〜１３・１６・１7・１９・２0号溝状遺構実測図（ １）
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第１３図　第 ４〜１３・１６・１7・１９・２0号溝状遺構実測図（ ２）
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第１４図　第 ４〜１３・１６・１7・１９・２0号溝状遺構実測図（ ３）
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第３節　弥生時代後期〜古墳時代初頭の遺構と遺物
（ １）遺構と遺物の分布状況

①遺構（第15図）

　弥生時代後期〜古墳時代初頭に属する遺構としては、住居址 ５ 基・土坑 １ 基・溝状遺構 １ 本が検

出された。最も特筆すべきは、調査区を東西に貫く大きな溝（ＳＤ ３ ）である。溝は尾根を挟みな

がら谷Ｂと谷Ｃにまたがっており、地形に沿って迂回することなく東西へ直線的に走っている。さ

らにこの溝で注目されるのは、溝上に土坑が並んでいる点である。検出された土坑は30基を数え、

その規模も非常に大きい。このような特徴を持つ溝状遺構は全国的にも例がなく、愛鷹山東南山麓

の高地性集落に特有の存在である可能性も考えられる。住居址と土坑はすべて、谷Ｂ東の緩斜面か

ら尾根にかけて広がっている。住居址・土坑ともに溝状遺構以南に位置しており、以北ではこの時

期に属する遺構は検出されていない。

　また、八兵衛洞遺跡から450ｍ程東にあり、同じ第二東名建設事業に伴って発掘が行われた、植

出北遺跡（No. ５ 地点）と二ッ洞遺跡（No. ４ 地点）でも、規模や形状の非常に似通った溝が発見さ

れた。八兵衛洞遺跡Ｅ地区東の谷で一端途切れた溝は、断続しながらいくつもの尾根と谷を越え、

植出北遺跡の尾根上に再び姿を現すものと考えられる。その延長は １ ㎞以上に及ぶが、愛鷹南麓に

展開する複数の集落遺跡のほぼ北端を貫いている。全国的に見ても類例が皆無であるため、その性

格を断定するには資料が不足しているが、検出状況や自然科学分析の結果を総合しながら現時点で

の見解をまとめ、今後の検討材料を提示したい。

②遺物

　出土遺物は全体として非常に少なく、土器が出土したのみであった。その大半は住居址と第 ３ 号

溝状遺構からの出土で、遺構外から出土した土器のうち図化できたものはほとんど存在しない。土

器はすべて弥生時代後期に属する壺と甕で、完形に近く状態の良い土器は皆無に等しい。

　住居址から出土した土器は、点数も多くはなく、口縁部から胴部上半、もしくは底部から胴部下

半までしか残存していないものがほとんどで、完形のものは無かった。これは、住居の立ち上がり

が低く、覆土が浅いことが影響していると考えられる。しかし、同じように第二東名自動車道の建

設に伴って発掘調査が行われた二ッ洞遺跡（No. ４ 地点）と植出北遺跡（No. ５ 地点）では、各住居

址から多量の土器が出土しており、八兵衛洞遺跡とは様相が異なっている。

　遺跡内で最もこの時期の土器が集中していたのは、第 ３ 号溝状遺構である。ただし、全体の傾向

と同様に、残存状況は決して良いとはいえず、壺の口縁部や底部、甕の上半部を中心に出土してい

る。住居址の北、谷Ｂの先端から尾根にかかる部分でややまとまって出土する傾向にあり、付属す

る土坑からはごく少量しか出土しなかった。土器の出土した深さを見ると、溝の底部から浮いた状

態で覆土中に存在していたことから、溝覆土の埋積がある程度進んだ状態で、遺棄されたものと考

えられる。
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第15図　弥生時代後期〜古墳時代初頭遺構分布図
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（ ２）遺構

①住居址

　谷Ｂの東側緩斜面から尾根にかけて ５ 基が検出された。住居址付近は、茶畑の耕作による削平を

大きく受けていることから、新期スコリア層の残存している部分が非常に少なく、表土直下が休場

層となっている部分もある。このような状況に加え、深耕や檜林が密生していたことによる撹乱の

影響で壁の立ち上がりを把握できない部分が多かった。また、床面も消失している部分が多く、住

居址全体のプランは不明確なものが多い。しかし、残存する床面の広がりや柱穴の位置、比較的良

好に残存していた掘り方などを元におおよそのプランを捉えることはできた。出土遺物は非常に少

ない。

第 １号住居址（第16図）

【調査経過】

　谷Ｂ東側の緩斜面上に位置する。ＳＢ １ 付近は耕作による削平が大きく、栗色土層の上部が露出

していた。10月中旬に検出された時点で、すでに東側の一部床面が見える状態であったため、10月

末頃にかけては床面の検出を中心に進めた。床面記録後は、遺物柱を残したまま掘り下げていき、

長軸・短軸方向に設定した ２ 本のセクションベルトで土層の観察をした。最終的に堀り方まで掘り

下げて柱穴の位置を確定し、11月末に空中写真撮影で完掘状況を記録している。

【覆土】

　 １ 層：褐色土（10YR4/4）パミス・褐色スコリアを多量に含む。

　 ２ 層：褐色土（7.5YR4/6）パミス・スコリアを多量に含み、径10㎜程度の炭化物を少量含む。

　 ３ 層：黒褐色土（10YR3/2）炭化物を多量に含み、黒色化している。

　 ４ 層：褐色土（10YR4/4）パミス・橙色スコリアを多量に含み、よく締まっている。

　 ５ 層：休場層〜休場層下部黒色帯のブロックが混在する。　

【形状】

　撹乱により一部プランが消失しているが、貼床が明瞭に認められたため、プランをほぼ捉えるこ

とができた。平面形は隅丸方形に近く、長軸4.92m、短軸4.12m。主軸は等高線と沿うように、ほ

ぼ北を向く。

【床・壁】

　床面は北側を中心に検出され、南側は柱穴の周辺のみ残っていた。床直上付近に当たる覆土 ３ 層

は、黒味の強い色調を呈していることから、有機質が多量に含まれていたと考えられる。壁の立ち

上がりは東壁で高く、最大34㎝を測るが、西側ではほとんど確認できなかった。

【柱穴】

　直径25〜40㎝の柱穴が四隅で ４ 基検出された。平面形はほぼ円形で、深さは貼床面から36〜58㎝

を測る。堀り方地山で確認されており、堀り方を精査して正確な位置を確定した。貼床面は平坦だ

が、堀り方が地形に合わせて西へ傾いているため、貼床面からの深さはＰ １ ・Ｐ ２ よりＰ ３ ・Ｐ ４

の方が若干深い。
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第１６図　第 １号住居址実測図および出土遺物

1 0 cm01
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第１7図　第 ２号住居址実測図および出土遺物

1 0 cm0
1
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【炉】

　中央やや北寄りで、70㎝程の範囲に渡り薄く焼土が広がっていたためこの範囲を炉址としたが、

下部に堀り込みは確認できなかった。

【出土遺物】（第１６図 １ ）

　弥生時代後期の土器がほぼ全面で出土したが、図示できるものは １ 点であった。南東側の床面付

近で台付甕が出土している。口縁部から胴部上半までが残存している。口縁部内面に横位のハケメ、

口縁部外面に縦位のハケメが認められ、胴部内面にはハケ調整後ヨコナデが施されている。

第 ２号住居址（第17図）

【調査経過】　

　調査区中央付近、谷Ｂ東の尾根上で検出された。住居址東側のプランが調査範囲外に及んでしま

うことから、北東隅の柱穴が確認できる範囲まで調査区を拡大した。ＳＢ ２ 付近はやはり耕作によ

る削平が大きく、休場層の上部が露出していた。ＳＢ １・３・４ とともに検出された10月中旬には、

北西部の床面が一部露出した状態であった。10月末頃まで床面の検出を進め、その範囲を記録した。

土層観察用のベルトは長軸・短軸方向へ十字に設定し、北東部分で出土した台付甕 １ 個体分を始め

とする遺物柱を残したまま、掘り下げを進めた。堀り方まで下げて柱穴の位置を確認した後、11月

末に空中写真撮影で完掘状況を記録している。

【覆土】

　 １ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）径 １ 〜 ２ ㎜の茶褐色スコリアを微量に含み、床土にあたる。 １ 〜

６ 層までは比較的粒径が大きく粘性が少ないため、「さらさら」とした印象がある。

　 ２ 層：褐色土（7.5YR3/4）径 １ 〜 ２ ㎜の茶褐色スコリアを微量に含む。

　 ３ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）径 １ ㎜前後の赤褐色スコリアを微量に含む。

　 ４ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）径 １ 〜 ３ ㎜前後の赤褐色スコリアを少量含む。床土に当たる。

　 ５ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）径 １ 〜 ５ ㎜程度の赤褐色スコリアを微量に含む。

　 ６ 層：暗褐色土（10YR3/4）径 １ ㎜未満の褐色スコリアを微量に含む。

　 ７ 層：褐色土（7.5YR4/4）径 １ 〜 ３ ㎜前後の赤褐色スコリアを少量含む。 １ 〜 ６ 層よりもさら

に粒径が大きく、「ざらざら」という印象がある。

【形状】

　東側が調査区外に渡っているため、全体のプランを検出することはできなかった。また南側は、

檜の根による撹乱および耕作による削平を受けて消失している。検出された壁の立ち上がりや柱穴

の位置、他住居址の形状を参考にすると、平面形は隅丸方形に近いと考えられる。

【床・壁】

　壁の立ち上がりが一部残っていた北西部から北東部にかけて、および南西隅の柱穴周辺で床面が

確認された。壁の立ち上がりは、最大でも ７ ㎝と非常に低く、ほとんど検出できていない。

【柱穴】

　掘り方まで掘り下げたところで、直径38〜46㎝の柱穴を ３ 基確認した。平面形はほぼ円形で、床

面から最大64㎝の深さを測る。



― 39―

第Ⅲ章　Ｅ地区（No. ９ 〜11地点）の調査

【炉】

　検出されていない。

【出土遺物】（第１7図 １ ）

　弥生時代後期の台付甕が東側の床面直上で出土している。口縁部から胴部が残存しており、脚部

のみが欠損している。口縁部は外傾して立ち上がり、胴部は胴部上半に最大径を有し、内湾する。

口縁部内面と胴部外面に横位のハケメ、口縁部外面に斜め方向のハケメが認められ、胴部内面には

ハケ調整後にヨコナデが施されている。

第 3号住居址（第18図）

【調査経過】

　谷Ｂ東の緩斜面上、調査区の南寄りで検出された。やはり住居址付近は削平を大きく受けており、

富士黒土層が露出していた。10月中旬に検出された時点で、北東部から南東部にかけて一部床面が

露出する状態であった。10月末頃までは、ＳＢ １ ・ ２ ・ ４ と平行して床面の検出を中心に進め、そ

の後は、遺物柱を残したまま掘り方まで掘り下げて、住居址の四隅を繋ぐように設定した ２ 本のベ

ルトで土層を観察した。掘り方で柱穴の位置を確定し、11月末に空中写真撮影で完掘状況を記録し

ている。

【覆土】

　 １ 層：褐色土（10YR4/4）パミスとスコリアを含み、炭化物を少量含む。

　 ２ 層：赤黒色土（2.5YR2/1）径 ５ 〜10㎜程度のパミス・スコリア・炭化物を多量に含む。

　 ３ 層：暗褐色土（10YR3/4）径 １ 〜 ７ ㎜の茶褐色スコリアを少量含み、径 １ ㎜程度の白色パミス

を全体に含む。他層に比べて粒径が大きく、「さらさら」とした印象がある。

　 ４ 層：暗褐色土（7.5YR3/3）径 １ 〜 ４ ㎜の茶褐色スコリアと径 １ ㎜の白色パミスを含む。よく

締まっている。

　 ５ 層：暗褐色土（10YR3/3）パミスを微量に含む。

　 ６ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）よく締まった床土。

　 ７ 層：暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）休場層下部黒色帯に相当する。

【形状】

　西側は耕作による撹乱や削平で大部分が失われており、プランは不明確である。しかし、残存す

る壁の立ち上がりや柱穴の位置から、平面形は隅丸方形に近いと考えられる。長軸は現状から ５ ｍ

程度に達すると想定される。

【床・壁】

　床面は中央の焼土周辺から南北へ細長く残っていた。床直上の ２ 層では、有機質が多量に含まれ

ているため黒色化している。掘り方は西側へ緩やかに傾斜しているが床面は平坦で、明瞭な床面を

確認することができた。壁高は南東隅で25〜33㎝を測り、その他の部分ではほとんど立ち上がりが

無い。

【柱穴】

　直径47〜63㎝の柱穴が ４ 基検出された。平面形は円形や楕円形状を呈し、他の住居址に比べて大
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形である。深さも貼床面から50〜70㎝と深い。

【炉】

　中央部に40㎝程度の範囲で薄く焼土が広がっており、ここを炉址と考えたが、下部に堀り込みは

確認されていない。

【出土遺物】（第１９図 １ 〜 ３ ）

　弥生時代後期の土器が住居址中央から東側にかけての床面付近から ３ 点出土している。 １ はやや

第１８図　第 ３号住居址実測図および出土遺物
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床面から浮いているもの、床面直上から出土しているものであり、 ２ ・ ３ は床面直上で出土してい

るものである。

　 １ は壺である。胴部下半から底部までが残存している。胴部外面に横位のヘラミガキが施されて

おり、胴部内面にハケメが認められる。 ２ ・ ３ は台付甕である。ともに口縁部から胴部上半まで残

存し、内面は横位のハケメが施されている。 ２ の外面は縦位のハケメ、 ３ の口縁部外面は縦位、胴

部外面は横位のハケメが認められる。 ３ は口縁端部に刻み目を有する。

第 ４号住居址（第20図）

【調査経過】

　谷Ｂ東の緩斜面上、調査区の南端に位置する。他住居址と同様に、大きく削平されているため、

周囲では休場層上部が露呈していた。10月中旬に検出された時点で、一部、床面と思われる部分が

見えていたが、プランが捉えにくかったため、当初は土坑の可能性も視野に入れて調査を進めてい

た。しかし、北西部に明瞭な新期スコリア層の落ち込みが見え、その落ち込みが当初のプランを切っ

て構築されてたため、住居址と土坑が重複していることが明らかになった。その後は土坑を第44号

土坑とし、住居址は床面の検出を進めた。さらに掘り方まで掘り進め、長軸・短軸方向へ設定した

２ 本のベルトで土層を観察した。柱穴の位置を掘り方で確定し、11月末には空中写真撮影で完掘状

況を記録している。

第１９図　第 ３号住居址出土遺物

03

1

2

1 0 cm
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【覆土】

　 １ 層：暗灰黄色土（2.5Y4/2）スコリア・パミスを多量に含む。非常によく締まった床土。

　 ２ 層：暗灰黄色土（2.5Y4/2）

　 ３ 層：にぶい黄褐色土（10YR4/3）スコリア・パミス・炭化物を含む。

　 ４ 層：暗オリーブ色土（5Y4/3）橙色スコリア・パミスを多量に含む。

【形状】

　北西部分が土坑によって大きく削り取られ、他にも撹乱で消失している部分があるため、プラン

は不明確である。床面の広がりや柱穴の位置から、平面形は楕円形に近い形状を呈すると考えられ

る。

【床・壁】

　東側の床面は、大部分がＳＫ44によって削られているため、南側から北東隅の柱穴にかけてしか

床面を検出することはできなかったが、貼床はよく硬化しており、その範囲は明瞭である。壁の立

ち上がりは、ほとんど確認できない。　　

第２0図　第 ４号住居址実測図および出土遺物

1 0 cm0

1
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【柱穴】

　直径30〜53㎝の柱穴を ３ 基検出している。平面形はほぼ円形に近いが、Ｐ ３ は細長い楕円形状を

呈し、北東隅に直径25㎝程の小穴を伴う。深さは貼床面から最大78㎝と深い。

【炉】

　不整の楕円形状を呈し、浅く掘り込まれた炉址が、中央部から検出されている。

【出土遺物】（第２0図 １ ）

　弥生時代後期の壺が炉址から出土している。胴部下半から底部まで残存している。内面にハケメ

が施されている。

第 ５号住居址（第21図）

【調査経過】

　谷Ｂ東の緩斜面上、ＳＤ ３ のすぐ南側に位置している。ＳＢ ５ の周辺は、農道より西側の調査を

進める中で、後半段階になって着手したため、ＳＢ １ 〜 ４ よりかなり遅れて12月末頃の検出となっ

た。本住居址からＳＤ ３ にかけての一帯は、他の住居址付近のように大きく削平されることなく、

新期スコリア層が残存していた。床面を検出した後は、さらに掘り進めて掘り方で柱穴の位置を確

定し、 ２ 月前半には完掘している。なお、本住居址についてもセクションベルトを残して土層観察

を行っているが、実測データが失われたため、土層の堆積状況は不明となってしまった。

【形状】

第２１図　第 ５号住居址実測図
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　西側プランが削平を受け失われ

ているが、床面の広がりや柱穴の

位置、検出できた壁の立ち上がり

から、おおよそのプランを捉える

ことはできる。現状は不整形を呈

しており、長軸3.85ｍ、短軸は3.20

ｍ程度と想定される。等高線とほ

ぼ平行になるように、主軸を北へ

向ける。

【床・壁】

　壁が残る東側から西の柱穴手前

まで、床面が確認された。壁の立

ち上がりは、東側で12〜19㎝を測

る。

【柱穴】

　直径18〜34㎝の柱穴を ４ 基検出

した。深さは床面から最大38㎝を

測る。

【炉】

　中央やや北寄りで、約67㎝の範

囲に渡り焼土の分布を検出したことから、ここを炉址と考えた。しかし、下部に堀り込みは確認で

きなかった。

【出土遺物】

　覆土中から、ハケメの施された弥生後期の甕が出土しているが、図示できるものはなかった。

②土坑

　ＳＤ ３ に付属する土坑は、溝状遺構についての検討を行った③項で取り扱い、ここでは単独の土

坑について記述する。

第44号土坑（第22図）

　谷Ｂ東の緩斜面上、調査区南端の休場層で検出された。ＳＢ ４ の北西角を切って構築され、その

範囲は中央炉址付近にまで及ぶ。住居址に重複する土坑と確定してからは、ＳＢ ４ と同時並行で調

査が進められた。

　平面形は不整形で、断面は下部の少し膨らんだ筒形をしている。規模は現状で最大径3.1ｍ、深

さは2.0ｍに達した。底面は隅丸長方形を呈し、平坦に整えられているが、小穴は認められなかった。

規模や形状はＳＤ ３ に伴う土坑と非常に似通っているが、時期はより新しくなるものと考えられる。

　ＳＫ44の覆土を観察すると、上層は粘性に乏しい黒褐色土が堆積し、下層は粘性が強く、休場層

や第Ⅱ黒色帯のブロックが混入していた。また、上層を中心に白色で発砲がやや良好な軽石が認め

第２２図　第４４号土坑実測図
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第２3図　第 3号溝状遺構実測図（ 1）
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第24図　第 ３号溝状遺構実測図（ 2）
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られた。これは、天城山カワゴ平火口から噴出した天城カワゴ平パミス（KgP）に由来するものと

考えられる。他にも、肉眼では確認できないが、KgPに由来すると思われる無色透明の火山ガラス

が検出されている。本土坑では覆土を採集し、パリノ・サーヴェイ株式会社による自然科学分析を

行った。その結果、含有物の組成が周囲の黒ボク土層と類似していたことから、土坑にはKgPを含

む、新期スコリア層以上の黒ボク土層が主に流入しているものと考えられる。

【覆土】

　 １ 層：暗褐色土（7.5YR3/3）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリア、径 １ ㎜未満の白色パミス、炭化物を

微量に含む。「ざらざら」とした印象がある。

　 ２ 層：暗赤褐色土（2.5YR3/2）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリア、径 １ ㎜未満の白色パミス、炭化物

を微量に含む。やや「ざらざら」している印象がある。

　 ３ 層：暗赤褐色土（2.5YR3/2）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリア、径 １ ㎜未満の白色パミス、炭化物

を微量に含む。やや粘性が強い。

　 ４ 層：黒褐色土（7.5YR3/2）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリア、径 １ ㎜未満の白色パミス、炭化物を

微量に含む。休場層に相当する。

　 ５ 層：褐色土（7.5YR4/3）径 ３ ㎜前後の褐色スコリア、炭化物を微量に含む。やや粘性が強い。

　 ６ 層：暗赤褐色土（5YR3/2）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリア、径１㎜未満の白色パミス、炭化物を

第２５図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ １）
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第２６図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ２）
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微量に含む。やや粘性が強い。

　 ７ 層：黒褐色土：（5YR3/1）径 １ 〜 ５ ㎜の赤褐色スコリア、白色パミス、炭化物を微量に含む。

やや粘性が強い。

　 8 層：暗赤褐色土（5YR3/2）径 ２ ㎜前後の褐色スコリアを少量と、炭化物を含む。

　 ９ 層：黒褐色土（5YR2/2）径 ３ ㎜前後の褐色スコリア、炭化物が微量に含まれ、第Ⅱ黒色帯の

ブロックを含む。

　10層：暗褐色土（7.5YR3/3）径 １ 〜 ５ ㎜の褐色スコリアを少量含む。粘性が強い。

　11層：暗赤褐色土（5YR3/2）径 ２ ㎜前後の褐色スコリアを微量に含む。やや粘性が強い。

【出土遺物】

　弥生時代後期の壺を中心に多数の土器片が出土しており、折り返し口縁などが見られるが、図示

できるものはなかった。

③溝状遺構

第 3号溝状遺構（第23・24図）

【調査過程】

　10月中旬頃、谷Ｂ北端の新期スコリア層で溝状遺構の一部を検出し、掘削を開始した。同時に、

溝に伴う土坑の検出も行いながら東へ調査を進めたところ、中央の駐車場下を抜けてさらに農道よ

第２7図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ３）
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第２８図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ４）
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第２９図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ５）
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第３0図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ６）
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第３１図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ 7）
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り東へ続くことが判明した。11月に入ると、東側の溝状遺構全体像がほぼ明らかとなり、溝に伴う

土坑も16基を数えた。工事用地の東側限界まで検出したところで、全体の検出状況を空中写真撮影

で記録した。以降は掘削に集中し、実測は工事計画の都合に合わせ、東端斜面から始めることとなっ

た。12月中旬には、西端をさらに道路上まで拡張し、溝の続きと30基目の土坑を発見している。 １

月13日には、パリノ・サーヴェイ株式会社が来訪し、溝覆土のサンプルを採集した。 １ 月20日にす

第３２図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ８）
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べての掘削を終了し、空中写真撮影で記録をしている。

【溝の概要】

　溝は調査区西端から東端まで、調査区内を東西に貫いている。西側から追っていくと、西端は工

場建設時の造成により削平されているが、谷に届いていたものと推測され、谷Ｂの北端を走る。中

央の尾根上で一端途切れるものの、元来は一続きであり、さらに谷Ｃ部を通って東端の谷まで続く。

溝は谷Ｂ・Ｃという ２ つの谷を結び、尾根と谷の上を東西へ走っているため、地形によって高低の

変化が激しい。

　ＳＤ ３ の今回の調査区内における延長は、211ｍに達する。幅は1.5〜2.5ｍ程度を保つが、谷付近

では特に広く、 ５ ｍを測る部分もある。深さは1.5〜 ２ ｍを中心としている。断面はＶ字状を呈し、

底部に向かって鋭角に掘り込まれている。

　また、南北方向へ20か所以上のセクションを切り、土層の観察を行った。その詳細については、

実測図とともに記載をしている。溝覆土上層の中心は、周囲の黒ボク土に由来する、「さらさら」、

もしくは「ざらざら」とした黒褐色土である。中層から下層にかけては、粘性が強く、第Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲスコリア層、ニセローム層、第Ⅰ黒色帯、休場層のブロックの混在が見られる。したがって下層

付近は、埋没する際に愛鷹ローム上部由来の土層が流入したものと思われる。また、堆積状況を観

第３３図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（ ９）
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第３４図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１0）
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察すると、ほとんどの部分で改修の跡が認められた。当初の溝がある程度埋没した段階で、覆土の

一部が掘り直されているが、改修後の堀り込みは概ね浅く、粗な印象がある。

【溝状遺構に伴う土坑】（第２５〜４１図）

　この溝の最大の特徴として挙げられるのが、土坑を伴う点である。多少のばらつきはあるものの、

全体的に規模の大きな土坑が並び、検出数は計30基を数える。これら大形の土坑は、単独の土坑と

区別を付けるため、“ＳＤＫ” と表記することとした。

　径は ２ ｍ後半〜 ３ ｍ後半が中心で、最大4.6ｍを測る。深さは2.5ｍ前後に達するものが多く、 ３

ｍを越えるものが数基存在する。また、下部の溝が走る方向とほぼ垂直に交わるよう、主軸を南北

方向へ向けるものが大勢を占める。平面形はほとんどが不整形となっているが、ある程度形状を保

第３５図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１１）
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第３６図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１２）



― 61―

第Ⅲ章　Ｅ地区（No. ９ 〜11地点）の調査

持している土坑を見ると、円形、もしくは楕円形を呈していたものと想定される。断面は筒形に近

いＵ字状を呈しており、途中にステップ状の段差が見られる場合もあった。底面は長方形を呈し、

平坦に整えられているが、小穴は見つかっていない。

　土坑の断面を観察すると、各土坑ともほぼ似通った様相を示していた。中〜上位層には、「さら

さら」とした黒褐色土が厚く堆積し、下位層は粘性が強く、中部ローム層、第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ黒色帯、

ニセローム層、第Ⅰスコリア層、休場層等のブロックが混在している。また、覆土の自然科学分析

を行ったＳＤＫ12では、下位層からＡＴに由来する火山ガラスが多量に検出されている。したがっ

第３7図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１３）
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第３８図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１４）
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第３９図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１５）
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第４0図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１６）
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第４１図　第 ３号溝状遺構土坑実測図（１7）
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第４２図　第 ３号溝状遺構出土土器（ １）
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て、下層には埋積される際にＡＴを含む愛鷹ローム上部の土層が流入したものと推察される。

　さらに、土坑が埋没する過程で再び改修されているものや、位置が変更されているものが存在し

た。ＳＤＫ ６ や13は、当初の土坑が埋没した段階で、再び浅いＵ字またはＶ字状の溝に掘り直して

いる。ＳＤＫ14と15も改修の形跡が明瞭に見られ、最上部の層は土坑と溝を広く覆っていることか

ら、ＳＤ ３ と土坑が廃棄され、ある程度時間が経過した後に堆積したものと想定される。30基の配

置は間隔もまばらで不規則に並んでいるが、これは当初の土坑に途中で新設された土坑が加わった

結果である。例えば、ＳＤＫ13〜15は土層断面の切り合いの観察から、ＳＤＫ13→ＳＤＫ14→ＳＤ

Ｋ15と番号順に構築されていることがわかった。土坑の規模や位置関係も考慮すると、当初は大形

の土坑がある程度、等間隔に並んでいたが、その後の改修により小さく不整形で規模も不統一な土

坑が増設され、配置に粗密が生じたものと考えられる。

【出土遺物】（第４２・４３図 １ 〜１２）

　弥生時代後期後半〜古墳時代初頭の土器が出土している。

　 １ 〜 ９ は壺である。 １ ・ ２ は口縁部が残存する。 １ は複合口縁壺で、二本の隆帯を貼り付けてい

る。 ２ は折り返し口縁壺である。 ３ ・ ４ は頸部が残存する。 ３ は縦位のハケメが施され、沈線によ

り画された縄文を有する。４ は沈線で画された羽状縄文が施され、その上方に円形浮文を有する。５・

６ は胴部下半から底部まで残存する。 ５ は内面に横位、外面に縦位のヘラミガキが施されている。

６ は底部外面に一部ハケメが認められる。 ７ ・ 8 は胴部上半から底部が残存する。ともに胴下位に

稜を持ち、稜の内面に接合痕が認められる。 ７ の内面底部は明確な手法は不明だが、平滑に調整さ

れている。 ９ は口縁部から胴部まで残存し、口縁部は折り返し口縁である。口縁部外面にはハケメ

第４３図　第 ３号溝状遺構出土土器（ ２）
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第４４図　遺構外出土土器

調整後ヘラミガキを施している部分も見られる。

　10〜12は台付甕である。10は口縁部から胴部上半まで残存する。外面には縦位のヘラミガキ、内

面には横位のヘラミガキが認められる。11は口縁部から脚部まで残存し、胴部上位に最大径を持つ。

12は口縁部から胴部上半まで残存し、内外面ともハケメが認められる。

（ ３）遺構外出土土器（第４４図 １ ）

　調査区内の表採など遺構外で遺物が出土しており、弥生時代後期の台付甕が １ 点確認されている。

口縁部から胴部下半まで残存する。胴部上半に最大径を持ち、やや長胴を呈する。内外面に横位の

ハケメが施されており、火の影響を受けて一部剥落している。

1 0 cm01
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第 7表　土器観察表
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第４節　縄文時代の遺構と遺物
（ １）遺構と遺物の分布状況

①遺構（第45図）

　縄文時代に属する遺構としては、土坑 ７ 基と集石 ２ 基が検出された。谷Ｂ東側の尾根にかかる斜

面で検出された第71号土坑以外は、ほとんどが谷Ｃ東側の尾根上にまとまっている。この尾根は南

北に細長く、Ｅ地区にかかる部分でいったん括れ、さらに南へ下った先端部には第 １ 次調査Ｂ地区

が展開する。ここには縄文時代早期の押型文土器が比較的まとまって出土しており、縄文時代に属

する遺物・遺構のほとんどは、谷Ｃ東側の尾根上に存在することになる。

　土坑のうち、比較的堀り込みが浅いものは、尾根上のわずかな平坦面に並び、土坑を挟むように

南北両端に集石が構築されていた。第51号土坑は底部に小穴が認められることから陥穴であると考

えられる。また、第65号土坑・第71号土坑も堀り込みの形状や規模から、陥穴の機能を果たした可

能性が高い。これらは他の土坑とは異なり、尾根から谷にかかる斜面に構築されており、飲水やヌ

タ場を求めて谷に移動する動物を狙ったものと考えられる。

　しかし、すべての遺構でまったく遺物が検出されず、遺構の時期を特定することは難しかった。

また、検出された遺構数が非常に少ないため、八兵衛洞遺跡のこれまでに調査が行われた地区と同

様に、縄文時代の居住活動の具体的な姿を復元することは難しい。

②遺物（第46〜48図）

　八兵衛洞遺跡でこれまでに行われた調査においても、縄文時代遺物の分布は尾根上を中心とした

限定的なものであった。第 １ 次調査のＡ地区からごくわずかな縄文時代中期の土器と石器、Ｂ地区

からは格子目文を中心とした密接施文の押型文土器と撚糸文土器、さらにそれに伴う石器が出土し

ている。

　No. ９ 〜11地点における遺構の分布は、谷Ｃ東側の尾根上にほぼ限定されていた。当然のことと

はいえ、遺物の分布もこの部分が中心となっている。しかし石器については、谷Ｂ西側の斜面から

尾根にかけての部分にも分布している。

　谷Ｃ東側の尾根の南側から調査区境界にかかる部分では、第Ⅱ群土器（鵜ヶ島台式）が他の時期

の土器をほとんど交えずに出土している（第46図）。ここからは第 ２ 号集石（ＳＧ ２ ）が検出され

ており、鵜ヶ島台式段階に集石を介在させた消費活動が行われていたものと考えられる。また同じ

尾根のほぼ中央部分からも、第Ⅱ群土器（鵜ヶ島台式）のほか、第Ⅰ群土器（押型文土器、時期の

限定できるものについては「細久保式」として別に表記した。）、第Ⅲ群土器（打越式土器）が比較

的まとまって出土している。

　石器についても、谷Ｃ東側尾根の南側に分布の中心が認められた（第48図）。ここでは製品とし

ての石器以外にも、石核・剥片・砕片がやや集中しており、石器製作が行われていたものと考えら

れる。これに対して谷Ｂ西側斜面から尾根にかけての石器分布は比較的散漫であり、その器種も限

られている。尾根上には調査区が及んでいないので、推測の域を出ないが、斜面地で行われた限定

的な消費活動の一端を示している可能性もあろう。
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（ ２）遺構

①土坑

　調査区全体を通して土坑は67基確認されているが、縄文時代に属するものはそのうちの ７ 基であ

る。谷Ｃ東の尾根上では、耕作による削平・撹乱を大きく受けた影響で休場層以上の残存状況が非

常に悪かったことから、第Ⅰスコリア層以下での検出となった。したがって、結果的に壁高が低く

なってしまったものが多い。

第51号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側の緩斜面に位置する。検出層位は第Ⅰ黒色帯、平面形は円形である。長径115㎝、短径

113㎝、深さ97㎝を測り、底部に ６ 基の小穴が確認できた。小穴の幅は12〜30㎝ほどで、深さは20

㎝前後である。底面は平坦に整えられており、堀り込みの深さや形状から陥穴の機能を持っていた

ことが想定される。

【覆土】

　 １ 層：極暗褐色土（7.5YR2/3）径 １ 〜 ５ ㎜前後の赤褐色スコリアを微量に含み、「さらさら」と

いう印象がある。富士黒土層に類似する。

　 ２ 層：極暗褐色土（7.5YR2/3）径 １ 〜 ３ ㎜前後の赤褐色スコリアを微量に含み、やや粘性が強い。

休場層に類似する。

　 ３ 層：極暗褐色土（7.5YR2/3）径 １ 〜 ５ ㎜前後の茶褐色スコリアを微量に含む。やや粘性が強い。

　 ４ 層：黒褐色土（10YR2/3）径 １ ㎜前後の茶褐色スコリアを含む。やや粘性が強い。

　 ５ 層：黒褐色土（10YR2/3）径 ２ ㎜前後の茶褐色スコリアを含む。やや粘性が強い。

第63号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側の細尾根上で検出された。検出層位は第Ⅰスコリア層、平面形は南北に長い楕円形で、

長軸を北東−南西方向に向ける。長径85㎝、短径65㎝を測り、深さは13㎝と非常に浅く、皿状を呈

する。

【覆土】

　 １ 層：黒褐色土（2.5Y3/2）

　 ２ 層：暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）橙色スコリアを微量に含む。

第64号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側の細尾根上で検出され、ＳＫ63のすぐ北東に位置する。検出層位は第Ⅰスコリア層で、

平面形は不整形となっており、長軸を北西−南東方向へ向ける。深さは22㎝で浅い皿状を呈し、東

の谷方向へ傾いている。

【覆土】

　 １ 層：灰黄褐色土（10YR4/2）橙色スコリアを微量に含む。やや粘性が強い。

　 ２ 層：暗灰黄色土（2.5Y4/2）

第65号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側の緩斜面南端に位置する。検出層位は第Ⅰスコリア層、平面形は不整形である。長径

151㎝、短径121㎝、深さ78㎝。長軸を南北方向へ向ける。
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第４９図　土坑実測図
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【覆土】

　 １ 層：暗灰黄色土（2.5Y4/2）径 ６ ㎜程度の黄色スコリアを微量に含む。富士黒土層に相当する。

　 ２ 層：灰オリーブ色土（5Y5/3）休場層に相当する。

　 ３ 層：オリーブ黒色土（5Y3/2）第Ⅰスコリア層の崩落土や休場層などが混在する。

　 ４ 層：暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）第Ⅰスコリア層・休場層などが混在する。

第66号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側尾根の東緩斜面上に位置する。検出層位は第Ⅰスコリア層、平面形はほぼ円形である。

長径134㎝、短径120㎝、深さ30㎝。長軸を南北方向へ向ける。

【覆土】

　 １ 層：暗灰黄色土（2.5Y4/2）富士黒土層に相当する。

　 ２ 層：黄褐色土（2.5Y5/3）休場層の崩落土。

　 ３ 層：黒褐色土（2.5Y3/2）第Ⅰスコリア層の崩落土。

第68号土坑（第49図）

　谷Ｃ東側の細尾根上、ＳＫ66の北西で検出された。第Ⅰスコリア層掘削中に確認していたが、そ

の時点では木痕と判断しており、第Ⅱスコリア層上面まで掘り下げたところで円形になったため、

土坑とした。平面形は円形を呈し、長軸を南北方向へ向ける。長径109㎝、短径104㎝、深さ24㎝。

【覆土】

　 １ 層：オリーブ褐色土（2.5Y4/6）ニセローム層、第Ⅱ黒色帯などのブロックを含む。

第71号土坑（第49図）

　土坑の中で唯一、調査区西端の谷Ａ東側緩斜面で検出された。検出層位は休場層で、平面形は隅

丸長方形に近い。長径121㎝、短径110㎝、深さ104㎝で、長軸を南北方向へ向ける。小穴は確認で

きなかったが、底部は平坦に整えられており、堀り込みの深さや形状からも陥穴の機能を持ってい

たことが考えられる。

【覆土】

　 １ 層：黒褐色土（7.5YR3/2）径１〜３㎜の橙色スコリア、白色パミス、径１〜２㎜の炭化物を

微量に含む。硬く締まっている。

　 ２ 層：黒褐色土（7.5YR3/2）径１〜３㎜の橙色スコリア、炭化物を微量に含む。硬く締まって

いる。

　 ３ 層：暗褐色土（7.5YR3/3）径１〜４㎜の褐色スコリア、パミス、休場ローム粒を微量に含む。

粘性が強い。

　 ４ 層：黒褐色土（10YR2/3）径１〜15㎜の黒色帯ブロックを微量に含む。粘性が強い。

　 ５ 層：暗褐色土（7.5YR3/4）黒色土粒を少量含み、スコリアを微量に含む。粘性は弱く、やや

粒子が粗い。

　 ６ 層：黒褐色土（10YR2/2）第Ⅰスコリア層のブロックを少量含む。やや粒子が粗い。

②集石

　集石は ２ 基検出され、いずれも谷Ｃ東側の細尾根上に位置していた。うち １ 基は、下部に土坑を
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伴う。使用されている石材は、付近の愛鷹山山体を構成し、周辺の小河川で得ることができる比較

的軟質な安山岩を主体としている。また、愛鷹山東南山麓東方を南流する桃沢川の源流部に岩体と

して存在し、板状に節理する性質のあるデイサイトが １ 割前後の割合で含まれていた。

第 １号集石（第50図）

　谷Ｃ東側の細尾根上で、調査区の北端に位置する。検出層位は第Ⅰスコリア層で、直径170㎝程

の範囲内に集中する小規模な集石である。下部に土坑は確認できず、垂直方向の重なりもほぼ見ら

れない。礫以外の遺物は検出されていない。

　礫の総数は147個、総重量は２１,３４２g。礫は全体的に小ぶりで、最大でも15㎝程度しかない。安山

岩を用いた拳大以下の角礫が中心だが、全体の ３ 分の １ は平板状を呈し、デイサイトが少数用いら

れていた。 ６ 割程度に赤変が認められ、割面まで赤化したものが目立つ。

第 ２号集石（第50図）

　ＳＧ１と同じ尾根上の、調査区南端に位置する。検出層位は富士黒土層で、下部に土坑を伴って

いた。礫以外の遺物は検出されていない。

　土坑は長径114㎝、短径101㎝、深さ27㎝で、平面形は楕円形に近い。垂直方向への重なりはほと

んど認められず、密に集中する様子は見られない。

　礫の総数は17個、総重量は２２,９４５g。集石を構成している礫の数は少ないが、径20㎝以上の大形

のものが多く、その多くが平板状を呈している。デイサイト １ 点を除き、残りはすべて安山岩を用

いている。ほとんどの礫に赤変が認められるが、煤・タールの付着は確認できなかった。

【覆土】

　 １ 層：黒褐色土（7.5YR2/2）パミス・スコリアを多量に含む。

　 ２ 層：黒褐色土（7.5YR3/2）パミス・スコリアをほとんど含まない。

第５0図　集石実測図
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（ ３）遺構外出土土器

　出土土器のなかで中心となるのは早期後半土器の鵜ヶ島台式土器であり、これ以外には早期前葉

の押型文土器、早期末葉の打越式土器、前期後葉の諸磯ｂ式土器、中期前葉の井戸尻式土器、中期

末葉の加曽利Ｅ ４ 式・曽利Ⅴ式が出土している。以下に群別の概要を示す。

　第Ⅰ群土器：早期前葉土器（押型文土器）

　第Ⅱ群土器：早期後半土器（鵜ヶ島台式土器）

　第Ⅲ群土器：早期末葉〜前期初頭土器（打越式土器・清水ノ上Ⅱ式土器）

　第Ⅳ群土器：前期後葉土器（諸磯ｂ式土器）

　第Ⅴ群土器：中期前葉土器（井戸尻式土器）

　第Ⅵ群土器：中期末葉土器

　

第Ⅰ群土器（第51図 １ 〜 ５ ）　

　縄文時代早期の押型文土器を本群とするが、出土しているのは横位密接施文を基調とするものに

限定される。

　第51図 １ ・ ２ は複合鋸歯文と格子目文が横位に密接施文されている。第51図 １ では口縁部に矢羽

根状の押型文ないし沈線紋が加わる。第51図 ３ は格子目文のみが観察されるが、その圧痕や胎土等

から第51図 ２ と同一個体と考えられる。第51図 ４ はかなり細長い楕円文が斜位と横位に交差して施

文されている。

　第Ⅰ群土器は以下の早期後半土器などに比べ、やや薄手で硬質な印象があり、特に第51図 １ 〜 ３

は、胎土に比較的粒径の大きな長石・石英と金色の雲母が目立っている。

第Ⅱ群土器（第51図 6 〜第54図14）　

　縄文時代早期後半の鵜ヶ島台式土器を本群とする。文様の特徴からさらにａ〜ｃ類に分類し、こ

れらに伴なう条痕文のみが施文された土器をｄ類とした。

第Ⅱ群ａ類（第51図 6 〜第53図１）　

　鵜ヶ島台式土器のうち、施文が比較的太い沈線のみで行われるもの。いずれも器面の内外面のほ

ぼ全体に条痕が認められる。第51図 ６ ・ ７ のように沈線下に条痕が認められる例があることから、

口縁部においてもいったん条痕が施された後に、沈線文が加えられているものと考えられる。口縁

から胴部上半まで残存している第51図 8 では、最も屈曲する部分に横位に無文部分が設けられ、こ

れを境として口縁部文様帯が上下に分帯されている。

　胎土には繊維のほか、不透明白色の岩片が含まれるものが多い。また金色の雲母（黒雲母が酸化

して金色の金属光沢を帯びたもの）を含むものはない。

　第51図10では縦位の沈線の後に、横位の沈線が密接して施されている。第51図11の上端内側には

粘土帯の整形痕が認められる。第52図 ３ ・ ４ は本類中ではやや器厚が薄く、硬質な印象がある。胎

土に含まれる鉱物・岩片も比較的少ない。第52図 ６ には条痕が残され、その上から弧状の沈線が加

えられている。第52図16は口縁肥厚部の下に沈線が横位に引かれ、屈曲がより強調されている。
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第５１図　遺構外出土土器（ １）
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第５２図　遺構外出土土器（ ２）
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第５３図　遺構外出土土器（ ３）
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第Ⅱ群ｂ類（第53図 ２ ・ 3 ）　

　鵜ヶ島台式土器のうち、太い沈線と細い沈線が併用して施文が行われるもの。鵜ヶ島台式の特徴

である刺突は、第Ⅱ群ａ類では沈線の末端ないし交差部分に限られていたが、本類では沈線の途中

にも加えられている。また、刺突じたいの形状も半截竹管による半円形へと変化している。第53図

２ の胎土は第Ⅱ群ａ類に比べると繊維が少ないが、その代わりに砂粒が非常に多く含まれている。

裏面の条痕も第Ⅱ群ａ類より浅くなっている。

第５４図　遺構外出土土器（ ４）
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第Ⅱ群ｃ類（第53図 ４ 〜第54図 １ ）　

　鵜ヶ島台式土器のうち、微隆起線と沈線によって施文が行われるもの。第Ⅱ群ａ類・ｂ類に比べ

て器厚はかなり薄く、硬質な印象がある。胎土には少量ながら繊維の痕跡が認められる。第Ⅱ群ａ

類・ｂ類では不透明白色の岩片が目立ち、金色の雲母は認められなかったが、本類には径 １ ㎜以下

の金色の雲母が目立つ。また長石ないし石英と思われる半透明白色の砂粒も含まれている。

　横位・斜位あるいは弧状の微隆起線を交差させることによって、施文域を割り付け、その中に沈

線紋が加えられている。またこれらの文様の下位に条痕が認められる部分があり、施文に先立って

条痕が加えられたと考えられる。器外面の条痕はほぼ横位であるが、内面側の条痕は縦位にしかも

比較的浅く施文されている。金色の雲母を含むことが本類の特徴であるが、第53図 ６ ・ ７ ・ 8 ・

10・11・12・第54図 １ には銀色の金属光沢を帯びる雲母が認められ、白雲母である可能性が高い。

第Ⅱ群ｄ類（第54図 ２ 〜14）　

　第Ⅱ群に伴う土器で胴部以下の条痕のみが施文されたもの、あるいは、口縁部でも明確な文様が

加えられていないものを本群とした。

　第54図 ３ は表裏の条痕の特徴や胎土などからｃ類の胴部である可能性が高い。条痕が太く深い第

54図 ４ ・ ６ ・10・12はａ類の胴部であると考えられる。

第Ⅲ群土器（第55図 １ 〜11）　

　縄文時代早期末葉〜前期初頭土器を第Ⅲ群とした。早期末葉の打越式土器に比定されるものを第

Ⅲ群ａ類、前期初頭の清水ノ上Ⅱ式土器に比定されるものを第Ⅲ群ｂ類としたが、出土点数は少な

く、ａ類とｂ類の間には時間的間隙もある。

第Ⅲ群ａ類（第55図 １ 〜10）　

　打越式は貝殻の腹縁付近を用いた施文を特徴としているが、本遺跡から出土したものは、腹縁が

単純に刺突されたものであり、押し引きや捻りが加えられたものは認められない。口縁部からは貝

殻文の施文される部分に向けて、これも貝殻を用いたと思われる条線が縦位に引かれる例（第55図

１ ・ ３ ・ ５ ・ ７ ）がある。胎土には不透明白色の岩片を比較的多く含むもの（第55図 １ ・ ２ ・ ３ ・

５ ・ ７ ）と、肉眼では砂粒がほとんど認められないもの（第55図 ６ ・ 8 ）がある。いずれも金色の

雲母は認められず、わずかに繊維を含む。

　第55図 ９ ・10は尖底部である。本遺跡出土土器でこうした形状の尖底となるのは第Ⅰ群土器と第

Ⅲ群ａ類土器であるが、胎土の特徴などから本類に含めた。

第Ⅲ群ｂ類（第55図11）　

　清水ノ上Ⅱ式土器に比定されるものを本類としたが、 １ 点が出土しているのみである。第55図11

は先端のやや尖った棒状の工具による刺突が横位に展開している。薄手硬質なつくりであり、胎土

には石英と思われる半透明白色の砂粒を含み、繊維は認められない。

第Ⅳ群土器（第55図12〜19）

　縄文時代前期後葉土器を第Ⅳ群としたが、出土しているのは諸磯ｂ式土器ないしその並行土器の

みである。第55図12・13は同一個体と思われ、胎土に半透明白色の砂粒と金色の雲母を多量に含む。

口縁部に連続爪形文を横位に数条配置し、以下には円形の刺突文が加わる。さらに胴部には縄文が
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施されていると思われる。第55図14は第55図12・13とよく似た胎土で、同様の爪形文が施されてい

る。第55図15は縄文地に横位の単沈線が加えられている。肉眼では金色の雲母は確認できない。

　第55図16〜19は諸磯ｂ式に伴う縄文施文の土器である。第55図16はLRの縄文が横位施文されて

いる。半透明白色の砂粒を含むが金色の雲母は認められない。第55図17は複節（LRL）と思われる

縄文が横位施文されている。半透明白色の砂粒が含まれるが、あまり多くはない。第55図18は第55

図12・13と同様の胎土である。条間が開いており、附加条の可能性もある。第55図19はLRの縄文

が横位施文されている。やはり胎土には半透明白色の砂粒が多く含まれている。

第５５図　遺構外出土土器（ ５） 1 0 cm
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第Ⅴ群土器（第55図20・21）

　縄文時代中期前葉土器を第Ⅴ群としたが、出土しているのは井戸尻Ⅲ式のみである。第55図20・

21は同一個体と考えられ、ともに底部付近の屈曲部分である。器表に隆帯を加えたうえで、刻みや

彫刻的な手法によって、高低差のある文様配置がなされている。

第Ⅵ群土器（第55図22・23）

　縄文時代中期末葉土器を第Ⅵ群とした。第55図22はやや薄手のつくりで、金色の雲母と半透明白

色の砂粒を大量に含んでいる。縦位区画内にRL縄文が縦位施文され、沈線外は磨り消されている。

第55図23にも金色の雲母と半透明白色の砂粒が含まれ、器面は平滑に整えられている。

（ ４）遺構外出土石器

尖頭器（第56図 １ 〜 3 ）

　 ３ 点が出土し、すべて図示した。 ３ 点ともにガラス質黒色安山岩を石材とする柳葉形の尖頭器で

ある。 ３ は先端部以下を欠損しているため、全体の形状を把握することはできないが、他 ２ 点と同

様に柳葉形を呈すると考えられる。 １ は幅広の剥離によって整形されているが、背面右側縁では細

かくやや急傾斜な剥離が行われている。また、上半部は薄く、中央から基部付近はやや厚くなって

いる。 ２ ・ ３ は １ に比べて細身で、薄く整形される。

有茎尖頭器（第56図 ４ ・ ５ ）

　 ２ 点が出土し、すべて図示した。 ４ はF.ホルンフェルスを石材とし、細身で棒状の器形をとる。

風化によって逆刺部分の形状が目立たなくなってしまったため、茎の作り出しはあまり明瞭ではな

いが、全体に丁寧な剥離を加え、非常に小型の尖頭器としている。 ５ はガラス質黒色安山岩を石材

とし、両面からの丁寧な剥離によって整形される。比較的はっきりとした逆刺を持つため、茎の作

り出しは非常に明瞭である。背面では先端から基部へ稜線が貫き、この稜線上を頂点に器体が厚く

なっているため、断面はきれいな山形を呈している。先端部を欠損する。

薄型尖頭器（第56図 6 ）

　上記の尖頭器・有茎尖頭器と同様、草創期に比定されると考えられるため、ここに記載する。試

掘の段階で １ 点のみ出土したものを図示したが、出土位置は不明である。層状に剥がれる珪質頁岩

を石材とし、器体は非常に薄く平らである。表裏とも、大部分に節理面ないし礫面が残り、縁辺に

粗い鋸歯状の剥離が施されている。

石鏃（第57図 7 〜17）

　欠損資料を含め12点が出土し、11点を図示した。基部の形状に着目し、 ４ 類に分類を行った。Ⅰ

類は凹基石鏃で、基部の抉りが全長の1/3以上に及ぶものをａ類、基部の抉りが全長の1/3未満のも

のをｂ類と細分した。Ⅱ類は平基石鏃、Ⅲ類は有茎石鏃とし、欠損などにより上記に分類できなかっ

たものをⅣ類とした。

Ⅰ類ａ（第57図７）　基部の抉りが、全長の1/3以上に及ぶもの。

　本類に分類されるのは、 １ 点のみである。側縁は直線的で、鋸歯状に調整加工が施されている。

先端部および脚部を欠損する。

Ⅰ類ｂ（第57図８〜13）　基部の抉りが、全長の1/3未満のもの。
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第５６図　遺構外出土石器（ １）
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第５7図　遺構外出土石器（ ２）
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　本類には ６ 点が含まれ、すべて図示した。使用されている石材は、黒曜石・チャート・ガラス質

黒色安山岩がそれぞれ ２ 点ずつとなっている。基部の抉りは、三角形状と弧状になるものの ２ 種類

が存在し、側縁は 8 〜11のように曲線を描くものと、12・13のように直線に近いものがある。特に、

黒曜石とチャートを石材とするものには細かい調整加工が施されており、側縁は鋸歯状となる。

Ⅱ類（第57図14・15）　基部が平坦なもの。

　黒曜石とガラス質黒色安山岩を石材とする ２ 点が出土している。14は他の石鏃に比べて比較的厚

みがあるが、逆に15は薄く平らで、剥離調整は粗い。

Ⅲ類（第57図16）　基部が有茎となるもの。

　黒曜石を石材とする １ 点のみが出土している。茎部を欠損するものの、細かな鋸歯状となる調整

加工によって丁寧に器形が作り出されている。先端付近が膨らみ、側縁でいったん括れた後に深く

抉られた脚部に移行する、いわゆる「飛行機鏃」である。

Ⅳ類（第57図17）　上記に分類できなかったもの。

　下部を欠損しているため、基部の形状が判断できず、上記に分類することができなかった。

削器（第57図18・19）

　 ２ 点が出土し、すべて図示した。18は黒曜石を石材とし、横長剥片の打瘤部分を刃部として用い

ている。腹背面とも側縁から下端にかけて剥離調整が見られるが、背面右側縁から打瘤の膨らみを

減らすように、やや急傾斜な剥離が加えられている。19はF.ホルンフェルスを石材とし、左側縁

には階段状の剥離とも節理とも判断がつかない平坦な部分が残される。この平坦面を打面として、

器厚を減じるように剥離が加えられている。

ＲＦ（第57図20〜22）

　 ３ 点が出土し、すべて図示した。20は黒曜石を石材とした薄い剥片を素材としている。下部を欠

損しているため、全体の形状や長さは不明であるが、欠損部分からも剥離が加えられ、背面のほぼ

全周、および腹面上部に剥離調整が認められる。21は粘板岩を石材とし、背面右側縁に細かい調整

が行われている。背面中央と上部・下部には節理面が残る。下部は切り落とされているが、上部に

は素材の打瘤と打瘤裂痕が明瞭に残されている。22は黒曜石を石材とした縦長剥片を素材とし、先

の尖った木葉形を呈する。腹面はほぼ全体に １ 次剥離面が残されており、背面上部から左側縁にか

けての細かい調整で器形が整えられているが、右側縁は切断面が残されている。

楔形石器（第57図23・24）

　 ２ 点が出土し、すべて図示した。 ２ 点ともに黒曜石を石材とした横長剥片を素材とし、上方に平

坦面を持つ。23は左側面に対向する剥離が認められる。24は下端が潰れた形状を示す。

石匙（第58図25）

　ガラス質黒色安山岩を石材とする、横形で小形のものが １ 点出土した。背面中央が膨らみ、断面

は緩やかな山形となる。つまみ部分は両面から剥離が加えられ、上端には素材の打面となった礫面

が認められる。

石錐（第58図26）

　凝灰岩を石材とする １ 点が出土している。つまみ状の頭部を持ち、錐部は細長い。つまみ部分は、
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第５８図　遺構外出土石器（ ３）
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上部を欠損するものの、二股に分かれることから、石錐全体がＹ字状を呈すると考えられる。両面

の全体に及ぶ丁寧な調整加工により、器形が整えられている。

打製石斧（第58図27〜31）

　破損品も含め 8 点が出土し、うち ５ 点を図示している。すべて砂岩を石材としており、平面形状

は撥形（27・28・30・31）と分銅形（29）を呈するものに分かれる。28と31は基部、30は刃部を欠

損しているが、現在の形状を見ると、基部に比べて刃部の幅が広くなると想定できることから、撥

形を呈すると考えられる。27〜29は円礫から得た剥片を素材とし、背面に礫面、腹面に １ 次剥離面

を多く残す。27は腹面の両側縁に浅い加工が施され、刃部の左端を欠損する。背面のほとんどを占

第５９図　遺構外出土石器（ ４）
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める礫面は、そのまま基部と刃部になっている。28は刃部が左右非対称で、右側が少し短くなって

いる。29は側縁に粗い加工を施して器形を整え、腹面右側縁にはやや急傾斜の剥離が加えられる。

打製礫斧（第58図32）

　砂岩を石材とする １ 点が出土している。扁平な円礫をそのまま素材として用い、表裏に広く礫面

を残す。刃部の剥離は幅広で比較的深く、背面の右側縁には特に細かく調整加工が施されている。

腹面はやや急傾斜な剥離を行い、右端は破損している。

磨石（第59図33〜40）

　 ９ 点が出土し、うち 8 点を図示した。すべて一般的な、楕円形もしくは円形の平面形状を呈する。

石材は安山岩を主体とするが、38は石英閃緑岩を用いている。33・34は、出土した中では大形で厚

みがあり、35〜38は扁平である。39は敲打時の衝撃により、一部破損している。

石皿（第59図41）

　安山岩を石材とする１点が出土した。扁平な円礫をそのまま使用している。

石核（第60図42〜第63図53）

第６0図　遺構外出土石器（ ５）
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　12点が出土し、すべて図示した。石材はＦ.ホルンフェルスが多く、円礫面を打面とするものが

多い。 ２ 類に分類を行い、Ⅰ類は剥離によって平坦な打面が設けられているもの、Ⅱ類は礫面を打

面とするものとした。

Ⅰ類（第60図42〜第61図46）　平坦な打面が設けられているもの。

　本類には ５ 点が含まれる。比較的小形で、剥離によって整えられた平坦な打面を有している。第

60図42は左側面で細かい剥離が行われている。43は作業面を横切るように打面が設けられ、打面に

は ２ か所のパンチ痕が認められる。背面の大半は節理面で構成されているが、左側には連続した微

細な剥離が認められ、他の器種に転用された可能性もある。44も背面の大半は節理面で、正面に対

向する剥離面が認められる。第61図46は平坦な打面を有するものの、そこから有効な素材剥片は得

られておらず、むしろ平坦な礫面部分から左側面に複数の剥離が行われている。42と43は黒曜石、

44はガラス質黒色安山岩、45と46はF.ホルンフェルスを石材とする。

Ⅱ類（第61図47〜第63図53）　礫面を打面とするもの。

　本類には ７ 点が含まれ、すべてF.ホルンフェルスを石材とする。礫の平坦な面から剥離を行う

もの（47〜49・52）と、礫の端部から剥離を行うもの（50・51・53）に分けられる。第61図48は礫

斧に似た形状を呈する。第62図49は扁平な円礫を横長に、50・51は縦長に用いて、幅広の剥片を剥

離している。第63図52は下端から右側面にかけて広い節理面を有するが、節理面が剥離を切ってい

る部分はない。53は表裏に大きく剥離が及んでいる。
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第６１図　遺構外出土石器（ ６）
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第６２図　遺構外出土石器（ 7）
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5 cm0
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第６３図　遺構外出土石器（ ８）
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第 ５ 節　旧石器時代の遺構と遺物
　旧石器時代に属する遺構と遺物は、尾根Ｂと尾根Ｄに分布していた。これらの礫・配石・石器は、

出土層位・水平分布・垂直分布を検討し、休場層、第Ⅱ黒色帯、第Ⅲスコリア帯黒色帯 １ を生活面

とする文化層として認識した。

（ １）休場層の遺構と遺物の分布状況（第６４・６６図）

　休場層の礫群・配石・石器は、西久保川に面した尾根Ｄと西川に隣接する尾根Ｂに分布しており、

礫群 ３ 基３0点、配石 8 基 8 点、単独礫６３点からなる総計１0１点の礫と ６ か所のブロックが検出された。

石器と礫は尾根Ｄでブロックや礫群を形成していたが、尾根Ｂでは拡散的な分布を示していた。

①遺構

ａ．礫群

　礫群は尾根Ｄに位置し、西側の谷Ｃを臨む緩斜面に分布する。これらの礫群はブロックに重複し

ており、３0点の構成礫が拡散的に分布していた。 ３ 基の総重量は９,９６１g、 １ 個の平均重量は３３２gで

ある。礫の状態は、完形礫が１0点（３３％）であるのに比べ、破損礫が２0点（６７％）と多い。

第 １号礫群（第6５図）

　尾根Ｄの２７−１グリッドに位置する。構成礫は１１点で、長軸約２.３ｍ、短軸約１.９ｍの範囲に分布す

る礫群である。垂直分布は標高１６１.２５〜１６１.４７ｍにかけて約２２㎝の分布幅を形成しており、大部分

の礫は標高１６１.３５ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は４,９７５g、平均重量は４５２.３gである。構

成礫は、完形赤変礫 ３ 点、完形非赤変礫 ３ 点、割面非赤変破損礫 ４ 点、礫面非赤変破損礫 １ 点であ

る。礫群内の接合関係は １ 例認められた。

第 ２号礫群（第6５図）

　尾根Ｄの２７−0グリッドに位置する。構成礫は ６ 点で、長軸約0.６ｍ、短軸約0.４ｍの範囲に分布す

る礫群である。垂直分布は標高１６１.２６〜１６１.２8ｍにかけて約 ２ ㎝の分布幅を形成しており、大部分

の礫は標高１６１.２７ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は２,0５３g、平均重量は３４２.２gである。構

成礫は、完形赤変礫 ２ 点、割面赤変破損礫 １ 点、割面非赤変破損礫 ３ 点である。第 ３ 号礫群との接

合関係が １ 例認められた。

第 3号礫群（第6５図）

　尾根Ｄの２７−0グリッドに位置する。構成礫は１３点で、長軸約１.６ｍ、短軸約１.２ｍの範囲に分布す

る礫群である。垂直分布は標高１６１.２４〜１６１.４４ｍにかけて約２0㎝の分布幅を形成しており、大部分

の礫は標高１６１.３７ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は２,９３２g、平均重量は２２５.５gである。構

成礫は、完形赤変礫 １ 点、完形非赤変礫 １ 点、割面赤変破損礫 ５ 点、割面非赤変破損礫 ２ 点、礫面

非赤変破損礫 ４ 点である。接合関係は、礫群内で １ 例と、第 ２ 号礫群と接合した １ 例の計 ２ 例が認

められた。

ｂ．配石

　休場層では 8 基 8 個からなる配石が検出された。これらは出土礫の中で９00g以上のものを配石

として分類したものである（竹内�１９９４）。配石は尾根Ｄに第 １ 〜 ６ 号配石、尾根Ｂに第 ７ ・ 8 号配

石が分布する。出土層位は休場層中位が ４ 基、休場層上位が ２ 基、休場層が ２ 基である。
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　配石 8 基の総重量は１５,７７７g、 １ 基の平均重量は１,９７２gである。配石の状態は完形赤変礫 ３ 点、完

形非赤変礫 ３ 点、割面赤変破損礫 １ 点、割面非赤変破損礫 １ 点であり、完形礫が７５％を占める。赤

変礫は４8％、非赤変礫は５２％である。石材はすべて安山岩であった。

ｃ．ブロック

　休場層検出の遺物は、 ６ か所のブロックから検出された３６点と単独出土の１２７点、合計１６３点の石

器群によって構成されている。ブロックは尾根Ｄに位置し、西側の谷Ｃを臨む緩斜面に分布する。

一方、尾根Ｂでは石器が散在しており、ブロックの認定が困難であった。

第 １号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２７〜２8−３グリッドで確認したブロックである。南側には１8ｍの距離を隔てて第 ５ 号ブ

ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約１.8ｍ、短軸約１.１ｍである。石器類は、標高

１６２.３５〜１６２.４8ｍにかけて約１３㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、剥片・砕片 ４ 点

の合計 ４ 点である。

第 ２号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２７−１グリッドで確認したブロックである。南側には１.４ｍの距離を隔てて第 ３ 号ブロッ

第６５図　第 １〜 ３号礫群実測図
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第６7図　第 １〜 ６号ブロック実測図
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クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約１.３ｍ、短軸約0.７ｍである。石器類は、標高１６１.３５

〜１６１.４8ｍにかけて約１３㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、石核 １ 点、剥片・砕片

７ 点の合計 8 点である。

第 3号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２７−0グリッドで確認したブロックである。東側には１.５ｍの距離を隔てて第 ４ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約２.２ｍ、短軸約0.９ｍである。石器類は、標高１６１.３8

〜１６１.６９ｍにかけて約３１㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、石核 ２ 点、剥片・砕片

１１点の合計１３点である。

第 ４号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２8−0グリッドで確認したブロックである。北東側には４.５ｍの距離を隔てて第 ５ 号ブ

ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約0.７ｍ、短軸約0.３ｍ。石器類は、標高１６１.７0

〜１６１.80ｍにかけて約１0㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は剥片・砕片 ３ 点である。

第 ５号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２8−１グリッドで確認したブロックである。南側には５.２ｍの距離を隔てて第 ６ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約0.３ｍ、短軸約0.２ｍである。石器類は、標高１６１.６２

〜１６１.8３ｍにかけて約２１㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、楔形石器 １ 点、剥片・

砕片 ３ 点の合計 ４ 点である。

第 6号ブロック（第67図）

　尾根Ｄの２8−0グリッドで確認したブロックである。西側には３.２ｍの距離を隔てて第 ４ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約１.２ｍ、短軸約0.8ｍである。石器類は、標高１６１.６５

〜１６１.９７ｍにかけて約３２㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器 １ 点、剥片・

砕片 ３ 点の合計 ４ 点である。

②遺物

　休場層出土の遺物は、尾根Ｄのブロックから検出された３６点と尾根Ｂを含む単独出土の１２７点の

合計１６３点の石器群によって構成されている。石器群の内訳は、ナイフ形石器１２点、尖頭器 １ 点、

楔形石器 １ 点、敲石 １ 点、石核 ７ 点、剥片・砕片１４１点であった。本文化層を構成する石器群の中

で多く確認されたのはナイフ形石器であり、使用痕のある剥片と剥片・砕片を除く他の器種は１0点

未満しか検出されていない。

ナイフ形石器（第68図 １ 〜第6９図１２）

　ナイフ形石器は二側縁加工のものをⅠ類、一側縁加工のものをⅡ類に大別した。

Ⅰ類ａ（第68図 １ ・ ２ ）　二側縁加工のもののなかで、最大長が ５ ㎝以上（欠損品は復元値）の比

較的大形のもの。

　第６8図 ２ は調査前に先端部を欠損している。 １ は６.0㎝、 ２ は６.１㎝以上の大きさを示しており、

ナイフ形石器のなかでも大形である。これらは、刃部を除く両側縁にブランティングによる調整を

加え、刃部と接する部分に鋭い先端を作出したものである。ブランティングは主要剥離面側から加

えられ、鋭い先端部を形成している。素材を構成している剥離痕は、剥離面、主要剥離面ともに同
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第６８図　休場層出土石器（ １）
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じ方向からの剥離痕によって構成されるもの（ １ ）と、１80度剥離方向が違う剥離痕が形成される

もの（ ２ ）がある。このような素材剥片のあり方から、素材となった石刃の生産技術の中には、

１80度の打面転移を行う工程と、剥離方向を一定させている工程が存在するものと思われる。

　素材剥片の利用方法は、素材打面側にナイフ形石器の先端部が作成されるもの（ １ ）がある。

Ⅰ類ｂ（第68図 3 ・ ４ ）　二側縁加工のもののなかで、最大長が ３ ㎝以上 ５ ㎝以下のもの。

　 ２ 点が確認された。第６8図 ３ は３.５㎝、４ は３.４㎝である。これらは刃部を除く両側縁にブランティ

ングによる調整を加え、刃部と接する部分に先端を作出したものである。ブランティングは主要剥

離面側から行われているものが多い。ブランティング加工以外に施されている調整には、基部の主

要剥離面に加えられた面的な剥離がある（ ４ ）。素材を構成している剥離痕は、剥離面、主要剥離

面ともに同じ方向からの剥離痕によって構成されるもの（ ３ ）と、１80度剥離方向が違う剥離痕が

形成されるもの（ ４ ）があった。

Ⅰ類ｃ（第68図５〜８）　二側縁加工のもののなかで、最大長が ３ ㎝未満のもの。

　最も大きいものは第６8図 ５ の２.９㎝、最小は ７ の２.３㎝である。これらは刃部を除く両側縁にブラ

ンティングによる調整を加え、刃部と接する部分に先端を作出したものである。ブランティングは

主要剥離面側から行われたものが多い。 ５ は剥離面、主要剥離面ともに同じ方向の剥離痕によって

素材の剥離面が構成されている。このような剥片素材のあり方から、本類の二側縁加工のナイフ形

石器は石刃を素材とし、この石刃は単設打面をもつ石核から剥離された可能性が高いことがわかる。

これ以外の ６ ・ ７ には、主要剥離面とは９0度剥離方向が違う剥離面が形成されており、この素材剥

片には９0度の打面転移が行われている。 8 は横長剥片を素材とし、打面部と端部に主要剥離面側か

らのブランティングによる調整を加えている。

Ⅱ類（第68図 ９ 〜第6９図１１）　一側縁加工のもの。

　素材剥片を斜めに横断するような調整を加えたものや、一側縁の半分ほどに調整を施したものな

ど、調整の仕方や頻度によって分類した。

　第６8図 ９ 〜第６９図１１は、素材に対して斜めに調整を施し、先端部を作出している。調整は先端部

のみに加えられている。 ９ は素材に石刃を用い、５.９㎝の大きさを示す。素材剥片の剥離面には主

要剥離面と１80度剥離方向が異なる剥離痕が存在することから、石刃は相対する二方向の工程によ

り作出されている。１0は素材に縦長剥片を用い、３.９㎝の大きさを示す。剥離面には９0度剥離方向

が異なる剥離面が形成されており、この素材剥片には９0度の打面転移が行われていたことが推定さ

れる。ブランティングは剥離面側から施される。１１は素材に縦長剥片を用い、２.５㎝の大きさを示す。

素材剥片は剥離面と主要剥離面ともに同じ方向の剥離痕によって構成されたもので、単設打面をも

つ石核から剥離された可能性が高いものである。

ナイフ形石器の折損品（第6９図１２）

　第６９図１２は基部片で、器体の中央から折損している。ブランティング加工は主要剥離面側から行

われており、剥片と接合する接合資料である。素材は縦長剥片で主要剥離面と剥離面ともに同一方

向の剥離痕が認められることから、単設打面をもつ石核から剥離された可能性が高い。

尖頭器（第6９図１3）
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　縦長剥片を素材とした周辺加工の尖頭器で、調整にブランティング加工が用いられるもの。第６９

図１３は縦長剥片を縦位に用い、主要剥離面側から周辺部に加工した尖頭器である。調整はブランティ

ング加工を施す。ナイフ形石器の調整状態と大差なく、左側縁のように急傾斜な状態に調整される

部分もある。先端部は鋭く整形され、左右はほぼ対称な形に整形される。基端に打面を残す。素材

となる縦長剥片の剥離痕は剥離面と主要剥離面が同一方向となっており、限定された方向が保持さ

れた剥離によって作出されたものと推定される。

楔形石器（第6９図１４）

　第６９図１４は厚手の剥片を素材とし、器体に対して両極で剥片剥離が生じているものである。打面

部は線状に潰れ、縁辺に小さな剥離が重複して存在し、階段状剥離となっている。

敲石（第6９図１５）

　第６９図１５は扁平な円礫を素材とする敲石で、上端部と下端部に打痕が認められる。

石核（第70図１6〜第7１図２２）

　Ⅰ類は両設打面石核、Ⅱ類は単設打面石核、Ⅲ類はサイコロ状を呈する石核に大別した。

Ⅰ類（第70図１6）　両設打面のもの。

　剥片の剥離方向が１80度異なるもので、石核の打面が１80度転移する。第７0図１６は正左右裏の ４ 面

を剥離作業面としたもので、上下方向からの打面から剥離された対向する剥離痕で占められている。

Ⅱ類（第70図１7・１8）　単設打面のもの。

　剥片の剥離方向が一方向に限定される。第７0図１７は正左右の ３ 面を剥離作業面としたものである。

上方向からの打面から剥離された剥離痕で占められている。１8も正左右の ３ 面を剥離作業面とした

第６９図　休場層出土石器（ ２）
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ものである。やはり、上方向からの打面から剥離された剥離痕で占められている。

Ⅲ類（第7１図１９〜２２）　サイコロ状を呈するもの。

　剥片剥離作業が二方向以上に観察される。第７１図１９〜２２は ３ 〜 ４ 面の剥離作業面をもち、二方向

以上に剥離作業が観察される。

【接合資料】（第7２図２３〜第7３図２7）

　接合資料は ５ 点を確認した。第７２図２３は打面を共有する剥片の接合である。円礫を素材とする石

核から同一方向に剥片剥離作業を行っている。２４も打面を共有する剥片の接合である。剥片には円

礫面が残る。第７３図２５はナイフ形石器と剥片の接合である。円礫面を残す石核から打面調整を施し、

剥片剥離作業を行っている。２６は円礫面が残る剥片が節理面で接合している。２７は石核と剥片の接

合である。剥片には円礫面が残る。

③まとめ

　本文化層は、ナイフ形石器を主体とする文化層で、これにわずかな量の尖頭器、楔形石器、敲石、

石核などの各器種が伴うナイフ形石器石器群である。その組成中に尖頭器が含まれることから、ナ

イフ形石器を主体とする石器群の中でも後出のものと思われる。ナイフ形石器は二側縁加工と一側

縁加工の諸形態が認められたものの、量的にやや乏しい傾向にあった。

　石材組成は、第一石材がＦ.ホルンフェルス１１２点（７１％）、２,１７４.３g（8７％）であり、出土点数・

重量ともに比率が高い。この他、第二石材が珪質頁岩１６点（１0％）、１９0.0g（ 8 ％）、第三石材がガ

ラス質黒色安山岩 ９ 点（ ６ ％）、１１１.４g（ ４ ％）、第四石材が黒曜石２0点（１３％）、２６.４g（ １ ％）で

ある。

　石器石材は、ナイフ形石器12点の内、黒曜石が ７ 点と多く、ガラス質黒色安山岩 ２ 点、Ｆ.ホル

ンフェルス ２ 点となっている。一方、石核石材はＦ.ホルンフェルス ６ 点、ガラス質黒色安山岩 １

点とＦ.ホルンフェルスの占める割合が高く、剥片もＦ.ホルンフェルス９６点（１,１５５.0g）、珪質頁岩

１６点（１９0.0g）、ガラス質黒色安山岩 ４ 点（１７.６g）とＦ.ホルンフェルスが多い傾向にある。これら

のことから、Ｆ.ホルンフェルスの石核と剥片は遺跡に残される傾向が高い石材といえる。一方、

黒曜石は石核と剥片が遺跡内に残らない傾向が高い石材と推定される。

　剥片剥離技術は、接合資料の観察から石刃や縦長剥片を目的としていたと思われる。そして、石

器類の多くが石刃や縦長剥片を素材としていることから、石刃技法を技術基盤としてこれらの剥片

類を生産していると考えられる。石刃・剥片の観察では、剥片剥離方向を一定方向にしたもの、対

向する二方向から剥片剥離を行う１80度の打面転移技術をもつもの、９0度の打面転移を行うもの、

礫素材の石核に粗い打面形成と剥片剥離を行うものが認められた。

（ ２）第Ⅱ黒色帯の遺構と遺物の分布状況（第7４・7６図）

　第Ⅱ黒色帯の遺構と遺物は、西久保川に面した尾根Ｄに礫・配石・石器が分布しており、礫群 １

基 ４ 点、配石１５基１５点、単独礫１２点からなる総計３１点の礫と ３ か所のブロックが検出された。礫群

と配石は尾根Ｄ南側に散在しており、休場層とは異なる分布を示していた。

①遺構

ａ．礫群
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第70図　休場層出土石器（ ３）
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第7１図　休場層出土石器（ ４）
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　礫群 １ 基 ４ 点、単独礫１２点からなる総計１６点の礫が検出され、礫群は拡散的な分布を示している。

第 １号礫群（第7５図）

　尾根Ｄの２９−１〜２グリッドに位置する。構成礫は ４ 点で、長軸約３.0ｍ、短軸約１.0ｍの範囲に分

布する礫群である。垂直分布は標高１６１.５５〜１６１.７４ｍにかけて約１９㎝の分布幅を形成しており、大

部分の礫は標高１６１.６３ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は１,１２６g、平均重量は２8１.５gである。

構成礫は、完形赤変礫 １ 点、完形非赤変礫 １ 点、割面非赤変破損礫 １ 点、礫面非赤変破損礫 １ 点で

ある。接合関係は無かった。

ｂ．配石

　第Ⅱ黒色帯では１５基１５個からなる配石が検出された。配石は尾根Ｄに第 １ 〜１５号配石が分布する。

出土層位は第Ⅱ黒色帯上層が１４基と多く、第Ⅰ黒色帯が １ 基である。

　配石１５基の総重量は３５,３8４g、 １ 基の平均重量は２,３５９gである。構成礫は完形赤変礫 ４ 点、完形非

赤変礫 ２ 点、割面非赤変破損礫 ２ 点、礫面非赤変破損礫 ７ 点であり、破損礫が６0％を占める。赤変

第7３図　休場層出土石器（ ６）
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礫は２７％、非赤変礫は７３％である。石材はすべて安山岩であった。

ｃ．ブロック	

第 １ 号ブロック（第77図）

　尾根Ｄの２７−２グリッドで確認したブロックである。東側には ９ mの距離を隔てて第 ２ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約１.２ｍ、短軸約0.３ｍ。石器類は、標高１６１.１１〜

第7４図　第Ⅱ黒色帯礫群・配石分布図

第7５図　第 １号礫群実測図
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１６１.２３ｍにかけて約１２㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、剥片・砕片 ４ 点である。

第 ２号ブロック（第77図）

　尾根Ｄの２8−１〜２グリッドで確認したブロックである。南東側には ３ ｍの距離を隔てて第 ３ 号ブ

ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約２.３ｍ、短軸約１.５ｍである。石器類は、標高

１６１.0９〜１６１.３0ｍにかけて約２１㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、使用痕剥片 １ 点、

剥片・砕片 ４ 点の合計 ５ 点である。

第 3号ブロック（第77図）

　尾根Ｄの２8−１グリッドで確認したブロックである。北西側には ３ ｍの距離を隔てて第 ２ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約１.２ｍ、短軸約0.７ｍ。石器類は、標高１６0.９９〜

１６１.１７ｍにかけて約１8㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、剥片・砕片 ６ 点である。

②遺物

　第Ⅱ黒色帯出土の遺物は、 ３ か所のブロックから検出された１５点と単独出土の１５点の、合計３0点

の石器群によって構成されている。出土量は少量で、ナイフ形石器 １ 点、掻器 １ 点、石核 １ 点、Ｒ

Ｆ １ 点、剥片・砕片２６点が出土しているにすぎない。

ナイフ形石器（第78図 １ ）

　二側縁加工のナイフ形石器である。第７8図 １ は全長１.8５㎝で、刃部を除く両側縁にブランティン

グによる調整を加え、刃部と接する部分に鋭い先端を作出したものである。ブランティングは主要

剥離面側から行われる。主要剥離面とは９0度剥離方向が違う剥離面が形成されており、この素材剥

片には９0度の打面転移が行われていることがわかる。このような剥片素材のあり方から、この二側

縁加工のナイフ形石器は不定形剥片を素材とし、剥片は９0度の打面転移を行う石核から作出された

可能性が高い。刃部には使用痕と思われる微細な剥離痕が観察される。

掻器（第78図 ２ ）

　第７8図 ２ は縦長剥片を素材として、打面側に刃部が形成されている。刃部の調整はすべて主要剥

離面側から行われる。

ＲＦ（第78図 3 ）

　第７8図 ３ は厚手の石刃を素材として、左側縁に主要剥離面側から二次加工を施した剥片である。

石核（第78図 ４ ）

　第７8図 ４ は厚手の剥片を素材とする石核で、剥離作業面は正面となる。剥片の剥離方向が１80度

異なるもので、石核の打面が１80度転移する。

③まとめ

　第Ⅱ黒色帯の文化層は、 ３ か所のブロックから検出された１５点と単独出土の１５点の、合計３0点の

石器群で構成される文化層である。石器組成は断片的ではあるが、小形のナイフ形石器と大形石刃

を組成する文化層で、石核と使用痕剥片が伴うナイフ形石器石器群である。ナイフ形石器はごく小

形で、二側縁加工が認められた。

　石材組成は、第一石材がＦ.ホルンフェルス１４点（４７％）、１６４.７g（４５％）、第二石材がガラス質

黒色安山岩 ６ 点（２0％）、１６0.0g（４３％）、第三石材が黒曜石１0点（３３％）、４４.0g（１２％）である。
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第7６図　第Ⅱ黒色帯石器分布図

第77図　第 １〜 ３号ブロック実測図
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　石器石材は、ナイフ形石器が黒曜石 １ 点、ＲＦがガラス質黒色安山岩 １ 点となっている。

　剥片剥離技術は、Ｆ.ホルンフェルス製の石刃や縦長剥片素材の掻器から石刃技法の存在がうか

がえる。そして、石刃・剥片の観察では、剥片剥離方向を一定方向にしたもの、対向する二方向か

ら剥片剥離を行う１80度の打面転移技術をもつもの、９0度の打面転移を行うものが認められた。

（ ３）第Ⅲスコリア帯黒色帯 １の遺構と遺物の分布状況（第7９・８１図）

第7８図　第Ⅱ黒色帯出土石器
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　第Ⅲスコリア帯黒色帯 １ の遺構と遺物は、西久保川に面した尾根Ｄに礫・配石・石器が分布して

おり、礫群 １ 基 ４ 点、配石 ５ 基 ５ 点からなる総計 ９ 点の礫と、単独出土の ２ 点の石器群が検出され

た。礫群と配石は ２ か所に集中していた。

①遺構

ａ．礫群

　礫群 １ 基が尾根Ｄ中央付近に位置し、東側の西久保川を臨む緩斜面に分布する。礫群は拡散的な

分布を示しており、構成礫は赤変していない破損礫であった。

第 １号礫群（第80図）

第８0図　第 １号礫群実測図

第7９図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 １礫群・配石分布図
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　尾根Ｄの２９−２グリッドに位置する。構成礫は ４ 点で、長軸約１.8ｍ、短軸約0.8ｍの範囲に分布す

る礫群である。垂直分布は標高１６0.0７〜１６0.１8ｍにかけて約１１㎝の分布幅を形成しており、大部分

の礫は標高１６１.１２ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は２,１３７g、平均重量は５３４.３gである。構

成礫は、礫面非赤変破損礫 ４ 点（２,１３７g）である。石材は安山岩 ２ 点（９７４g）、デイサイト ２ 点（１,１６３g）

である。

ｂ．配石

　 ５ 基 ５ 個からなる配石が検出された。配石は尾根Ｄに第 １ 〜 ５ 号配石が分布する。出土層位はす

べて第Ⅲスコリア帯黒色帯 １ である。

　配石 ５ 基の総重量は１8,７６５g、 １ 基の平均重量は３,７５３gである。完形赤変礫 ２ 点、完形非赤変礫 ２

点、礫面非赤変破損礫 １ 点であり、完形礫が80％を占める。赤変礫は４0％、非赤変礫は６0％である。

石材は安山岩 ４ 点、デイサイト １ 点であった。

②遺物

　第Ⅲスコリア帯黒色帯 １ 出土の遺物は、単独出土の ２ 点の石器群によって構成されている。石器

は剥片 ２ 点が出土しているにすぎない。

　 ２ 点の剥片は、 １ 点は黒曜石製で長さ１.8㎝、幅１.8㎝、厚さ0.４㎝、重さ１.４g、もう １ 点はＦ.ホル

ンフェルス製で長さ１.２㎝、幅１.１㎝、厚さ0.２㎝、重さ0.３gである。

第８１図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 １石器分布図
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第Ⅳ章　Ｄ地区（No. １２地点）の調査

第 １ 節　Ｄ地区の概要
（ １）地形と環境

　Ｄ地区は、西久保川と西川に挟まれたいくつかの細長い尾根上のうち、西川が流れる谷の東側尾

根（尾根Ａ）に立地する。八兵衛洞遺跡内では最も西側に位置し、東隣のほぼ同じ標高にはＥ地区

が広がっている。調査区の立地する尾根Ａは、西側の比高差２0ｍほどの谷と、そこから派生しＥ地

区との間に貫入する支谷（谷Ａ）とに挟まれることで形成されている。Ｄ地区はその尾根先端に展

開し、西側は谷の影響を受けて少し急傾斜となっているが、大部分には北から南へ下る緩やかな馬

の背状尾根が広がる。

（ ２）層序

　調査区全体の掘り下げは第Ⅲ黒色帯上面までとし、以下はトレンチで確認を行いながら、その周

辺部を少しずつ拡張して調査を進めた。確認トレンチはグリッドに沿って東西と南北に １ 本ずつ設

定し、それぞれ南壁と西壁で土層セクションの実測を行っている。さらには、トレンチ内に ２ × ２

ｍのテストピットを ４ か所設け、中部ローム層以下の含雲母グリース状火山灰土（Gr）まで掘削

を行った。調査以前、Ｄ地区には茶畑が広がっていたことから、撹乱や削平を受けている部分があ

り、第Ⅰ黒色帯より上層は堆積状況があまり良好ではない傾向にあるものの、概ね一般的な愛鷹ロー

ム層と同様の層序となっている。以下、Ｄ地区における各土層の特徴を記載する。

　新期スコリア層は、比較的堆積状況が良く、特に調査区中央付近では４0㎝前後の層厚を保ってい

る。層中にカワゴ平パミス（KgP）を含む。

　 ３ ・ ４ 層にあたる栗色土層と富士黒土層は残存状況が悪く、堆積が認められた部分でも、両層が

混在して漸移的に変化している場合が多いため、セクションの観察では明確に分層することが困難

であった。縄文時代早期〜後期の遺物を含んでいる。

　 ５ 層の休場層は総じて愛鷹山麓の標準的な層厚よりも薄く、比較的厚い部分でも４0㎝に満たない

ことから、上位〜下位の ３ 層に分層することはできなかった。よって、遺物を取り上げる際は、す

べて休場層として一括し取り扱っている。

　 ６ 層の休場層下部黒色帯以下は、愛鷹山東南山麓の一般的な層準に従って推移しており、 ６・７・

１0〜１２・１４・１６層（BB 0〜SCⅠ・BBⅡ〜Ⅲ・SCⅢb１・SCⅢb2）を調査対象とした。ただし、 ７

層の第Ⅰスコリア層は堆積状態が非常に悪く、ブロック状に散在して層を成さない。また、南北セ

クションの第Ⅰ黒色帯と考えられる層は上半部の黒味が薄く、 ２ 層に分層できる状態であった。そ

のため、上半部の層を “BBⅠ（Ｕ）” と表記している（第8３図）。
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第８２図　遺構分布図
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第 ２ 節　古代の遺構と遺物
（ １）遺構と遺物の分布状況（第８２図）

　古代に属する遺構として、住居址 １ 基が検出された。住居址は調査区内で最も平坦で安定した、

中央付近に位置している。出土した土器から、住居址の年代は ９ 世紀中頃と考えられるが、同時期

に存在した可能性のある遺構は他に全く検出されていない。八兵衛洞遺跡全体で見ても同時期に属

する遺構は確認されていないことから、この時期の八兵衛洞遺跡一帯では、本地区の住居址 １ 基だ

けが営まれていたことになる。また、住居址のすぐ南西には、焼土が２.４ｍの範囲に渡り広がって

いた。住居は、検出状況により火災住居と認められることから、この焼土も火災に係わっている可

能性がある。��

　遺物の分布を見ると、住居址内から坏と甕が出土しているのみで、遺構外からこの時期に属する

遺物は検出されていない。

（ ２）遺構

第 １号住居址（第8４〜86図）

【調査経過】

　調査区のほぼ中央、標高１６５ｍの等高線上に位置し、北から広がる馬の背状尾根の緩斜面上に構

築されている。１0月下旬に栗色土層を掘り下げていた際、非常に目立つ黒褐色土が落ち込んでいた

ことから、容易に発見することができた。東南隅の張り出し部分には手を付けず、まずは住居址本

体のプランに十字のベルトを設定し、掘削を進めた。大形の礫などが覆土中に散在していたことか

ら、それらを含む遺物柱はそのまま残して掘り下げた。途中、南東コーナー付近でカマドの構築材

と考えられる石組みが、本来の姿に近い状態を保ったまま検出され、その北隣で完形の坏が見つかっ

た。また、床面に到達する直前の覆土中では炭化材が複数、残存することが明らかとなったため、

カマドの石組みと、炭化材を含む覆土中の遺物の出土状況を、１0月３0日の第 １ 回空中写真撮影で記

録した。

　１１月に入り、南東隅の張り出し部分の調査に着手した。張り出し部分は、カマドの石組み延長上

から南東に若干ずれているものの、カマドの煙道部に当たると考え、張り出し部先端から石組み中

央部を通るセクションと、それに交差する ２ 本のセクションを切り、内部の状況を観察した。カマ

ドの実測が終了した後は遺物を取り上げ、床面の検出を進めた。床面全体を精査した際には、中央

付近で土坑と小穴を確認している。１２月 １ 日に全体プランの実測を行い、調査を終了した。

【覆土】

　 １ 層：緑黒色土（７.５GY２/１）スコリア・パミスを含む。

　 ２ 層：黒褐色土（１0YR２/２）スコリア・パミスを含む。

　 ３ 層：暗褐色土（１0YR３/３）多量のスコリア・パミスを含む。

　 ４ 層：黒褐色土（１0YR２/３）多量のスコリア・パミスを含む。

　 ５ 層：黒褐色土（２.５Y３/２）スコリア・パミスをほとんど含まない。

　 ６ 層：暗灰黄色土（２.５Y４/２）非常によく締まっている。

　 ７ 層：灰オリーブ色土（５Y４/２）
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　 8 層：オリーブ褐色土（２.５Y４/４）やや粒子が粗く、細かい。

　 ９ 層：黒褐色土（２.５Y３/１）スコリア・パミスを含み、よく締まっている。

　１0層：暗褐色土（１0YR３/４）ローム質で休場層に近い。床面直上に堆積する埋土および崩落土で、

複数の炭化材や焼土を含む。

　１１層：褐色土（７.５YR４/４）ローム質で、１0層と同様に床面直上に堆積し、炭化材を含む。崩落

土か。

　１２層：暗灰黄色土（２.５YR４/２）焼土および炭化物層。

【形状】

　平面形プランは南北に長い隅丸長方形で、主軸を北東−南西方向へ向ける。長軸２.４５ｍ、短軸１.88

ｍと、非常に小型である。

【床・壁】

　床面は１0層直下、セクション図の最下部層と考えられ、貼床は認められなかった。焼土・炭化物

第８４図　第１号住居址実測図
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第８５図　第１号住居址カマド実測図
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を多量に含む１２層が部分的に確認できる。床面からは遺物がほとんど検出されず、直上のローム質

土層中に礫や炭化材が集中している。

　壁の立ち上がりは、床面から約５0㎝を測る。カマドの北側では東壁の掘り方に沿うようなかたち

で、完形の坏が検出された。

【柱穴・土坑】

　住居址中央のやや南寄りで、土坑と小穴がそれぞれ １ 基検出された。土坑は長径４0㎝、短径３５㎝、

深さ２0㎝程度で、焼土をわずかに含んでいる。用途は不明であるが、貯蔵穴とするには堀り込みが

浅い。小穴は１７㎝程度の幅しかなく、深さも約 8 ㎝と浅い。 ２ 基はカマドの方へ向かって一列に並

び、土坑は長軸も同様の方向へ向けている。

【カマド】（第８５図）

　カマドは東壁の南東隅寄りに構築されている。構築材としての石組みが認められ、天井石と左右

袖の芯となる袖石が、ほぼ原型を留めたかたちで検出された。周囲にはおそらく粘土質の土が貼ら

れていたものと考えられるが、流出してしまっているため詳しい状況は不明である。

　天井石は長さ４３.５㎝、幅２４㎝、厚さ１４.５㎝で、重さ２１.７㎏を測る。左右の袖石は長さ２0㎝前後の

平板状を呈し、広い面を内側に向けて縦位に設置されている。天井石に比べて袖石の方が少し幅広

であり、両袖石の中央に揃えるようにして、天井石を高架している。また、天井石は左袖側の方が

厚く加重がかかるため、左袖石はそれに見合った大きめの石を用い、天井石と接する上面は平らに

整えるなど、天井石を水平に保つ工夫が成されている。 ３ 点とも、付近の愛鷹山山体を構成し、周

辺の小河川で得ることができる比較的軟質な安山岩を使用し、面取り成形の跡が見受けられる。天

井石の上に同じ安山岩の礫 ２ 点が乗っていたが、カマドの構造と関係しているかは不明である。た

だし、右袖上の礫は丁寧な面取り成形の跡が認められ、直方体に近い形をしていることから、支脚

であったかもしれない。

　カマド全体の構造を見ると、カマドの掘り方は地山を堀り込んで、南東方向へ伸びていた。石組

みから張り出し部先端を切ったセクションを観察すると、天井石のやや前方から下部、その奥の壁

を少し掘り込んだ部分まで焼土が堆積しており、焚口から燃焼部に当たると考えられる。張り出し

部分の先端付近には多量の焼土が堆積し、ローム質土を上下で挟み込んでいる。ローム質土は、燃

焼部から細く伸び、焼土の間を抜けるように堆積していることから、この部分が煙道であった可能

性が高い。よって、南東隅の張り出し部分は、その主軸が石組みの延長上からややずれるものの、

煙道部に当たると考えられる。

　現状から想定されるカマドの規模としては、左右袖石の位置を参考にすると袖幅約６0㎝、燃焼部

は幅３0㎝、燃焼部と煙道端部の比高差は４５㎝程度で、煙道部は壁面から外側へ１00㎝ほど伸びている。

カマドの形態としては、天井石が壁面に接するように設置され、燃焼部が壁面よりほぼ内側に位置

し、袖が竪穴内部に構築されるとともに、煙道部は南東方向へ大きく曲がりながら、壁面より外へ

伸びている。

〈カマド覆土〉

　 １ 層：極暗褐色土（７.５YR２/３）オリーブ褐色土がブロック状に混在する。
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第８６図　第１号住居址遺物分布図

1
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　 ２ 層：極暗褐色土（７.５YR２/３）

　 ３ 層：黒色土（１0YR２/１）黒色土とオリーブ褐色土がブロック状に混在する。

　 ４ 層：暗褐色土（７.５YR３/３）スコリア・パミスを多量に含む。やや粒子が粗い。

　 ５ 層：にぶい赤褐色土（５YR４/４）焼土を最も多量に含む。

　 ６ 層：オリーブ褐色土（２.５Y４/４）栗色土層に類似する。

　 ７ 層：褐色土（１0YR４/６）休場層に類似する。

　 8 層：暗褐色土（１0YR３/３）微細な炭化物を多量に含む。

　 ９ 層：赤褐色土（５YR４/６）径１0〜２５㎜の炭化物をわずかに含む、焼土層。

　１0層：暗褐色土（１0YR３/３）微細な炭化物と焼土粒を含む。焚口部および火床に当たる。

　１１層：暗褐色土（１0YR３/３）微細な炭化物を含む。

【火災の痕跡】

　本住居址は、覆土中に多くの炭化材や炭化物、焼土ブロックが確認されたことから、火災住居と

考えられる。炭化材の分布を見ると、中央付近では全く材が残らず、北から東壁際を中心に散在し

ている。床面からの出土はほとんどなく、壁に近いものほど床面から離れた位置で検出される傾向

がある。板状または角柱状を呈するものは、壁の構築材や柱材の可能性が想定される。

　炭化材のうち、住居建築材と思われる３６点については、自然科学分析を行っている。その結果、

材の中心は針葉樹で、特にヒノキ属が多く検出された。他には、コナラ・クリ・シキミ・ヒイラギ・

イボタノキ属といった広葉樹材も検出されている。そのうちコナラは、カマド前に集中しており、

その分布がカマド内部にまで及んでいることから、火災住居ではなくカマドの使用に関係する炭化

材であるかもしれない。

　また、炭化材が検出されたローム質土層中では、 ７ か所に渡って焼土が分布していた。これらの

焼土は、住居址のほぼ長軸上に点在しており、火災に伴うものと考えられる。

【出土遺物】（第８６図 １ ・ ２ ）

　平安時代、 ９ 世紀中頃の土器が出土している。

　 １ は甕で、住居址南側の床面付近から出土し、口縁部から胴部上半が残存する。口縁部内外面に

ヨコナデが施されている。 ２ はカマド北側の東壁際で発見された右ロクロ成形の坏で、完形である。

底部に糸切り痕が残る。体部下位にヘラの痕が二本見られるが、ロクロの痕と平行ではないため、

ヘラミガキとは考えにくい。

第 ８表　第１号住居址出土土器観察表
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第８7図　縄文時代土器分布図
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第８８図　縄文時代石器分布図
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第 3 節　縄文時代の遺構と遺物
（ １）遺構と遺物の分布状況（第８２・８7・８８図）

　縄文時代に属する遺構としては、土坑 １ 基が検出されたのみであった。土坑は、調査区中央に北

から南へ向かって広がる馬の背状尾根の東側緩斜面上に位置しており、尾根の中心付近では特に遺

構が検出されることはなかった。

（ ２）遺構

第 １号土坑（第8９図）

　調査区北東隅の、馬の背状尾根東側緩斜

面上に位置する。検出層位は休場層下部黒

色帯で、平面形は円形に近い。長径１３0㎝、

短径１２４㎝、深さ４0㎝を測る。底面は平坦

に整えられており、小穴１５基が確認された。

小穴は幅・深さとも１0㎝前後で、底面から

側面にかけて散在している。休場層以上の

堆積状態が悪いうえ、遺構の覆土が休場層

を中心としていたことから発見が遅れ、立

ち上がりは非常に浅いものとなってしまっ

た。しかし、その形状から、陥穴の機能を

持っていた可能性が考えられる。

【覆土】

　 １ 層：オリーブ色土（５Y５/４）径１0〜５0㎜の褐色スコリアを含む。休場層中位に相当すると思わ

れる。

　 ２ 層：暗オリーブ色土（５Y４/４）径１0〜５0㎜の褐色スコリアを含む。ローム質で、多少黒味が強い。

　 ３ 層：オリーブ褐色土（２.５Y４/６）崩落土。休場層と休場層下部黒色帯が混在する。

　 ４ 層：暗灰黄色土（２.５Y４/２）崩落土。ローム質で、第Ⅰスコリア層と第Ⅰ黒色帯がブロック状

に混入する。

（ ３）遺構外出土土器

　出土土器のなかで中心となるのは、早期末葉土器の入海式土器であり、これに加え、前期後葉の諸

磯ｂ式土器・同ｃ式土器・北白川下層Ⅱｂ式土器、中期前葉の新道式土器などが出土している。No. ９

〜１１地点とは内容が異なるため、別の分類基準を設定して記述した。以下に群別の概要を記す。

　第Ⅰ群土器：早期末葉〜前期初頭土器（入海Ⅰ、Ⅱ式土器・石山式土器・木島式土器）

　第Ⅱ群土器：前期後葉土器（諸磯ｂ式土器・諸磯ｃ式土器・北白川下層Ⅱｂ式土器）

　第Ⅲ群土器：中期前葉土器（新道式土器）

　第Ⅳ群土器：中期末〜後期初頭土器

第Ⅰ群土器（第９0図 １ 〜第９１図１２）

　縄文時代早期末葉〜前期初頭の土器を第Ⅰ群とした。早期末葉における東海系土器である入海式

第８９図　第１号土坑実測図
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土器をａ類とし、土器の特徴から ３ 種に分類した。さらに、入海式に後続する型式である石山式土

器に比定されるものをｂ類、型式等が不明なものをｃ類、前期初頭の東海系土器である木島式土器

に比定されるものをｄ類とした。

第Ⅰ群ａ類 １（第９0図 １ ・ ２ ・ ５ ・ 6 ・ 8 ）

　入海Ⅰ式土器に比定されるものを本類とした。口縁部文様帯に、断面がかまぼこ状の隆帯を横位

方向のみに数条貼付し、その上に連続した押圧を加えている。第９0図 １ は口縁部の破片であり、口

端部に押圧を加え、口縁部文様帯には幅 ７ ㎜程度の隆帯が横位方向に ４ 条貼付されており、隆帯上

には連続した押圧が加えられている。 ２ は口縁部文様帯の一部と胴部の破片であり、 １ と同様の隆

帯が貼付されるが、胴部は無文である。 ５ ・ ６ ・ 8 は胴部の破片であり無文である。すべての土器

片の内面には貝殻条痕の痕跡が全体的に残るものの、あまり明瞭ではない。

　いずれも器厚は ７ ㎜程度で、にぶい黄橙色の色調を示し、胎土には繊維や白色・灰色の砂粒を含

む。焼成は良好で、比較的硬質である。

第Ⅰ群ａ類 ２（第９0図 3 ・ ４ ・ 7 ・ ９ ）

　入海Ⅱ式土器に比定されるものを本類とした。平坦化した隆帯を横位方向と斜位方向に組み合わ

せて貼付し、その上に連続した刻みを加えている。第９0図 ３ ・ ４ は波状口縁部の一部であり、横位

の隆帯の下に斜位の隆帯が貼付されている。 ７ ・ ９ は胴部の破片である。

　内面には一部で貝殻条痕の痕跡が残る。器厚は ６ 〜 8 ㎜程度で、にぶい褐色の色調を示している。

胎土には多量の繊維や白色・橙色の砂粒、微細な粒子を含んでおり、比較的硬質である。

第Ⅰ群ａ類 3（第９１図 １ ・ ２ ）

　入海式が在地化したと思われるものを本類とした。第９１図 １ は器面に横位の隆帯を貼付し、隆帯

上には棒状工具によって連続した押圧が加えられている。文様構成は第 １ ・ ２ 種と類似しているも

のの、褐色の色調を呈し、胎土には若干の繊維と微細な粒子を含んだ軟質の土器である。 ２ は隆帯

が貼付されていないものの胎土の特徴が １ と類似している。

第Ⅰ群ｂ類（第９１図 3 ）

　入海Ⅱ式に後続する型式である石山式土器を本類とした。 １ 点のみ出土している。出土した石山

式は、幅 ５ ㎜ほどの刺突が口縁に沿って連続して施文されている。にぶい褐色の色調を示しており、

胎土には繊維を含む。器厚は ７ ㎜程度である。

第Ⅰ群ｃ類（第９１図 ４ 〜 ９ ）

　早期末葉に属すると思われるものの、型式等が不明であるものを本類に一括した。第９１図 ４・５・

７ ・ 8 は器厚が１３〜１７㎜と比較的厚手の土器で、無文である。胎土には繊維や微細な白色粒子、や

や大粒の砂粒を含んでおり、外面は明褐色の色調を呈している。 ６ は器厚が 8 ㎜程度で、明赤褐色

の色調を呈しており、胎土には白色や橙色の粒子、わずかであるものの金色の雲母片を含んでいる。

９ は小平底（乳房状）の形状となる底部であり、器面の一部にはＬＲの縄文が施文されている。胎

土には多量の繊維が含まれており、外面は黄褐色の色調を示す。

第Ⅰ群ｄ類（第９１図１0〜１２）

　前期初頭の東海系土器である木島式土器に比定されるものを本類とした。第９１図１0〜１２はいずれ
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も器厚が ４ ㎜程度と極めて薄く、にぶい黄橙色の色調を呈しており、器面には縦位や斜位に細線が

施文されている。

第Ⅱ群土器（第９１図１3〜第９２図 ９ ）

　縄文時代前期後葉の土器を第Ⅱ群とした。諸磯ｂ式土器に比定されるものをａ類、諸磯ｃ式土器

に比定されるものをｂ類、諸磯式土器と考えられるが型式等が明確に判断できないものをｃ類、関

西系土器である北白川下層Ⅱｂ式をｄ類とした。

第Ⅱ群ａ類（第９１図１3〜２１）

　諸磯ｂ式土器に相当するものを本類とした。第９１図１３〜１７は口縁部を大きく内側に屈曲させ、器

面には ２ 本 １ 単位の沈線を曲線的に描くことで木の葉状の文様を描いているものである。沈線に挟

まれた部分には連続した刻みが施文されている。１５〜１７では文様最下部に斜め方向のやや大ぶりな

連続した刺突が施文されており、口縁部と胴部を分ける部分と推測される。にぶい褐色やにぶい黄

褐色の色調を示し、胎土には微細な白色粒子や金色の雲母を含んでいる。

　１8〜２１はＬＲの縄文を横回転に施文し、その上に浅い平行沈線を施文しているものである。にぶ

い黄褐色の色調を呈しており、胎土には微細な白色粒子や金色の雲母を含む。１３〜１７の器厚が１0㎜

以下であるのに対し、１8〜２１は１0㎜以上であり、施文される文様や胎土の特徴が異なっていること

から、これらは別個体である可能性が高い。

第Ⅱ群ｂ類（第９２図 １ ・ ２ ）

　諸磯ｃ式土器に比定されるものを本類とした。第９２図 １ は器面に半裁竹管による平行沈線を互い

違いに施文している。胎土には微細な白色や橙色の砂粒、金色の雲母を含んでおり、明黄褐色の色

調を呈している。 ２ は縦位ないし斜位に半裁竹管による沈線を描いているもので、胎土は １ と類似

しているものの、色調はにぶい黄褐色を呈している。

第Ⅱ群ｃ類（第９２図 3 〜 ９ ）

　型式等が明確に判断できないものの、土器の特徴から諸磯式土器と考えられるものを本類とした。

第９２図 ３ は口縁部の破片であり、器面にＲＬの縄文を横回転に施文し、その上から一部にＬＲの縄

文を横回転に施文することで羽状縄文のような効果が生じている。 ４ 〜 ６ は器面にＬＲやＲＬの縄

文を横回転で施文しているものである。ただし ５ は磨滅が激しい。いずれも胎土に微細な白色・灰

色・橙色の砂粒や金色の雲母を含み、にぶい褐色の色調を呈しており、同一個体である可能性があ

る。 ７ 〜 ９ は底部の破片であり、器面の文様がほとんど確認できなかったものの、 ９ の底部に木葉

痕が確認できる。いずれも胎土に微細な白色・灰色・橙色の砂粒や金色の雲母を含み、色調が明赤

褐色を示しているが、底部から胴部への立ち上がりが異なり、 ７ と 8 は同一個体の可能性があるも

のの、 ９ は別個体と考えられる。

第Ⅱ群ｄ類（第９１図２２〜２５）

　関西系土器である北白川下層Ⅱｂ式土器を本類とした。器厚が ５ 〜 ６ ㎜程度と薄く、器面には半

裁竹管が数条に渡って横位方向に押し引かれている。口端部には複数の小さい三角形の突起を作っ

ている。器面は浅黄色の色調を示しており、胎土には黒色や灰色の粒子や微細な金色の雲母、長石

を含んでいる。
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第９１図　遺構外出土土器（ ２）
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第Ⅲ群土器（第９２図１0〜１９）

　縄文時代中期前葉の新道式土器を第Ⅲ群とした。第９２図１0は胴部の破片であり、隆帯で区画が作

られている。区画内には隆帯に沿って幅広の角押文が施文され、さらにその中に三角押文が施文さ

れている。その下部には同様の方形の隆帯区画と渦巻状の文様の一部が施文されている。１１は１0に

あった渦巻状の文様の一部であり、隆帯が曲線的に貼付され、その両脇に幅広の角押文が施文され、

さらにその外側に三角押文が施文されている。また渦巻状の文様部分の右側には、横位と縦位の ３

条 １ 単位の三角押文が施文されている。色調はにぶい褐色を示しており、胎土には微細な金色の雲

母や白色・黒色の粒子を含んでいる。

　１２・１３は細い隆帯で複数の三角形区画文を作り、その中に三角押文を充填している。また区画ど

うしの接点には、捻り餅状の突起が貼付されている。これらの下部には半裁竹管による数条の平行

沈線が施文され、その下にＲＬの縄文が施文される。また平行沈線と縄文施文部分の間には、刺突

具による連続した印刻が施文されている。１４〜１７はこの一部であり、半裁竹管による平行沈線や印

刻、縄文が施文されている。これらは褐色や明褐色の色調を示しており、胎土には多量の白色砂粒

や少量の微細な金色の雲母を含んでいる。１8は文様が１２〜１７に類似するものの異なる点が見られる

もので、幅 ９ ㎜程度の横位隆帯が貼付され、その上部に横位 ２ 条の三角押文、その下には平行沈線

が施文されているものである。また外面には被熱した際に付着したと思われる黒色の部分がある。

胎土の特徴は１２〜１７と類似する。

　１９は口縁の破片であり、口縁部は途中で垂直に立ち上がるように曲がっている。文様は口端部直

下に１１㎜ほどの間隔を置いてから、横位 ４ 条の三角押文が施文され、屈曲部には横位の隆帯上に指

頭による連続した押圧が施文されている。黄褐色の色調を示し、胎土には微細な白色砂粒や金色の

雲母を含んでおり、前述の１0〜１8とは色調などで大きな違いがある。

第Ⅳ群土器（第９２図２0〜２8）

　縄文時代中期末〜後期初頭に存在する、縄文がやや間隔を空けて縦位に施文れさるものを本群と

した。ＲＬの縄文が横回転されており、第９２図２0では縦方向に指などでナデることで縄文が消さ

れ、縦位の帯縄文のような文様となっている。いずれもにぶい褐色の色調を呈しており、胎土には

灰色や黒色の砂粒を含み、気泡状の小孔が認められる。

（ ４）遺構外出土石器

石鏃（第９3図 １ 〜 ４ ）

　黒曜石を石材とした ４ 点が出土し、すべてを図示した。 １ 〜 ３ は凹基石鏃で、いずれも抉りの深

さは全身の１/３に満たない。側縁は曲線を描くものと、直線に近いものとの両方が認められ、 １ は

鋸歯状に調整されている。 ３ は背面両側縁方向へやや急傾斜な剥離が加えられており、先端から脚

部にかけての稜が非常に明瞭である。 ４ は有茎石鏃で、先端部を欠損する。側縁はやや粗い鋸歯状

となっている。

削器（第９3図 ５ ・ 6 ）

　 ２ 点が出土し、ともに図示した。 ５ は扁平な凝灰岩を素材とし、 １ 次剥離面の残る腹面以外は、

礫面がほとんど残されている。使用による階段状剥離により下端の状態は不明であるが、素材となっ
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第９２図　遺構外出土土器（ ３）
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た礫の形状を大幅に留めていると考えられる。腹面を薄く剥離し、左側縁に調整加工を加えて刃部

としている。 ６ は砂岩を石材とした、薄い剥片を素材とする。背面右側縁および、腹面右側縁に剥

離調整を行って刃部を設けており、腹面上部は急傾斜な剥離となっている。また、斜めに切り取ら

れた下端部にも、調整が施される。

ＲＦ（第９3図 7 ）

　珪質頁岩を石材とする １ 点が出土した。本来は石核の打面調整剥片であり、左側縁に細かい加工

を加えて利用している。

石匙（第９3図 8 ）

　Ｆ.ホルンフェルスを石材とする １ 点が出土した。横形で薄い剥片を素材とする。つまみ部分は

太く、両面から調整加工が施される。腹面はほぼ全体に １ 次剥離面が残されており、つまみ上部に

は素材の打面が残されている。

打製石斧（第９４図 ９ ）

　砂岩製の円礫から得た剥片を素材とする １ 点が出土している。形状はいわゆる短冊形を示し、腹

面全周と背面の側縁に施された剥離調整によって、器形が整えられる。背面中央に残る素材の礫面

は、そのまま基部と刃部になっている。

打製礫斧（第９４図１0〜１２）

　 ３ 点が出土し、すべて図示した。 ３ 点ともに円礫をそのまま素材として使用し、１0・１１は砂岩、

１２はＦ.ホルンフェルスを石材としている。１0は薄く扁平で、両面の大部分に素材の礫面を残す。

背面の端部に調整加工を施し、斜めに刃部を設けている。１１と１２は片面の下部に幅広の剥離を加え、

刃縁には使用に伴う微細な剥離と磨滅が認められる。１１の右側縁の剥離は破損に伴う可能性が高い。

石錘（第９４図１3）

　砂岩製の扁平な円礫を素材とする １ 点が出土した。長軸方向の上下端に両面から剥離が行われ、

抉入部が設けられている。短軸方向の一端にも小さい切れ込みのようなものが認められるが、中央

よりやや上の位置に存在することや、縁辺に敲打痕が見られることから、敲打した際の破損とも考

えられる。

磨石（第９４図１４〜１7）

　 ５ 点が出土し、うち ４ 点を図示した。全体的に小形で、砂岩を石材とする１５以外は、すべて安山

岩が用いられている。平面形状は、１４・１５・１７が円形、１６が楕円形状を呈する。円形の中でも１５は

比較的扁平で、１７は非常に厚みがあって球形に近い。１６は明瞭な磨面が認められる。

敲石（第９４図１8）

　安山岩を石材とする １ 点が出土した。棒状で断面は山形を呈する。下端は破損に近い敲打痕が認

められ、上端にもわずかな磨滅が認められる。

石皿（第９４図１９）

　 １ 点が出土した。安山岩を石材とする扁平な円礫をそのまま使用している。

石核（第９５図２0〜第１00図４0）

　２２点が出土し、そのうちの２１点を図示した。石材としてはＦ.ホルンフェルスが多いが、これを
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第９３図　遺構外出土石器（ １）
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第９４図　遺構外出土石器（ ２）
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用いた剥片石器は石匙（第９３図 8 ）のみである。石器の素材としての剥片ではなく、剥片じたいを

得ることが主たる目的であった可能性が高い。以下、４ 類に分類を行い、Ⅰ類は船底形の細石刃核、

Ⅱ類は単設の打面を有するもの、Ⅲ類は複数の打面を有するもの、Ⅳ類は礫面を打面とするものと

とした。

Ⅰ類（第９５図２0〜２２・第９6図２3・２４）　船底形の細石刃核。

　原礫に対して横口方向に横切るような剥離によって打面が設けられ、船底形の形状を示す「船野

型細石刃核」を本類とした。同型式の細石刃核は、愛鷹山麓では休場層上位から富士黒土層下位に

かけて包含されており、休場層上位から出土する「野岳・休場型細石刃核」よりも層位的にはわず

かに上位となる可能性がある。また本遺跡では ５ 点すべてが富士黒土層ないし栗色土層からの出土

であることから、縄文時代の遺物として扱った。なお、これに伴う細石刃は検出されていない。

　愛鷹山麓における船野型細石刃核の主要な石材は、Ｆ.ホルンフェルスであり、これに流紋岩が

加わる。本遺跡から出土した ５ 点もすべてがＦ.ホルンフェルス製であった。

　第９５図２0は打面を作出する剥離の後、石核打面から側面に向けて幅広の剥離を行うことによって、

石核の形状が整えられている。作業面には下端部に収斂するような剥離が認められる。２１には打面

を作出する剥離が円礫面から行われている。２２には細石刃を剥離した痕跡は認められないが、打面

の特徴と形状から本類に含めた。第９６図２３からも細石刃は剥離されていないが、側面に加えられた

剥離は上部の打面よりも後出である。２４の打面の一部は原石の節理面が利用されている。

Ⅱ類（第９6図２５・第９7図２8）　第Ⅰ類以外で、単設の打面をもつもの。

　本類には ２ 点が含まれる。第９６図２５は裏面上部に節理面が残り、この面を切って打面が設定され

ている。作業面に細かい縦長の剥離が残されているが、連続して行われたとは考えられないため、

縄文時代の石器として取り扱った。第９７図２8は裏面に礫面をもつ剥片素材を切断して打面とし、 １

回限定の剥片剥離を行っている。

Ⅲ類（第９6図２6・第９7図２7・２９〜3１・第９8図3２・33）　複数の打面をもつもの。

　本類には ７ 点が分類される。Ｆ.ホルンフェルス以外に、珪質頁岩（２６）、黒曜石（２７）が含まれ

る。打面転移は１80度方向ではなく９0度方向に行われていることが多く、その結果、形態は

サイコロ状となるものが多い。

　第９７図２９は裏面側に縦長の剥離が加えられているが、それ以外は幅広ないし横長の剥離面で構成

されている。３0は打面転移を繰り返しながら、打瘤部分が肥厚した剥片が剥離されている。第９７図

３１・第９8図３２・３３は下部に礫面が残る。３２の打面は風化が激しく、リングの観察ができない部分が

あった。３３は最終的に上端の打面から幅広な剥離が行われているが、側面には平坦な礫面を打面と

した剥離が認められる。

Ⅳ類（第９8図3４・第９９図3５〜37・第１00図38〜４0）　礫面を打面とするもの。

　打面となる礫面と剥離の角度が鈍角となるもの（３４〜３７）と、鋭角となるもの（３8〜４0）がある。
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第９９図　遺構外出土石器（ 7）
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第１00図　遺構外出土石器（ ８）
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第 ４ 節　旧石器時代の遺構と遺物
　旧石器時代に属する遺構と遺物は、西川に面した尾根Ａに分布していた。これらの礫群・配石・

石器は、出土層位・水平分布・垂直分布を検討し、休場層、第Ⅲ黒色帯、第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２

を生活面とする文化層として認識した。

（ １）休場層の遺構と遺物の分布状況（第１0１・１0４図）

　休場層の遺構と遺物は、尾根Ａの西川に面した緩斜面に礫・配石・石器が分布しており、礫群 ４

基46点、配石 ７ 基 ７ 点、単独礫46点からなる総計99点の礫が検出された。礫は尾根Ａの中央部と西

側の緩斜面で礫群を形成していたが、石器はブロックを形成していなかった。

①遺構

ａ．礫群

　礫群は尾根Ａに位置し、西側の西川を臨む緩斜面に分布する。これらの礫群は散在する石器類に

重複しており、46点の構成礫が拡散的に分布していた。礫群 ４ 基の総重量は7,532g、 １ 個の平均重

量は163.7gである。礫の状態は、完形礫19点（41％）に比べ、破損礫27点（59％）が多い。

第 １号礫群（第102図）

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドに位置する。構成礫は11点で、長軸約1.6ｍ、短軸約1.5ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高166.25〜166.51ｍにかけて約26㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高166.45ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は2,095g、平均重量は190.5gである。

構成礫は、完形赤変礫 １ 点、完形非赤変礫 ４ 点、礫面非赤変破損礫 ６ 点である。礫群内の接合関係

は認められない。

第 ２号礫群（第１0２図）　

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドに位置する。構成礫は ５ 点で、長軸約0.4ｍ、短軸約0.3ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高166.28〜166.36ｍにかけて約 8 ㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高166.31ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は944g、平均重量は188.8gである。構

成礫は、完形赤変礫 １ 点、完形非赤変礫 １ 点、割面非赤変破損礫 １ 点、礫面非赤変破損礫 ２ 点であ

る。礫群内の接合関係は認められない。

第 3号礫群（第１03図）

　尾根Ａの ２ − ２ グリッドに位置する。構成礫は ４ 点で、長軸約0.9ｍ、短軸約0.8ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高165.66〜165.88ｍにかけて約22㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高165.77ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は640g、平均重量は160.0gである。構

成礫は、完形赤変礫 １ 点、完形非赤変礫 １ 点、割面非赤変破損礫 １ 点、礫面非赤変破損礫 １ 点であ

る。礫群内の接合関係は認められなかった。

第 ４号礫群（第１03図）

　尾根Ａの １ − ２ グリッドに位置する。構成礫は26点で、長軸約4.2ｍ、短軸約2.0ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高164.89〜165.40ｍにかけて約51㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高165.08ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は3,853g、平均重量は148.2gである。

構成礫は、完形赤変礫 ４ 点、完形非赤変礫 ６ 点、割面非赤変破損礫 １ 点、礫面非赤変破損礫14点で
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第１0２図　第 １号・第 ２号礫群実測図

第１0１図　休場層礫群・配石分布図
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ある。礫群内の接合関係は １ 例認められた。

ｂ．配石

　休場層では ７ 基 ７ 個からなる配石が検出された。配石は尾根Ａに第 １ 〜 ７ 号配石が分布する。出

土層位は休場層が ６ 基、第 0 黒色帯が １ 基である。

　配石 ７ 基の総重量は12,655g、 １ 基の平均重量は1,808gである。配石の状態は完形赤変礫 ２ 点、完

形非赤変礫 ３ 点、割面赤変破損礫 ２ 点であり、完形礫が72％を占める。赤変礫の29％に比べ、非赤

変礫が71％と多い。

②遺物

　休場層出土の遺物は、尾根Ａの単独出土の57点の石器群によって構成されている。石器群の内訳

は、ナイフ形石器 ３ 点、削器 ３ 点、磨石 １ 点、石核 ５ 点、ＲＦ ３ 点、剥片・砕片42点であった。本

文化層を構成する石器群の中で確認された示準的石器はナイフ形石器であり、剥片・砕片を除く他

の器種は10点未満しか検出されていない。このような状況から、本文化層はナイフ形石器を主体と

する石器群と推定される。

ナイフ形石器（第１0５図 １ ・ ２ ）

第１0３図　第 ３号・第 ４号礫群実測図
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　二側縁加工のナイフ形石器のなかでも、最大長が ３ ㎝以上 ５ ㎝以下のものが ２ 点確認された。第

105図 １ の最大長は3.4㎝、 ２ は3.2㎝である。これらは刃部を除く両側縁にブランティングによる調

整を加え、刃部と接する部分に鋭い先端を作出したものである。ブランティングは主要剥離面側か

ら行われているものが多い。ブランティング加工以外に施されている調整は、基部の主要剥離面に

面的な調整を加えている（ １ ）。素材を構成している剥離痕は、剥離面、主要剥離面ともに同じ方

向からの剥離痕によって構成されるもの（ １ ・ ２ ）であった。素材剥片は剥離面と主要剥離面とも

に同じ方向の剥離痕によって構成されたもので、単設打面をもつ石核から剥離された可能性が高い

ものである。素材は １ が石刃、 ２ が縦長剥片である。

ナイフ形石器の折損品（第１0５図 3 ）

　第105図 ３ は基部片である。発掘調査時に、器体の中央から折損している。ブランティング加工

は主要剥離面側から行われている。素材は縦長剥片で、主要剥離面と剥離面ともに同一方向の剥離

痕が認められることから、単設打面石核から剥離された可能性が高い。

第１0４図　休場層石器分布図
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第１0５図　休場層出土石器（ １）
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削器（第１0５図 ４ ）

　第105図 ４ は表裏面に自然面が残る幅広厚手の剥片を素材とする削器である。刃部は裏面側から

ブランティング状の調整剥離を施している。

ＲＦ（第１0５図 ５ ・ 6 ）

　第105図 ５ は自然面が残る縦長剥片を素材とし、両側縁に粗い二次加工を施している。素材とな

る剥片は、主要剥離面と剥離面ともに同一方向の剥離痕が認められることから、単設打面石核から

剥離された可能性が高い。 ６ は縦長剥片を素材として右側縁に二次加工を施す。

磨石（第１0５図 7 ）

　第105図 ７ は拳より小さめの安山岩の円礫を素材とする磨石である。表面を中心に磨り面が観察

できる。

石核（第１0５図 8 〜第１06図１２）

　Ⅰ類は両設打面石核、Ⅱ類は単設打面石核、Ⅲ類は円礫に数回の剥離が加えられた石核素材と思

われるものに大別した。

Ⅰ類（第105図 8 ・ ９ ）　両設打面のもの。

　剥片の剥離方向が180度異なるもので、石核の打面が180度転移する。剥離作業面は、第105図 8

が正右裏、 ９ が正右である。剥離作業面には対向する方向の剥離痕が観察できる。 8 と ９ の裏面に

は礫面が残る。

Ⅱ類（第106図10・11）　単設打面のもの。

　剥片の剥離方向が一方向に限定される。第106図10は正面を剥離作業面とし、打面は簡素な単剥

離打面である。左右裏面に円礫面を残す。11は剥片剥離作業面を正面とし、一定の方向からの剥離

痕が観察できる。

Ⅲ類（第106図12）　円礫に数回の剥離が加えられた石核素材と思われるもの。

　石核より素材礫に近い状態である。第106図12は扁平な礫の表面に数回の剥離を加えただけのも

のであり、打面部は自然面である。

③まとめ

　本文化層は、ナイフ形石器を主体とする文化層で、これにわずかな量の削器、二次加工剥片、磨

石、石核等の各器種が伴うナイフ形石器石器群である。ナイフ形石器は二側縁加工が認められたも

のの、量的に乏しい傾向にあった。

　石材組成は、第一石材がＦ.ホルンフェルス26点（46％）、1,289.7g（86％）であり、出土点数・

重量ともに比率が高い。この他、第二石材が黒曜石24点（43％）、119.9g（ 8 ％）、第三石材がガラ

ス質黒色安山岩 ３ 点（ ５ ％）、40.3g（ ３ ％）である。

　石器石材は、ナイフ形石器 ３ 点、削器 １ 点、ＲＦ ２ 点は黒曜石となっている。一方、石核石材は

Ｆ.ホルンフェルス ３ 点、黒曜石 ２ 点とややＦ.ホルンフェルスが占める割合が高い。剥片はＦ.ホ

ルンフェルス23点（563.4g）、黒曜石16点（52.0g）とＦ.ホルンフェルスが多い傾向にある。これら

のことから、Ｆ.ホルンフェルスの剥片は遺跡に残される傾向が高い石材と言える。一方、黒曜石

は剥片が遺跡内に残らない傾向が高い石材と推定される。
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　剥片剥離技術は、石器類の多くが石刃や縦長剥片を素材としていることから、石刃技法を技術基

盤としてこれらの剥片類を生産していると考えられる。石核の観察では、剥片剥離方向を一定方向

にしたもの、対向する二方向から剥片剥離を行う180度の打面転移技術をもつもの、礫素材の石核

に粗い打面形成と剥片剥離を行うものが認められた。

第１0６図　休場層出土石器（ ２）
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（ ２）第Ⅲ黒色帯の遺構と遺物の分布状況（第１07・１0９図）

　第Ⅲ黒色帯の遺構と遺物は、西川に面した尾根Ａに礫・配石・石器が分布しており、礫群 ２ 基11

点、配石 １ 基 １ 点、単独礫 ２ 点からなる総計14点の礫と、 ５ か所のブロックが検出された。

①遺構

ａ．礫群

　礫群は尾根Ａに位置し、西側の西川を臨む緩斜面に分布する。これらの礫群は散在する石器類に

重複しており、11点の構成礫が散漫に分布していた。礫群 ２ 基の総重量は716g、 １ 個の平均重量

は65.1gである。礫の状態は、完形礫 ３ 点（27％）に比べ、破損礫 8 点（73％）が多い。

第 １号礫群（第108図）

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドに位置する。構成礫は ７ 点で、長軸約1.9ｍ、短軸約1.1ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高164.98〜165.05ｍにかけて約 ７ ㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高165.01ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は188g、平均重量は26.9gである。構成

礫は、完形非赤変礫 １ 点、割面非赤変破損礫 １ 点、礫面非赤変破損礫 ５ 点である。接合関係は無かっ

た。

第 ２号礫群（第108図）

　尾根Ａの ２ − ２ グリッドに位置する。構成礫は ４ 点で、長軸約1.9ｍ、短軸約0.4ｍの範囲に分布

する礫群である。垂直分布は標高164.79〜164.87ｍにかけて約 8 ㎝の分布幅を形成しており、大部

分の礫は標高164.83ｍ付近に礫の底面を置いている。総重量は528g、平均重量は132.0gである。構

成礫は、完形非赤変礫 ２ 点、割面非赤変破損礫 ２ 点である。礫群内の接合関係が １ 例認められた。

ｂ．配石

　第Ⅲ黒色帯では １ 基 １ 個からなる配石が検出された。配石は尾根Ａほぼ中央の ２ − ３ グリッド、

第 １ 号礫群に近接して分布する。出土層位は第Ⅲ黒色帯で、 １ 基の重量は1,359gである。配石の状

態は完形の非赤変礫 １ 点であり、石材は安山岩であった。

ｃ．ブロック

第 １号ブロック（第110図）

　尾根Ａの ２ − ４ グリッドで確認したブロックである。南東側には １ ｍの距離を隔てて第 ２ 号ブ

ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約1.8ｍ、短軸約1.3ｍである。石器類は、標高

165.20〜165.37ｍにかけて約17㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、敲石 １ 点、剥片・

砕片11点である。

第 ２号ブロック（第110図）

　尾根Ａの ２ − ３ ・ ４ グリッドで確認したブロックである。南西側には0.8ｍの距離を隔てて第 ３

号ブロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約2.9ｍ、短軸約1.5ｍである。石器類は、

標高165.13〜165.39ｍにかけて約26㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、石核 １ 点、

剥片・砕片12点である。

第 3号ブロック（第111図）

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドで確認したブロックである。南東側には0.8ｍの距離を隔てて第 ４ 号ブ
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第１07図　第Ⅲ黒色帯礫群・配石分布図

第１0８図　第 １号・第 ２号礫群実測図
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第１１0図　第 １号・第 ２号ブロック実測図

第１0９図　第Ⅲ黒色帯石器分布図
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ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約5.0ｍ、短軸約3.0ｍである。石器類は、標高

164.82〜165.50ｍにかけて約68㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器 ３ 点、

石核 １ 点、剥片・砕片616点である。

第 ４号ブロック（第112図）

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドで確認したブロックである。南側には ４ ｍの距離を隔てて第 ５ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約3.1ｍ、短軸約1.7ｍである。石器類は、標高164.65

〜165.10ｍにかけて約45㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器 １ 点、剥片・

砕片27点である。

第 ５号ブロック（第112図）

　尾根Ａの ２ − ２ グリッドで確認したブロックである。北側には ４ ｍの距離を隔てて第 ４ 号ブロッ

クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約5.7ｍ、短軸約3.8ｍである。石器類は、標高164.64

〜165.07ｍにかけて約43cmのレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器 ２ 点、石

核 ２ 点、剥片・砕片39点である。

②遺物

　第Ⅲ黒色帯出土の遺物は、 ５ か所のブロックから検出された716点と単独出土の25点、合計741点

の石器群によって構成されている。出土した石器は、ナイフ形石器 ７ 点、敲石 １ 点、石核 ４ 点、Ｒ

第１１１図　第 ３号ブロック実測図
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第１１２図　第 ４号・第 ５号ブロック実測図
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Ｆ １ 点、剥片・砕片728点であった。

ナイフ形石器（第113図 １ 〜 7 ）

　ナイフ形石器は二側縁加工のものをⅠ類、一側縁加工のものをⅡ類に大別した。

Ⅰ類（第113図 １ ・ ２ ）　二側縁加工のもの。

　 ５ ㎝以下 ３ ㎝以上の中形の大きさで、 ２ 点が確認された。黒曜石の石刃・縦長剥片を素材とし、

一側縁のほぼ全縁に調整を施し、もう一方の側縁側に調整を到達させることによって先端部を形成

しているものである。基部の整形は、一側縁だけの調整で終了しているもの（第113図 ２ ）と基端

に素材剥片の打面が残置されているもの（ １ ）がある。ブランティングは、主要剥離面側から剥離

される例が多いが、器厚が厚い １ では剥離面側からの調整が加えられており、調整方向を限定する

ことなくブランティングが形成されていることがわかる。素材剥片の利用状態は、 １ ・ ２ とも素材

の打面側に基部が形成されている。ブランティング以外の調整は、 １ の主要剥離面側に打瘤を除去

するための平坦剥離が施される。これら ２ 点のナイフ形石器は、主要剥離面と剥離面を構成してい

る剥離痕の剥離方向が同一のもので占められており、一定した剥離方向を持つ剥片剥離工程の中で

生産された石刃・縦長剥片が素材となっている。

Ⅱ類（第113図 3 〜 7 ）　一側縁加工のもの。

　 ３ ㎝以上 ５ ㎝以下の中形の大きさで、 ５ 点が確認された。これらは一側縁のほぼ全側縁に調整を

加えて、刃部と接する部分に先端部を作出するもの（第113図 ３ ・ ４ ）と一側縁の半分に調整を加

えたもの（ ５ 〜 ７ ）がある。ブランティングは主に主要剥離面側から施されるが、 ４ や ５ の素材剥

片のように器厚の厚いものは主要剥離面側と剥離面側から施されている。ブランティング以外に施

される調整は、主要剥離面側の基部に面的な加工を施しているもの（ ４ ・ ５ ）がある。これら ５ 点

のナイフ形石器は剥離面、主要剥離面ともに同じ方向からの剥離痕によって構成されたものであっ

た。このような素材剥片の在り方から、一側縁加工のナイフ形石器は石刃・縦長剥片を素材とし、

単設打面をもつ石核から剥離された可能性の高いことがわかる。なお、 １ と ３ は発掘調査時に刃部

を欠損している。

ＲＦ（第113図 8 ）

　第113図 8 は縦長剥片を素材として、左側縁に主要剥離面側からブランティング状の二次加工を

施し、刃部との交点に鋭い先端部を作出している。

敲石（第114図 ９ ）

　第114図 ９ は安山岩製の敲石で、下端部に敲打による潰れが観察できる。

石核（第114図10〜13）

　石核は ４ 点確認した。このうち、明確な剥片剥離作業を行っているものは、サイコロ状を呈する

第114図10である。11〜13は明確な剥片剥離作業が行われたものではなく、石核素材に数回の剥離

を加えたものである。10は剥片剥離作業面を正左右裏として、剥片剥離作業が二方向以上に観察さ

れる。11〜13は厚手の剥片を素材とする石核で、剥離作業面は正面である。素材の切断面（11・

12）や節理面（13）を打面として数回の剥片剥離作業を行っている。

【接合資料】（第115図14〜21）
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第１１３図　第Ⅲ黒色帯出土石器（ １）
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　第115図14はＦ.ホルンフェルス製の剥片 ６ 点の接合である。接合状態を観察すると、石核素材の

礫面を除去して剥片剥離作業を行ったことがわかる。剥離過程は、上方の複剥離打面から剥離され

た1887・1891から始まり、約 １ ㎝の打面調整を施した後、1913→1914→1903→1886へ進行している。

15は剥片 ６ 点の接合である。接合状態を見ると、角礫面を打面とする石核から連続的に剥片剥離作

業を行っていたことがわかる。剥離過程は2408・2390→1978→1991であり、2336・2682は1978の二

次加工である。16は礫面を有する剥片 8 点の接合である。接合状態を見ると、角礫の端部に交互剥

第１１４図　第Ⅲ黒色帯出土石器（ ２）
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第１１５図　第Ⅲ黒色帯出土石器（ ３）
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離を施しながら、剥片剥離作業を行っていることがわかる。剥離過程は、2687→2424→2385→1997

→1917→2315→1919→1924である。

　17は鉄石英の石核 １ 点（第114図13）と剥片 １ 点の接合である。接合状態を見ると、節理面を打

面とする剥片が接合している。剥離面を観察すると、節理面を打面として同一方向の剥離を２回行っ

ていることがわかる。18は角礫面を有する板状の剥片を素材とする石核 １ 点（第114図12）と、剥

片１点の接合である。接合状態を見ると、切断面を打面として2379を剥離していることがわかる。

剥離面を観察すると、正面の剥離作業面には下設の打面からの剥離痕が観察されることから、180

度の打面転移を行いながら剥片剥離工程が進行している。19は円礫面を有する剥片 ２ 点の接合であ

る。接合状態を見ると、単設打面石核から連続的に剥離されていたことがわかる。剥離過程は

1958→2162・2306である。

　20はＦ.ホルンフェルス製の石核 １ 点（第114図10）と剥片 ６ 点の接合資料である。接合状況を見

ると、まず上方の打面に打面調整を施して左側面と正面で剥片剥離作業を行っている。次に、斜め

に傾いた下方の打面から左側面で剥片剥離作業を行っている。最後に、90度の打面転移をして背面

で剥離作業を行っている。剥片の剥離過程は、1862→1904→1898→1902→1889→1899である。これ

らのことから、上設打面から下設打面に180度打面転移し、さらに90度打面転移して、剥片剥離作

業が進行していることがわかる。21は剥片２点の接合である。接合状態を観察すると、同一の打面

から剥離された剥片が接合しており、石核からの連続的な剥片剥離作業を示している。

③まとめ

　第Ⅲ黒色帯の文化層は、 ５ か所のブロックから検出された716点と単独出土の25点、合計741点の

石器群で構成される文化層である。石器組成は断片的ではあるが、中形のナイフ形石器を組成する

文化層で、敲石と石核が伴うナイフ形石器石器群である。ナイフ形石器は、中形の一側縁加工を主

体として二側縁加工も認められた。

　石材組成は、第一石材が黒曜石684点（92％）、331.0g（24％）であり、第二石材がＦ.ホルンフェ

ルス45点（ ６ ％）、726.1g（52％）、第三石材が赤玉石７点（0.9％）10.8g（0.8％）である。

　石器石材は、ナイフ形石器が黒曜石 ４ 点、Ｆ.ホルンフェルス ２ 点、赤玉石 １ 点で、ＲＦが黒曜

石 １ 点、石核が黒曜石 ２ 点、赤色チャート １ 点、Ｆ.ホルンフェルス １ 点となっている。

　剥片剥離技術は、黒曜石製・Ｆ.ホルンフェルス製ナイフ形石器の素材となる石刃や縦長剥片か

ら石刃技法の存在がうかがえる。そして、石刃・剥片の観察では、剥片剥離方向を一定方向にした

ものが認められた。接合資料では、Ｆ.ホルンフェルス製の石核で両設打面石核から縦長剥片を作

出している。以上のことから、本文化層では、剥片剥離方向を一定にした剥片剥離工程を有する石

刃技法と180度の打面転移を繰り返しながら剥片剥離作業を行う剥片剥離工程が認められた。

（ ３）第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２の遺構と遺物の分布状況（第１１６・１１7図）

　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２ の遺構と遺物は、西川に面した尾根Ａに礫・配石・石器が分布していた。

石器は２か所に集中していたが、礫と配石は散在していた。

①遺構

ａ．配石
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　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２ では、 ２ 基 ２ 個からなる配石が検出された。配石は尾根Ａの西側に第 １

号配石、中央に第 ２ 号配石が分布する。出土層位は第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２ である。

　配石 ２ 基の総重量は6,515g、１ 基の平均重量は3,258gである。配石の状態は、完形の非赤変礫 １ 点、

礫面非赤変破損礫 １ 点であり、これらは安山岩製の非赤変礫である。

ｂ．ブロック

第 １号ブロック（第118図）

　尾根Ａの ２ − ４ グリッドで確認したブロックである。南東側には 8 ｍの距離を隔てて第 ２ 号ブ

ロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約5.0ｍ、短軸約3.0ｍである。石器類は、標高

164.94〜165.33ｍにかけて約39㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、ナイフ形石器 １ 点、

石核 ２ 点、石刃 １ 点、ＲＦ １ 点、剥片・砕片77点である。

第 ２号ブロック（第118図）

　尾根Ａの ２ − ３ グリッドで確認したブロックである。北側には 8 ｍの距離を隔てて第 １ 号ブロッ

第１１６図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２礫・配石分布図
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クが検出されている。ブロックの規模は、長軸約2.3ｍ、短軸約1.8ｍである。石器類は、標高164.54

〜164.97ｍにかけて約43㎝のレベル差が生じていた。確認された石器群は、ＵＦ １ 点、剥片・砕片

241点である。

②遺物

　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２ 出土の遺物は、 ２ か所のブロックから検出された324点と単独出土の40

点、合計364点の石器群によって構成されている。出土した石器は、ナイフ形石器 ２ 点、石核 ４ 点、

ＲＦ ２ 点、ＵＦ ３ 点、石刃 １ 点、磨石 １ 点、剥片・砕片351点である。

ナイフ形石器（第119図 １ ・ ２ ）

　一側縁加工のものが出土している。第119図 １ は長さが ５ ㎝以上ある大形のものである。大形の

縦長剥片を素材として先端部右側にブランティング加工を施してナイフ形石器としている。整形は

主要剥離面側から施しており、剥離面側には行われていない。素材の利用方法は、素材石刃の打面

側にナイフ形石器の基部を形成している。素材となった縦長剥片には、主要剥離面と180度剥離方

第１１7図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２石器分布図
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第１１８図　第 １号・第 ２号ブロック実測図
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向が異なった剥離痕が観察されることから、この縦長剥片が上下両端に打面を設置した両設打面石

核から作出されていることが判断される。 ２ は調査時に先端部と基部左側を欠損するが、最大長を

復元すると５㎝以上を示している。Ｆ.ホルンフェルス製の石刃を素材とし、右側縁のほぼ全体に

ブランティング加工を施している。基部は尖った形状に整えている。整形に施される調整はブラン

ティングで、すべて主要剥離面側から施される。素材の利用方法は、素材石刃の打面側にナイフ形

石器の先端部を形成している。

ＲＦ（第119図 3 ・ ４ ）

　第119図 ３ は厚手の石刃の鋭い右側縁に刃こぼれが認められるもので、剥離面側にのみ認められ

る。 ４ は厚手の縦長剥片の鋭い両側縁に刃こぼれが認められるもので、剥離面と主要剥離面両側に

認められる。これらの素材剥片は比較的大形の肉厚な剥片で、鋭い縁辺を持つ。

磨石（第119図 ５ ）

　第119図 ５ は扁平な円礫に磨り面と敲打痕が認められ、磨石と敲石の双方の機能を有していたと

考えられる。

石核（第120図 6 〜 ９ ）

　Ⅰ類は両設打面石核、Ⅱ類は単設打面石核に大別した。

Ⅰ類（第120図 6 〜 8 ）　両設打面のもの。

　剥片剥離方向が180度異なるもので、石核の打面が180度転移する。第120図 ６ は正面の剥離作業

面に対向する方向から剥離された剥離痕が観察できる。上面の打面は打面調整を施している。 ７ は

剥片剥離工程の中に180度の打面転移技術を持つもので、上設打面は単剥離打面、下設打面は複剥

離打面である。8 は剥離作業面が打面を除く ４ 面に形成されているが、主体的に剥片剥離作業を行っ

ていたのは正面であり、上設打面からの剥離で形成された剥離痕が多い。上下の両設打面は細かい

打面調整が施されている。作出された剥片は、剥離作業面の剥離痕の観察から、定形的な石刃を作

出していたと思われる。

Ⅱ類（第120図 ９ ）　単設打面のもの。

　剥片の剥離方向が一方向に限定される。第120図 ９ は石核調整を除く剥片剥離方向が同一の方向

だけに限られる単設打面石核である。打面は複剥離打面で剥離作業面に頭部調整を行っている。剥

片剥離作業面は正左右裏に認められる。剥離作業面の観察では、定形的な石刃を作出していたと思

われる。

【接合資料】（第１２１図１0〜第１２２図１7）

　第121図10は石核 １ 点（第120図 8 ）と石刃・剥片・砕片19点の接合で、これらの接合状態が10で

ある。接合状態は、石核に上設打面の調整剥片11点と下設打面の調整剥片 ３ 点、右側面と正面の剥

離作業面の石刃・剥片 ５ 点が接合している。剥片の剥離過程は、まず上設打面の調整剥離が施され

る（2990→2746→2776→2747→2748→2779→2749→2994→2765→2784）。次に、上設打面からの剥

片剥離作業を行う（2780→2999）。さらに、下設打面の調整剥離を施す（2785→2768→2766）。下設

打面からの剥片剥離作業の後、上設打面からの剥片剥離作業を行う（2786→2745→2744）。最後に

上設打面の打面調整を行う（2982）であった。剥離面の観察では、下設打面の調整剥離の後、下設
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第１１９図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２出土石器（ １）
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第１２0図　第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２出土石器（ ２）
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打面から右側面を剥離作業面とする剥片剥離作業の剥離痕が残っている。

　第121図11〜15・第122図17は石刃・剥片・砕片の接合である。接合状態は、石核からの連続的な

剥離を示している。剥離面の観察では、単設打面石核からの連続的な剥離を示しているものが多い

（11〜13）。11は石刃 ２ 点の接合である。剥片の剥離過程は2713→2716である。剥離面の観察では、

角礫素材の単設打面石核から2713を剥離した後、約0.7㎝の打面調整を施し、数回の剥離作業を行

うなかで2716を剥離したものである。12は石刃・剥片 ５ 点の接合である。剥片の剥離過程は、

2971→2937･2837→2930→3048である。13は石刃・剥片 ３ 点の接合である。剥片の剥離過程は、

2934･2814→2926である。14は剥片 ２ 点の接合である。剥片の剥離過程は、2816→2853である。

　15は剥片 ４ 点の接合である。接合状態は石核素材の円礫から礫面を除去する段階を示している。

剥片の剥離過程は、2986→4004･2771→2743である。第１２２図17は石核 １ 点と剥片 ２ 点の接合である。

接合状態は石核素材の円礫から礫面を除去する段階と剥片剥離作業を示している。剥片の剥離過程

は、2741→2993である。16は石核 １ 点（第120図 ７ ）と剥片・砕片37点の接合で、これらの接合状

態が16である。接合状態は、石核の下設打面に調整剥片 ４ 点、正面・左側面・裏面の剥離作業面に

剥片・砕片32点が接合している。剥片の剥離過程は、上設打面からの剥片剥離作業から始まる（280

0→2789→2977→2801→2924→3002→3005→2796→2792）。次に、下設打面の調整剥離を施し、剥片

剥離作業を行う（2916→2807→2978→2806→3003→2804→2789→2790→3004→2798→3044→2896→4

026→3008→2793→2791）。さらに、下設打面の調整剥離（2979）、剥片剥離作業（3049→2803）、下

設打面の調整剥離（2875→2799→4022）を繰り返し、90度打面転移して裏面を打面とする剥片剥離

作業を行う（2895→2805→2802→3007）。

③まとめ

　本文化層は、ナイフ形石器 ２ 点に石核、二次加工剥片、使用痕剥片、石刃、磨石などがわずかに

伴う石器群である。ナイフ形石器を含めて量的に乏しく、断片的な内容であった。ナイフ形石器は、

一側縁加工のナイフ形石器の製品が認められ、二側縁加工のナイフ形石器が認められなかった。こ

れらは８㎝の大形のものを含み、石刃を素材としている。その他の石器のうち、二次加工剥片や使

用痕剥片は石刃や縦長剥片を素材としている。

　石材組成は、第一石材が黒曜石217点（60％）、第二石材がＦ.ホルンフェルス101点（28％）、第

三石材が珪質頁岩43点（12％）である。重量では、Ｆ.ホルンフェルス818.5g（69％）、黒曜石

179.1g（15％）、珪質頁岩190.6g（16％）となり、黒曜石とＦ.ホルンフェルスが逆転する。

　石器石材は、ナイフ形石器 ２ 点がＦ.ホルンフェルス製であり、石核石材はＦ.ホルンフェルス ２

点、黒曜石 １ 点、珪質頁岩 １ 点である。剥片類は、黒曜石212点（125.5g）、Ｆ.ホルンフェルス95

点（592.5g）珪質頁岩42点（67.6g）であり、黒曜石は小形で軽い剥片類が数多く残されていた。

　剥片剥離技術について、ナイフ形石器や二次加工剥片等の素材となる石刃・剥片には、主要剥離

面と同一方向の剥離によって剥離面が形成されている単設打面石核より剥離されたものと、180度

剥離方向が異なる剥離が加えられているものがある。接合資料は、単設打面石核と剥片の接合例や

両設打面石核と石刃・剥片の接合例があり、打面調整が頻繁に行われていたことがわかる。したがっ

て、本文化層では技術基盤として石刃技法が用いられていたことが理解される。
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第Ⅴ章　自然科学的分析

１ ．八兵衛洞遺跡の自然科学分析（ １ ）
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　愛鷹山南麓に位置する八兵衛洞遺跡では、いわゆる愛鷹ローム層の良好な土層断面が得られてお

り、中部ローム層上部と考えられる層準で配石と考えられる遺構が検出されている。愛鷹ローム層

の層序については、愛鷹ローム団研グループ（1969）が記載して以来、基本的にはこれが踏襲され

ているが、近年の遺跡発掘調査に伴う土層断面調査の増加により、テフラ層や暗色帯などはより詳

細に分層されるようになった。本報告では、八兵衛洞遺跡で作成された愛鷹ローム層について、由

井（1995）に示されている愛鷹ローム層の層序を基準とし、その各層における重鉱物組成および火

山ガラスの産状を明らかにし、層序を検証する。本報告は、愛鷹ローム層の鉱物組成による基本層

序という基礎資料を作成し、検出された配石遺構の層準を確認するものである。また今回の成果は、

今後、愛鷹山南麓あるいは箱根火山西麓におけるローム層の層序対比を行う場合に有効な対比指標

になり得る。

（ １）試料

　試料は、八兵衛洞遺跡調査区内のＥＷ ３ 地点（№ ９ 地点）に設定された土層断面より採取された

試料番号 １ 〜106までの106点である。試料は、表土層直下のローム層から厚さ ５ ㎝で連続に採取し、

後述する含雲母グリース状火山灰の層位付近まで、表土から約 ５ ｍに及ぶ層位のローム層から採取

されたものである。

　現地所見では、色調の暗い暗色帯とスコリアまたは軽石の濃集する層準、および細粒の火山灰ブ

ロックなどを基準として分層をおこなった。現地での分層は図 １ に示す通りであるが、これに由井

（1995）の層序との対比を併記した。対比した土層のうち、特にBBⅠ〜BBⅦまでの暗色帯は比較

的明瞭に認められた。それらの暗色帯に挟まれるテフラ層の中ではSCⅡや黄白色の岩片を含むと

されているSCⅢ−５などが識別でき、また中部ローム層上部の指標テフラとされているペアスコリ

アが認められた。さらに分析結果で後述するATとGrの２枚の細粒テフラも最大の厚さ数㎝程度の

ブロック状堆積物として土層断面中に認められた。

　なお、愛鷹ローム層の標準層序では、BBＩより上位にはSCＩのテフラ層とBB 0 の暗色帯、そし

て休場ローム層（YL）となるが、ＥＷ ３ 地点ではいずれも明瞭ではない。これについては、分析

結果を踏まえて後述する。以上の状況を柱状図にして図 １ に示す。

（ ２）分析方法および試料の選択

　一般に、地層の対比には指標テフラを鍵層として用いる方法が有効である。しかし、南関東のロー

ム層、特に武蔵野台地や相模野台地のローム層などは、地層断面中に肉眼で認められるテフラに乏

しい。このような指標テフラに乏しいローム層の対比には、指標テフラの降灰層準に加えて重鉱物

組成の層位的変化をあわせて指標とすることが有効である。当社では、これまでにこれら台地の各

地におけるローム層の分析を行っており、標準層位に対応した重鉱物組成の変化を見出している。
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愛鷹山南麓のローム層は、上記の各台地のローム層に比べれば肉眼で認められるテフラ層は多いが、

それでも場所によってはテフラ層として認識できないこともある。このような地点においては、重

鉱物組成により層序対比を検証することができる。前述のように八兵衛洞遺跡ＥＷ ３ 地点でも一部

のテフラ層は明瞭ではないことから、重鉱物分析を行い、層序を検証する。

　また、南関東では重要な指標テフラとしてUG（後述）とATがあるが、どちらもローム層中では

肉眼で認められることは少なく、土壌中に混交するこれらのテフラに由来する火山ガラスの産状を

調べることで、降灰層準を推定している。愛鷹山南麓でもATは肉眼で認められないことがしばし

ばあり、UGについては肉眼で認められた例はほとんどない。本地点でも、それぞれのテフラが検

出されると考えられる層準について火山ガラス比分析を行い、それらの降灰層準を推定し、これを

対比指標とする。

　ここでは重鉱物分析には、試料番号 １ 〜106までの全層位にわたって １ 点おき、あるいは各層 １

点ずつになるように選択した55点を分析し、火山ガラス比分析には、全試料の火山ガラスの有無を

確認したうえで、火山ガラスの含まれる試料25点を選択した。選択した試料は、表 １・図 １ に示す。

分析の処理過程を以下に述べる。

　試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径

1/16㎜以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4㎜−1/8㎜の砂分をポリタング

ステン酸ナトリウム（比重約2.96）により重液分離、重鉱物と軽鉱物分中に含まれた火山ガラスを

偏光顕微鏡下にて同定する。同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金

属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とした。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で

同定の不可能な粒子は「不明」とした。また火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽

石型の ３ タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は厚手平板状あるいは

比較的大きな気泡持つ塊状、軽石型は小気泡を非常に多く持つ塊状および繊維束状のものとする。

火山ガラス比分析は、軽鉱物分中における火山ガラスを計数するものである。

（ ３）結果

①重鉱物分析

　試料番号 １ から試料番号106までの全層位にわたって、カンラン石が最も多く、60〜80％を占める。

次に多いのは斜方輝石と単斜輝石の両輝石であり、10〜20％程度である。他に角閃石と不透明鉱物

が含まれるが、これらはいずれも微量しか含まれない。層位的な重鉱物組成の特徴は、カンラン石、

斜方輝石、単斜輝石の ３ つの鉱物の量比により以下のように記載される。

　BBⅠより上位のローム層：カンラン石は60〜70％であり、両輝石は斜方輝石が多く、単斜輝石

は微量である。ただし試料番号13では、カンラン石が80％近くを占め、斜方輝石と単斜輝石とは同

量程度である。また、上半部では微量の角閃石が含まれ、下半部ではカンラン石の多くがイディン

グサイトに酸化変質している。

　BBＩおよびその下位のローム層：カンラン石はほぼ80％あり、今回分析を行ったなかでは最も

カンラン石の量比の高い層位である。カンラン石以外では、斜方輝石が少量あり、単斜輝石と不透

明鉱物は微量かほとんど含まれない。
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　BBⅡ・SCⅡ：カンラン石は70〜80％あり、斜方輝石が20％程度ある。単斜輝石と不透明鉱物は

微量かほとんど含まれない。

　BBⅢ：カンラン石は約60％であり、今回分析を行ったなかでは下記のSCⅢ−５に次いで少ない。

これに対して斜方輝石が30％以上あり、今回分析を行ったなかでは最も高い量比である。他に微量

の単斜輝石と不透明鉱物が含まれる。

　SCⅢ−１〜SCⅢ−４：上部ではカンラン石が80％であり、少量の両輝石を伴うが、中〜下部では

カンラン石は60〜70％であり、斜方輝石が20〜30％を占め、10％程度の単斜輝石を伴う組成である。

　SCⅢ−５：カンラン石は約60％未満であり、今回分析を行ったなかでは最も少ない。これに対し

て斜方輝石が20％以上あり、単斜輝石も10％程度ある。

　BBⅣ〜BBⅥ直上のローム層：カンラン石は60〜70％であり、斜方輝石は20％程度ある。微量の

単斜輝石を伴う。カンラン石の多くは、イディングサイトに変質している。

　BBⅥ〜BBⅦ上部：カンラン石は80〜90％であり、他に少量の斜方輝石と微量の単斜輝石を伴う。

カンラン石の多くは、イディングサイトに変質している。

　BBⅦ下部と直下のローム層：カンラン石は60〜70％であり、斜方輝石が20％程度を占め、10％

程度の単斜輝石を伴う組成である。

　BBⅦ下部直下のローム層〜ペアスコリアより上位のローム層：カンラン石は80〜90％であり、

斜方輝石と単斜輝石をそれぞれ10％程度伴う。上部ではカンラン石の多くは、イディングサイトに

変質している。

　ペアスコリア：カンラン石は70〜80％、斜方輝石は10％程度であり、単斜輝石は20％程度ある。

斜方輝石より単斜輝石の方が多い組成は、今回の分析のなかではこの層位だけである。

　ペアスコリアより下位のローム層：カンラン石は70〜80％、斜方輝石は10〜20％、単斜輝石は ５

〜10％という範囲で、各鉱物とも層位によって細かな増減がある。そのなかで、Grの直上にある

スコリア層の層位では、両輝石がどちらも10％程度であることが特徴である。

②火山ガラス比分析

　BBⅠより上位のローム層：極めて微量のバブル型と微量の中間型、および少量の軽石型が混在

し、特に濃集層準は認められない。ただし、試料番号７にはバブル型がやや多い。バブル型火山ガ

ラスの中には褐色を帯びたものも認められる。

　中間型および軽石型の火山ガラスは、産出層位と形態および当社による愛鷹山南麓〜箱根火山西

麓におけるいくつかの分析例から、立川ローム層最上部ガラス質火山灰（UG：山崎�1978）に由来

する可能性がある。また、バブル型火山ガラスのうち褐色を帯びたものは、鬼界アカホヤ火山灰（K

−Ah：町田・新井�1978）に由来し、無色透明のものは同テフラおよび後述するATに由来する。

なお、UGの降灰年代は約1.2万年前、K−Ahのそれは約6300年前とされている（町田・新井�1992）。

　BBⅠ〜BBⅡ最上部：無色透明のバブル型火山ガラスが濃集する。これは産出層位と形態から

姶良Tn火山灰（AT：町田・新井�1976）に由来する。最濃集層準は試料番号27〜28であり、土層

断面で認められたブロック状堆積物の層位とほぼ一致する。ATの降灰年代は2.2〜2.5万年前とされ

ている（町田・新井�1992）。
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　SCⅢ−５付近：微量の中間型火山ガラスが認められた。おそらくSCⅢ−５テフラに由来すると考

えられる。

　Gr付近：試料番号98の軽鉱物分の中に少量の黒雲母が認められた。これにより、試料番号98の

層準の細粒火山灰のブロックは、含雲母グリース状火山灰（Gr：愛鷹ローム団研グループ�1969）

に対比される。また、Gr付近の層位には微量の軽石型火山ガラスが認められたが、これはGrに由

来するものかも知れない。

表１　ＥＷ ３地点の重鉱物・火山ガラス比分析結果
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あったと考えられる。

②ローム層の成因について

　ローム層（ここではいわゆる関東ローム層のような細粒の火山砕屑物を母材とする土壌を指すも

（ ４）考察

①BBＩより上位のローム層に

ついて

　前述のように、ＥＷ３地点に

おけるBBＩより上位のローム

層では、標準土層にあるSCＩ、

BB 0 そして休場ローム層の下

部、中部、上部の各層位との対

比が不明である。この層位は分

析により、UGの火山ガラスが

拡散していることがわかった

が、それはBBＩ直上にまでほ

とんど量的には変わらずに散っ

ている。ATとの層位関係を考

えれば、このようなUGの火山

ガラスの産状は、それを含む

ローム層がUG降灰後に攪乱再

堆積により形成された土層であ

ることを示唆している。さらに、

BBＩとその上位のローム層と

でATの火山ガラスの量比が急

激に減少していることから、両

層間の形成に不連続のあった可

能性が高い。

　BBＩ上位のローム層が攪乱

再堆積した時期については、こ

の層中にK−Ahの火山ガラス

が含まれることから、K−Ah

降灰以降である可能性がある。

したがって、再堆積のもとと

なった土層は、YLを主体とす

るローム層最上部およびK−

Ah以下の黒ボク土層最下部で

図１　ＥＷ ３地点の重鉱物組成および火山ガラス比
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のとして用いる）の成因については、小噴火による降下火山灰の累積したもの（例えば、町田�

1964など）と考えられることが多かったが、一方で、地表に堆積した火山灰に由来する細粒の砕屑

物が風によって移動し、それが再び地上に累積したものとする説も主張されている。この説は、中

村（1970）により提示され、早川（1986）、早川・由井（1989）、早川（1990）などにおいて火山学

および火山灰編年学上の種々の観察事実を根拠として述べられている。その後、鈴木（1995）は、

過去 ５ 万年間に堆積した火山灰土の層厚が １ ｍを上まわる地域では、ローム層はやはり成層構造を

残さない程度の小規模な噴火堆積物が累積してできたと述べている。

　愛鷹山南麓は上記の鈴木のいう地域に相当し、今回対象とした土層断面でもSCⅡをはじめとす

るスコリア層が多数確認されていることから、愛鷹ローム層の形成に富士山の噴火堆積物が大きく

寄与していることは否定できない。しかし、今回の重鉱物分析や火山ガラス比分析結果を見ると、

スコリア層とスコリア層との間のローム層については、鈴木がいうような小規模噴火堆積物の累積

が成因の主体であるとも言い切れない。今回の重鉱物組成の層位的な変化は、どの層位でも層位的

な厚さ20〜50㎝の範囲では同様の組成を示し、その単位が積み重なっている。この重鉱物組成の層

位的な単位は、おそらく噴火による一次テフラ層とその後のテフラに由来する砕屑物の再堆積とい

う状況を示唆していると考えられる。すなわち、上述の中村以下のいう成因である。これがより顕

著なのは、富士山のテフラではないがATの火山ガラスの産状である。その土層中における火山ガ

ラスの含量は、降灰層準から上位に向かって緩やかに減少している。これは、明らかに地表に降灰

したATが、その後も再堆積を繰り返していることを示唆している。したがって、今回の分析結果

を見る限り、愛鷹ローム層は富士テフラの降下堆積とその再堆積ということが繰り返されて形成さ

れたと考えられる。

　さて、ローム層の中の暗色帯は褐色の部分に比べて腐植含量が高く、かつ腐植化が進んでいるこ

とが確かめられている（例えば、加藤（1960）、黒部（1963）、加藤（1964）、松井・黒部（1965）、

パリノ・サーヴェイ株式会社（1996）など）が、これはすなわち腐植の集積という条件の変化を反

映した層であり、母材の質（鉱物組成で代表される）の変化だけではないそれ以外の多くの要因に

より形成されたと考えられる。したがって、母材の堆積後の局地的な土壌条件（例えば母材となる

砕屑物の堆積速度、気温や乾湿などの気候条件、植生など）により、暗色帯の形成は左右される。

現時点では、愛鷹ローム層の暗色帯の形成において、具体的にどのような土壌条件であったのかは

わからない。これについては今後土壌学的な性質を調べることも必要である。

③各層の年代について

　今回の土層断面において年代を直接示すのはATである。ATの降灰年代は前述の通りであるが、

最近の様々なATにかかわる年代測定例（例えば、松本ほか（1987）や池田ほか（1995）など）に

よれば、2.4〜2.5万年前頃と考えた方がよい。一方、ATに次いで年代指標となるのがGrである。

このテフラについての年代測定例はないが、層序学的にはこれまで約 ３ 万年前頃の降灰年代が考え

られてきた。しかし、これも上杉（1993）に示された富士山東麓の富士テフラの編年におけるGr

の層位からは、約3.5万〜 ４ 万年前ぐらいの年代として考えられている。

　これらの年代観に従えば、BBⅡからペアスコリアまでの層位は、およそ2.5万年前から3.5万年前
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までの約 １ 万年間の堆積層であるといえる。その間の個々のスコリア層の噴出年代については、記

載の進んでいる富士山東麓地域との対比が必要であり、現時点では詳細な報告例はない。
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２ ．八兵衛洞遺跡の自然科学分析（ ２ ）
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　八兵衛洞遺跡調査区内のＥＷ ３ 地点（№ ９ 地点）の土層断面では、重鉱物組成と火山ガラスの産

状による愛鷹ローム層の層序を検証することができた。その際に、ローム層の最上部は削剥とその

後の再堆積により形成された土層であることが分析結果より明らかとなり、その層位に関する層序

を検討することができなかった。本報告では、八兵衛洞遺跡で検出されたＳＤＫ16土坑の断面の北

側に認められた比較的良好な堆積状況の愛鷹ローム層最上部についてＥＷ ３ 地点と同様の分析を行

い、その層序を検討する。

　また本報告では、調査区北部で検出された溝と土坑の構築時期および性格や埋積状況の推定を目

的として、それら遺構の覆土の分析を行う。対象とする溝は、幅が ３ 〜 ４ ｍあり、確認された長さ

だけでも200ｍ以上に及び、調査区北部の谷部から尾根にかけて東西に伸びている。この溝の中に

は多数の土坑が構築されており、不規則な間隔を空けて配列している。これまでに類例が認められ

たことはなく、発掘調査ではその用途・機能を推定できるような手がかりは得られていない。ここ

では、覆土中に含まれる珪藻化石（水域環境の指標となる）と植物珪酸体（イネ科植物の状況）の

産状および動物体や植物体の痕跡となるリン酸、カルシウム、腐植の各成分の含量を調べることに

より課題に迫る。

　さらに、Ｄ地区（No.12地点）で検出された ９ 世紀中頃とされる焼失住居址から出土した炭化材

の樹種同定も行い、当該期の住居構築材に関する用材について考察を述べる。

（ １）愛鷹ローム層最上部の層序

①試料

　試料は、ＳＤ ３ に伴う土坑のうちＳＤＫ16が構築されている地山北側の断面において、厚さ ５ ㎝

で連続に試料番号 １ 〜58までの58点が採取された。

　現地所見では、最上位の試料番号 １ 〜 ５ はＳＤＫ16の覆土であり、試料番号16〜32が新期スコリ

ア層（新SC）、栗色土層（Ku）や富士黒土層（FB）などを含むいわゆる黒ボク土に分層され、試

料番号35〜48が休場層（YL）、それより下位に暗色帯やスコリア層が分層され、試料の最下位は第

Ⅰ黒色帯（BBＩ）とされている。試料の採取位置と分層の詳細を図 １ に示す。

　分析には、土坑の覆土を除く各層の中部より １ 点ずつ採取した試料番号12（新SC）、19（Ku）、

26（FBU）、30（FBL）、36（YLS）、41（YLH）、46（YLH）、50（BB 0 ）、54（SCⅠ）、57（BBⅠ）

の計10点が用いられた。

②分析方法

　分析方法は、ＥＷ ３ 地点と同様の重鉱物分析および火山ガラス比分析を行う。分析の処理過程を

以下に述べる。

　試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径

1/16㎜以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4㎜−1/8㎜の砂分をポリタング

ステン酸ナトリウム（比重約2.96）により重液分離、重鉱物と軽鉱物分中に含まれた火山ガラスを
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偏光顕微鏡下にて同定する。同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金

属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とした。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で

同定の不可能な粒子は「不明」とした。また火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽

石型の ３ タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は厚手平板状あるいは

比較的大きな気泡持つ塊状、軽石型は小気泡を非常に多く持つ塊状および繊維束状のものとする。

火山ガラス比分析は、軽鉱物分中における火山ガラスを計数するものである。

③結果

ａ．重鉱物分析

　新期スコリア層の試料番号12では斜方輝石が最も多く、中量のカンラン石と少量の不透明鉱物、

角閃石、単斜輝石が含まれる。栗色土層から第 0 黒色帯までは、カンラン石が非常に多く90％近く

を占め、他に少量の斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物を伴う組成である。そのうち富士黒土層から

休場層までの層位では、カンラン石の多くがイディングサイト化している。

　第Ⅰスコリア層では、カンラン石と斜方輝石が同量程度で少量の単斜輝石と不透明鉱物を伴い、

その下位の第Ⅰ黒色帯では、栗色土層とほぼ同様のイディングサイト化していないカンラン石が非

常に多い組成を示す。

ｂ．火山ガラス比分析

　栗色土層および富士黒土層上部にバブル型火山ガラスの濃集が認められ、新期スコリア層に軽石

型火山ガラスの濃集が認められる。バブル型火山ガラスの多くは無色透明であるが、少量の褐色を

呈するものも混在する。また、軽石型火山ガラスの中には、引き伸ばされた発泡の繊維束状のもの

も認められる。

　これらのうちバブル型火山ガラスは、その産出層準と色調から、約6300年前に九州南方の鬼界カ

ルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K−Ah：町田・新井�1978）に由来し、軽石型火山ガラ

スは形態の特徴と産出層準および濃集層準において重鉱物組成に斜方輝石が多く、角閃石が含まれ

ることなどから、約2800〜2900年前に伊豆天城山カワゴ平火口から噴出した天城カワゴ平テフラ

（Kg：町田ほか�1984）に由来する。

④考察

　土坑覆土層直下の新期スコリア層とされた層準は、Kgの火山ガラスの濃集が認められることか

表１　ＳＤＫ16北側の重鉱物・火山ガラス比分析結果
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サイトの産状で区別できる可能性がある。

　富士黒土層から第 0 黒色帯までは、重鉱物組成による層位の認定が難しい。当社における箱根火

山西麓から愛鷹山南麓地域のローム層の分析では、休場層上部付近に火山ガラス質テフラである立

川ローム層最上部ガラス質火山灰（UG：山崎�1978）が認められることがある。ＥＷ ３ 地点の分析

でも第Ⅰ黒色帯上位の再堆積ローム層中にこれに由来する火山ガラスを認めている。本地点では、

UGに由来する中間型火山ガラスが微量しか認められないことから、その降灰層準を推定すること

はできない。したがって、今回の結果では重鉱物組成と火山ガラス比ともに、休場層を特徴付ける

ことはできなかったといえる。

　第 0 黒色帯から第Ⅰスコリア層および第Ⅰ黒色帯にかけての層位では、第Ⅰスコリア層で斜方輝

石が多くなる重鉱物組成が層序対比の指標となる。これは、愛鷹ローム層の最上部における有効な

指標になる可能性がある。

ら縄文時代晩期頃の年代が推

定される。（由井�1995）には、

新期スコリア層に相当する層

位に、Kgとほぼ同じ頃に富

士山より噴出した富士砂沢ス

コリア（F−Zn）が記載され

ている。今回のKgの産状は

この記載とも調和する。なお、

今回の分析により、愛鷹ロー

ム層の分布地域においてKg

の産状が不良な場所であって

も、斜方輝石の多い重鉱物組

成により新期スコリア層は認

定できると考えられる。

　栗色土層は、今回の分析に

よりK−Ahの降灰層準を含

むことと、下位の富士黒土層

がこれまでの調査例により縄

文時代早期の包含層とされて

いることから、ほぼ縄文時代

前期頃の土層であることが推

定される。栗色土層の重鉱物

組成は、下位の富士黒土層か

ら第 0 黒色帯までの重鉱物組

成と類似するが、イディング

図１　ＳＤＫ１６北側地点の重鉱物組成および火山ガラス比
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　ところで、ＥＷ ３ 地点の第Ⅰ黒色帯より上位の土層の重鉱物組成および火山ガラス比と、今回の

第Ⅰ黒色帯から新期スコリア層までのそれらとを比較すると、その違いは明らかである。すなわち、

ＥＷ ３ 地点の報告で述べた、最上部は再堆積層であるという所見は、今回の分析によって確かめら

れたといえる。

（ ２）溝および土坑の性格

①試料

　分析の対象とした遺構は、溝のＳＤ ３ とその溝の中に並ぶＳＤＫ13〜15の ３ 基の土坑である。 ３

基の土坑は、ＳＤ ３ の調査区中央部よりやや東側の部分に西から東へ向かってＳＤＫ13〜15の順に

並んでいる。ＳＤＫ14とＳＤＫ15では切り合い関係のある ２ 基の土坑が重なって検出されており、

それぞれ古い方がＳＤＫ14− １ 、ＳＤＫ15− １ とされ、新しい方がＳＤＫ14− ２ 、ＳＤＫ15− ２ と

されている。またＳＤＫ15の ４ ｍほど東には、上述のＳＤＫ16が位置する。

　試料は、各土坑断面において分層された覆土の各層から １ 点ずつ採取された。それぞれ覆土の最

上部を試料番号 １ として底部直上の覆土層まで採取されている。各土坑の試料は次の通りである。

ＳＤＫ13は試料番号 １ 〜 8 、ＳＤＫ14− １ は試料番号 １ 〜 ６ 、ＳＤＫ14− ２ は試料番号 １ 〜10、Ｓ

ＤＫ15− １ は試料番号１〜21、ＳＤＫ15− ２ は試料番号 １ 〜15である。さらに、ＳＤＫ14とＳＤＫ

15との間に認められたＳＤ ３ の覆土と溝底を構成する地山最上部の土層からも、試料番号 １ 〜 ４ が

採取されている。試料番号 １ 〜 ３ はＳＤ ３ の覆土であり、試料番号 ４ は地山である。なお、今回は

比較対照試料として上述のＳＤＫ16北側の試料を用いた。

　以上述べた試料のうち、珪藻分析では土坑底部の試料を中心にＳＤＫ13の試料番号 8 、ＳＤＫ14

− １ の試料番号 ５ ・ ６ 、ＳＤＫ14− ２ の試料番号10、ＳＤＫ15− １ の試料番号 １ ・15・21、ＳＤＫ

15− ２ の試料番号15およびＳＤ ３ の試料番号 ３ ・ ４ の計10点を選択し、植物珪酸体分析および土壌

理化学分析では、土坑覆土の上部と底部の比較を考慮して、各土坑およびＳＤ ３ より計32点の試料

を選択し、さらに両分析法においては比較対照試料のＳＤＫ16北側試料から12点の試料を選択した。

選択した試料名は、各分析結果表に表示する。

②分析方法

ａ．珪藻分析

　試料を湿重で ７ g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾

燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸

600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以

上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、（K.�Krammer�and�Lange-

Bertalot�1986�･1988�･1991a�･1991b）、（K.�Krammer�1992）などを用いる。

　同定結果は、海水〜汽水生種、淡水〜汽水生種、淡水生種の順に並べ、そのなかの各種類はアル

ファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・

水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能力についても示す。また、環境指標種についてはその

内容を示す。堆積環境の解析にあたって、淡水生種については（安藤�1990）、陸生珪藻については
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（伊藤・堀内�1991）、汚濁耐性については、（Asai,�K.�&�Watanabe,�T.�1995）、生活型などについて

は（VOS,�P.C.�&�DE�WOLF,�H.�1993）の環境指標種を参考とする。

ｂ．植物珪酸体分析

　試料中の植物珪酸体は、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理（70w、250KHz、 １ 分間）、沈定

法、重液分離法（ポリタングステイト、比重2.4）の順に物理・化学処理を行って分離・濃集する。

これを検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、ブリュウラックス

で封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ

科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉

身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、（近藤・佐瀬�1986）の分類

に基づいて同定・計数する。

ｃ．土壌理化学分析

　リン酸は硝酸・過塩素酸分解−バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解−

原子吸光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った（土壌養分測定法委員会�1981）。以下に各

項目の操作工程を示す。

１ ）リン酸、カルシウム

　試料を風乾後、軽く粉砕して2.00㎜の篩を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を

加熱減量法（105℃、 ５ 時間）により測定する。風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤

量し、始めに硝酸（HNO3）約 ５ mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO4）約10mlを

加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ液の一定量を試験管

に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸（P2O5）濃度を測定する。別にろ液の一

定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を

測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量（P2O5㎎/g）と

カルシウム含量（CaO㎎/g）を求める。

２ ）腐植含量

　風乾細土試料の水分を加熱減量法（105℃、 ５ 時間）により測定する。風乾細土試料の一部を粉

砕し、0.5㎜φのふるいを全通させる（微粉砕試料）。

　微粉砕試料0.100〜0.500gを100㎎三角フラスコに正確に秤りとり、0.4Ｎクロム酸・硫酸混液10ml

を正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に ５ 分間煮沸する。冷却後、0.2％フェニルアントラニル酸

液を指示薬に0.2Ｎ硫酸第１鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分

量から乾土あたりの有機炭素量（Org−C乾土％）を求める。これに1.724を乗じて腐植含量（％）

を算出する。

③結果

ａ．珪藻分析

　結果を表 ２ に示す。ＳＤＫ14− ２ の試料番号10を除き、珪藻化石の産出は59個体以下と非常に少

なかった。ＳＤＫ13の試料番号 8 は、無化石である。ＳＤＫ14− １ の試料番号 ５ ・ ６ は、少ないな

がらもHantzschia amphioxys、Navicula mutica、Pinnularia borealisなど陸上の好気的環境に生育
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し、水域からはほとんど認められない耐乾性の高い陸生珪藻Ａ群（伊藤・堀内�1991）が産出する。

ＳＤＫ14− ２ の試料番号10は、少ないながらも100個体以上の珪藻化石を含む。産出種の特徴は、

Hantzschia amphioxys、Navicula mutica、Navicula contenta fo.biceps、Orthoseira roeseana、

Pinnularia borea1isなどの陸生珪藻Ａ群が多産する。ＳＤＫ15− １ は、試料番号 １ ・21から珪藻化

石が産出するが、いずれもHantzschia amphioxys、Navicula mutica、Pinnularia borealisなどの陸

生珪藻に限定される傾向がある。ＳＤＫ15− ２ の試料番号15は、陸生珪藻Ａ群のNavicula mutica

が ２ 個体産出する。

　ＳＤ ３ の試料番号 ３・４ もこれまでと同様に、Hantzschia amphioxys、Navicula mutica、Navicula 

contenta fo. biceps、Pinnularia borealisなどの陸生珪藻に限定される傾向がある。

ｂ．植物珪酸体分析

　結果を表 ３ ・ ４ と図 ２ ・ ３ に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態の悪

いものが多く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。以下に、それぞれの産状を述べる。

〈ＳＤＫ16北側〉

表 ２　ＳＤ ３およびＳＤ ３内各土坑の珪藻分析結果
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　植物珪酸体は各試料から検出されるが、試料番号46・50・54で検出個数が少ない。ローム層から

黒ボク土層にかけての試料では概して同様な産状を示す。すなわち、タケ亜科の産出が目立ち、ウ

シクサ族やイチゴツナギ亜科などが認められる。ただし、YLSの試料番号36や新SCの試料番号 8

ではウシクサ族ススキ属が増加する。

　また、試料番号23〜36と試料番号 ２ では樹木起源珪酸体の第Ⅳグループ（近藤・ピアスン�1981）

も検出される。第Ⅳグループは網目状の棟を持つ紡錘形を呈するもので、ブナ科シイ属、ツツジ科、

モクレン科などの葉部に形成される。

表 ３　ＳＤ16北側の植物珪酸体分析結果

表 ４　ＳＤ ３およびＳＤ ３内各土坑の植物珪酸体分析結果
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樹木起源珪酸体の第Ⅳグループもわずかに検出される。

〈ＳＤＫ15− １ ・ＳＤＫ15− ２ 〉

　いずれの土坑も、底部から上位で同様な産状が見られ、タケ亜科の産出が目立ち、ウシクサ族や

イチゴツナギ亜科などが認められる。ただし、ＳＤＫ15− １ の試料番号13やＳＤＫ15− ２ の試料番

号 ３ ・ ６ では、ウシクサ族（ススキ属を含む）の機動細胞珪酸体が増加する。また、ＳＤＫ15− １

の下位試料を除いて、樹木起源珪酸体の第Ⅳグループもわずかに検出される。

〈ＳＤ 3 〉

　下部のYLS再堆積とされる試料番号 ４ から上位の試料番号 １ までタケ亜科の産出が目立ち、ウシ

クサ族やイチゴツナギ亜科などが認められる。ただし、上位試料ではウシクサ族がわずかに増加す

る傾向が見られる。また試料番号 ４ を除いて、樹木起源珪酸体の第Ⅳグループもわずかに検出され

る。

ｃ．土壌理化学分析

　分析結果を表 ５ に示した。対象とした試料の土性はSiCL（シルト質埴壌土）〜LiC（重埴土）と様々

であるが、基本的には細粒質であり、火山灰土壌の特徴を有す。また土色は10YR1.7/1〜3/3と黒

〈 ＳＤＫ13 〉

　底部の試料番号18から上位

の試料番号 １ まで、ほぼ同様

な産状である。すなわち、タ

ケ亜科の産出が目立ち、ウシ

クサ族やイチゴツナギ亜科な

どが認められる。ただし、試

料番号 ３ ではウシクサ族の機

動細胞珪酸体が増加する。ま

た試料番号 １ を除いて、樹木

起源珪酸体の第Ⅳグループも

わずかに検出される。　

〈ＳＤＫ14− １ ・ＳＤＫ14−

２ 〉

　いずれの土坑も、底部から

上位にかけて同様な産状が見

られる。すなわち、タケ亜科

の産出が目立ち、ウシクサ族

やイチゴツナギ亜科などが認

められる。また､ＳＤＫ14−

１ の試料番号 ６ やＳＤＫ14−

２ の試料番号 １・４ を除いて、

図 ２　ＳＤ16北側の植物珪酸体群集の層位分布
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色から暗褐色を呈し、累積土壌に特徴的な腐植の集積形態を示しており、連続的な有機物の供給が

行われたことが推察される。分析結果では腐植含量は試料全体で2.60〜16.69％と変動が大きいもの

の、平均5.96％（標準偏差2.62％）の腐植含量であり、基本的には土色の黒色度と対応した関係に

ある。

　リン酸含量については試料全体で1.54〜3.92P2O5㎎/gの範囲にあり、平均2.76P2O5㎎/g（標準偏

図 ３　ＳＤ ３およびＳＤ ３内各土坑の植物珪酸体群集の層位分布
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上記発掘調査所見の年代に関連するような資料は得ることができなかった。今後の類例の検出によ

り、年代資料の得られることを期待したい。

　溝と土坑の性格について今回行った各分析結果からは、それぞれ以下のような考察ができる。珪

藻分析では、いずれの遺構も珪藻化石の産出は少なく、その産出種は陸上の好気的環境に耐性のあ

差0.43P2O5㎎/g）のリン酸

含量であり、大きくは腐植

含量の推移と類似した増減

を示す傾向にある。ただし、

ＳＤＫ14− ２ の試料番号

９ ・10やＳＤＫ15− １ の試

料番号15・18・21について

は、腐植の含有量に対して

与えられたリン酸含量がや

や高い傾向が認められる。

　一方、カルシウム含量に

ついては1.58〜6.95CaO㎎/

gの範囲にあり、リン酸含

量と比較してやや変動が大

きい傾向が見られたが、土

壌中に含まれるカルシウム

の総量を考慮すれば、全体

的に低い傾向にあると考え

られる。

④考察

　ＳＤ ３ は発掘調査の状況

から、弥生時代後期〜古墳

時代初頭頃の構築年代が考

えられているが、詳細な年

代は確かめられていない。

今回の分析では、ＳＤＫ16

北側断面においてＳＤＫ16

がKgを含む新期スコリア

層を掘り込んでいることが

確かめられたことにより、

縄文時代晩期の約2800年前

頃を遡るものではないが、

表 ５　ＳＤ16北側、ＳＤ ３およびＳＤ ３内各土坑の土壌理化学分析結果
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る陸生珪藻に限定される傾向がある。これらの珪藻化石は、覆土の由来となっている遺構周囲の富

士黒土層以上の黒ボク土層にもともと含まれていたものが多いとは考えられるが、それを考慮して

も今回のような産状から、溝や土坑の機能時に滞水していたような状況を想定することはできない。

　植物珪酸体分析では、ＳＤＫ16北側の試料との比較から土坑の覆土が遺構周囲の黒ボク土層に由

来していることがわかる。また、各土坑の底直上の試料では珪化組織片を認めることはできなかっ

たことから、植物体を利用したしゃへい物や逆茂木などが土坑内にあった可能性は低い。なお、Ｓ

ＤＫ16北側における富士黒土層以上の植物珪酸体の産状は、同層以上の形成時期には周辺がタケ亜

科やススキ属などのイネ科植物が生育する、開けた草地であったことを示唆する。さらに、ＳＤＫ

15− ２ の試料番号 ３ が採取された覆土層は、土坑および溝を広く覆っていることから、ＳＤ ３ やそ

の中の土坑の廃棄後にある程度時間が経過した後に堆積したと考えられるが、この覆土層でも植物

珪酸体の産状はＳＤＫ16北側の黒ボク土層と変わらない。すなわち、遺構構築以前から遺構構築後

を通じて、八兵衛洞遺跡周辺には草地が分布していた可能性がある。

　土壌理化学分析結果からは、次のようにいえる。土壌中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天

然賦存量については、いくつかの報告事例があるが（Bowen�1983、Bolt・Bruggenwert�1980、川

崎ほか�1991、天野ほか�1991）、これらの事例から推定される天然賦存量の上限は約3.0P2O5㎎/g程

度である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の既耕地では5.5P2O5㎎/

g（川崎ほか�1991）という報告例があり、当社におけるこれまでの分析調査事例では、骨片などの

痕跡が認められる土壌では6.0P2O5㎎/gを越える場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は普

通１〜50CaO㎎/g（藤貫�1979）といわれ、含量幅がリン酸よりも大きいことから、ここでは補助

的なものとして結果を示した。

　各土抗覆土の分析結果をこのリン酸、カルシウムの天然賦存量と比較した場合、カルシウム含量

に関してはすべての試料において天然賦存量の範囲内にある。リン酸含量については大部分の試料

が天然賦存量の範囲内にあるものの、ＳＤＫ14− ２ やＳＤＫ15− １ の一部の試料において3.0P2O5

㎎/gを超えるものが認められる。ただし、これらのリン酸含量の高い試料では、骨を構成する成

分であるリン酸と対を成すカルシウムの含量にそれほど大きな変化が見られないこと、およびリン

酸含量の高い試料で腐植含量の高い傾向が認められることから、上記試料における天然賦存量を超

えるリン酸は、動物などの遺体痕跡を示唆するものではなく、主として多量の植物遺体に由来する

ものと推察される。

　以上の各結果をまとめると、１）遺構は縄文時代晩期以降に構築された、２）遺構の周りには草

地が広がっていた、３）遺構内には水は溜まっていなかった、４）遺構内に動物遺体（人間の遺体

も含む）が置かれていた可能性は低い、の４点が指摘できる。この段階で溝および土坑の性格を推

定することはできないが、溝は水路ではなく、土坑は墓坑である可能性が低いといえるのではない

だろうか。今後は、遺構断面試料の軟Ｘ線写真撮影による溝や土坑の壁面および覆土の微細な構造

解析などにより、さらに検討を重ねたい。

（ ３）焼失住居の構築材について

①試料
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　試料は、 ９ 世紀中頃の住居址（№１２地点ＳＢ １ ）から出土した、住居構築材と考えられる炭化材

36点である。

②方法

　木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の ３ 断面の割断面を作製し、実体顕微鏡お

よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

③結果

　樹種同定結果を表 ６ に示す。炭化材のなかには、保存状態が悪く、種類の同定に至らないものも

あった。それらの試料については、観察できた範囲での結果を記し、木材組織が観察できなかった

場合には不明とした。その他の炭化材は、針葉樹１種類（ヒノキ属）と広葉樹 ５ 種類（コナラ属コ

ナラ亜属コナラ節・クリ・シキミ・イボタノキ属・ヒイラギ）に同定された。解剖学的特徴などを

以下に記す。

・ヒノキ属（Chamaecyparis）　ヒノキ科

　試料はすべて年輪界で割れている。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか〜やや急で、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞

壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、１〜15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus�subgen.�Lepidobalanus sect.�Prinus）　ブナ科

　いずれも小片。環孔材で孔圏部の列数は不明。孔圏外の小道管は漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１〜20細胞高のものと複

合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata�Sieb.�et�Zucc.）　ブナ科クリ属

　試料は年輪界で割れている。年輪界を挟んだ早材部にわずかに残る道管の径から環孔材と判断で

きる。小道管は漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は同性、単列、 １ 〜１５細胞高。

・シキミ（Illicium anisatum L.）　シキミ科シキミ属

　散孔材で、管壁厚は中庸〜薄く、横断面では多角形、単独または ２ 〜 ４ 個が複合して散在し、分

布密度は高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階段状〜対列状に配列する。放射組織は異性Ⅰ〜Ⅱ

型、 １ 〜 ２ 細胞幅、 １ 〜20細胞高。

・イボタノキ属（Ligustrum）　モクセイ科

　環孔性を帯びた散孔材で、年輪の始めにやや大型の道管が１列に配列した後、急激に管径を減じ

た道管が均一に分布する。道管は単穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型、 １ 〜 ２ 細胞幅、 １ 〜20細

胞高。

・ヒイラギ（Osmanthus heterophyllus（G.Don）P.�S.�Green）　モクセイ科モクセイ属

　紋様孔材で、道管は多数が複合して斜方向にＹ字を描くように配列する。道管は単穿孔を有し、

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ型、 １ 〜 ２ 細胞幅、 １ 〜20細胞高。

④考察

　炭化材は、針葉樹のヒノキ属が多く、他に ５ 種類の広葉樹材が認められた。炭化材はいずれも住
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による用材選択の違い、本遺跡周辺での局地的な利用等を表している可能性がある。

　またヒノキ属は、畿内における宮殿や寺院等に多く利用されていたことが知られている（伊東・

島地�1979、西岡・小原�1979、島地ほか�1980）。これは、日本書紀の素戔嗚尊の説話でヒノキの用

途を宮殿の柱材としていることとも一致している。本遺跡や東畑毛遺跡の結果でヒノキ属が多い背

景には、このような畿内地域との関連も考えられる。

　今後、周辺地域での資料蓄積や、出土遺物との比較などを行って、詳細を明らかにしたい。

引用文献
天野洋司・太田健・草場敬・中井信　1991「中部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量」農林水産省農林水

産技術会議事務局編『土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発』pp.28−36.

安藤一男　1990「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用」『東北地理』４２　pp.73−88

居中央より壁側で検出されている。また、壁際に

近い試料ほど床面から離れて出土している。この

ことから、これらの炭化材は壁材や壁に近い部分

に利用されていた部材が、火災の際に住居中央に

向かって倒れたことが推定される。このうち、コ

ナラ節は出土位置が住居北東部に集中することか

ら、本来は一個体に由来する可能性がある。また

ヒイラギのうち、試料番号1061と1062、シキミの

試料番号1052と1053は互いに近接して出土してお

り、同一個体の可能性がある。ヒノキ属の出土位

置を見ると、出土した炭化材のなかでも特に壁に

近い試料が多い。ヒノキの材質などを考慮すれば、

壁材などに利用されていたことが推定される。そ

の他の広葉樹材は、柱材などに利用されていたと

考えられる。

　本地域では、これまでにも縄文時代〜古墳時代

の住居構築材について樹種同定が行われている

が、平安時代については本遺跡に近い東畑毛遺跡

の結果が知られているのみである（パリノ・サー

ヴェイ株式会社�1989、1990、能城ほか�1991）。

これらの結果を見ると、基本的には広葉樹材の利

用が多く、本遺跡の結果とは異なる。ヒノキ属の

多い結果は、本遺跡に近接する東畑毛遺跡で確認

されている。これらの結果から、ヒノキ属の多用

は、時代による用材選択の変化、住居の形態など

表 ６　№１２地点ＳＢ １焼矢住居址
　　　出土材の樹種同定結果
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図版 １　重鉱物・火山ガラス

0.5 mm0
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3 ．蛍光Ｘ線分析法による八兵衛洞遺跡の黒曜石産地推定
池　谷　信　之

はじめに
　沼津市文化財センターでは、第二東名高速自動車道路関係の整理事業において取り扱う膨大な黒

曜石製石器に対応することを目的として、平成17年度に島津製作所製エネルギー分散型蛍光X線分

析装置EDX-900HSを導入した。これ以降、黒曜石製石器の産地推定を独自に行っている。

（ １）分析方法

①原産地推定法

　原子の周囲には内側から順にＫ殻・Ｌ殻・Ｍ殻……と呼ばれる軌道（電子殻）があり、外殻側は

内殻側に比べより高いエネルギーを有している。原子に照射された一次Ｘ線は原子核の内殻側の電

子をはじき飛ばすが、空席となった場所（空孔）には、外殻側の電子がエネルギーを放出しながら

落ちてくる。このエネルギーが二次Ｘ線（蛍光Ｘ線）である。軌道間のエネルギー差は原子によっ

て固有であるため、発生した蛍光Ｘ線も元素ごとに固有のエネルギー（波長）を有することになる。

試料に含まれる元素Ａの濃度が高ければ、より多くの蛍光Ｘ線ａが生じるため（強度として示され

る）、試料中の元素Ａの濃度を求めることが可能となる。

　こうした原理を用いた分析法が蛍光Ｘ線分析法であり、用いられる機器には「波長分散型」と「エ

ネルギー分散型」がある。後者のエネルギー分散型は波長分散型に比べて分解能が低いものの、装

置がコンパクトかつ比較的安価であり、測定が簡便であるという利点がある。

（ ２）分析資料

　分析に供した資料は八兵衛洞遺跡Ｅ地区（№ ９ 〜11地点）出土石器309点と、と八兵衛洞遺跡Ｄ

地区（№12地点）出土石器41点である。縄文時代石器については製品としての石器を対象とし、旧

石器時代石器については、分析可能なすべての石器を剥片も含めて対象とした。

（ ３）分析方法

　分析方法は1994年に望月明彦と筆者が示した方法（望月・池谷他　1994）を基本的に踏襲している。

①測定条件

　　測定機器　島津製作所製蛍光X線分析装置EDX-900HS（エネルギー分散型）

　　Ｘ線管球　Rhターゲット

　　電圧　　　軽元素側（〜K）側：15kVA　重元素側（Ti〜）：50kVA

　　電流　　　自動（1000μA）

　　照射径　　10㎜

　　検出器　　シリコンドリフトチャンバー半導体検出器（SSD検出器）

　　雰囲気　　真空

　　測定時間　軽元素側（〜K）側：200秒　重元素側（Ti〜）：200秒
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　励起効率を考慮して、カリウム（K）より軽い元素については低い電圧（15kVA）で測定し、チ

タン（Ti）より重い元素については高い電圧（50kVA）で測定している。

②原産地試料		

　和田（WD）エリア�：小深沢・鷹山・東餅屋・土屋橋北・土屋橋東・土屋橋西・丁字御領

� 　芙蓉ライト・古峠・鷲ヶ峰・ウツギ沢・土屋橋南

　和田（WO）エリア�：ブドウ沢・牧ヶ沢下・牧ヶ沢上・高松沢・本沢下

　諏訪エリア� ：星ヶ塔・星ヶ台・水月霊園

　蓼科エリア� ：麦草峠・麦草峠東・渋ノ湯・冷山・双子池

　天城エリア� ：柏峠

　箱根エリア� ：畑宿・芦ノ湯・黒岩橋・甘酒橋・鍛冶屋・上多賀

　神津島エリア� ：恩馳島・砂糠崎・長浜・沢尻湾

　高原山エリア� ：甘湯沢

③原産地推定方法

　上記の測定条件のもと、まず遺跡出土石器の対比資料となる原産地黒曜石の測定を行った。

その結果、珪素（Si）・カルシウム（Ca）・カリウム（Ｋ）・チタン（Ti）・クロム（Cr）・マンガン

（Mn）・鉄（Fe）・亜鉛（Zn）・ルビジウム（Rb）・ストロンチウム（Sr）・イットリウム（Ｙ）・ジ

ルコニウム（Zr）・ニオブ（Nb）・スズ（Sn）が検出された。

〈判別図による推定〉

　測定された元素の強度にもとづいて、以下の指標を計算し、判別図を作成する。

　　Rb強度×100/（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）� →　図 １ 左のＸ軸

　　Mn強度×100/Fe強度� →　図 １ 左のＹ軸

　　Sr強度×100/（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）� →　図 １ 右のＸ軸

　　log（Fe強度/K強度）� →　図 １ 右のＹ軸

　図 １ ・図 ２ は以上の指標を用いた判別図に中部･関東地方の黒曜石産地原石をプロットしたもの

である。図 １ 左・図 ２ 左を用いて和田（WD）エリア、和田（WO）エリア、諏訪エリア、神津島

エリア、高原山エリア内の各群の判別を行う。さらに図 １ 右・図 ２ 右を用いて図 １ 左・図 ２ 右では

分離できなかった箱根エリアを、畑宿（HNHJ）、鍛冶屋（HNKJ）、上多賀（HNKT）、黒岩橋（HNKI）、

芦ノ湯（HNAY）の ５ 群に細分する。この図では天城エリア柏峠群（AGKT）と高原山エリア甘

湯沢群（TKAY）が一部で重複するが、図 １ 左・図 ２ 左では分離されている。

　 ２ つの判別図上に、さらに遺跡出土黒曜石の測定結果をプロットし（●印）、その分布範囲の重

なりから産地を判断する。

〈判別分析（多変量解析）による推定〉

　判別図法の判断を検証するために多変量解析の一手法である判別分析を行い、マハラノビス距離

と帰属確率を求めている（表 ３ 〜 8 ）。マハラノビス距離は原産地の原石群の中心（重心）と石器

との三次元的な距離を計算したもので、距離が 0 に近いほどその原石群に帰属する確率は高くなる。
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（ ４）推定結果

　 １ 点ごとの推定結果を表 ３ 〜 8 に示した。また推定結果は各時期・各地点の石器観察表の属性に

も加えた。さらに全体の集計結果を表 １ ・表 ２ に示した。なお、表中の産地名略号については、凡

例に示している。

　今回分析対象としたもののなかでは、Ｄ地区の旧石器時代BBⅡ層・Ⅲ層（文化層としてはBBⅢ

層下部）が最もまとまった資料である。その分析結果は211点中202点（99.0％）が天城柏峠産であっ

た。またその直下の層準であるSCⅢb1層・同b2層（文化層としてはSCⅢb2層）では、56点中37点

（66.1％）が諏訪星ヶ台産であり、18点（32.1％）が天城柏峠産、 １ 点（1.8％）が蓼科冷山産であっ

た。

　愛鷹・箱根山麓ではBBⅢ層段階に多数の陥穴が敷設され、陥穴を用いた狩猟が盛行したと考え

られている。その直前の段階では遠隔地を含む多方面の原産地黒曜石が用いられるが、陥穴猟が開

始されるBBⅢ層段階には、近在の原産地である天城柏峠産や箱根畑宿産が圧倒的多数を占めるよ

うになる。この変化は、その敷設に対して大量でしかも集中的な労働力の投下を必要とし、また猟

期には定期的な巡視や回収・補修といった日常的なメンテナンスが不可欠な陥穴猟の登場と連動し

ていると考えられている（池谷　2009　pp.79-80）。

　本遺跡におけるBBⅡ層・Ⅲ層とSCⅢb1層・同b2層の産地推定結果も、いま述べた陥穴出現を挟

んだ原産地黒曜石の変化と同調するものである。

表 １　Ｅ地区（№ ９〜１１地点）黒曜石産地推定結果集計表
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池谷信之　2009「旧石器時代における陥穴猟と石材獲得・石器製作行動−愛鷹・箱根山麓BBⅢ層期を中心とし

て−」駿台史学2009

望月明彦・池谷信之他　1994「遺跡内における黒曜石製石器の原産地別分布について−沼津市土手上遺跡BBⅤ

層の原産地推定から−」静岡県考古学研究26
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第Ⅵ章　調 査 成 果

遺跡の立地と遺跡群

　八兵衛洞遺跡は西久保川と西川に挟まれた尾根上に立地している。この尾根は今回の調査区付近

まで貫入した支谷によって、 ４ つの尾根に分けられる（西側から尾根Ａ・尾根B・尾根Ｃ・尾根Ｄ）。

尾根Ａは今回の調査区でほぼ終端となるが、尾根Ｂは愛鷹南麓の主幹的尾根の一つとなる。この尾

根上には昭和５３年に調査が行われた八兵衛洞遺跡Ｃ地区（Ｃ遺跡）や、八兵衛屋敷遺跡などの弥生

時代〜古墳時代初頭の集落が立地する。尾根Ｃの南側に接して八兵衛洞遺跡Ａ地区（Ａ遺跡）があ

り、さらに尾根Ｄは八兵衛洞遺跡Ｂ地区（Ｂ遺跡）や尾上Ⅲ橋西遺跡をのせている。

複数の尾根を横断する溝（弥生時代後期〜古墳時代初頭）

　本調査における最大の成果は、これらの尾根を横断する大規模な溝（第 ３ 号溝状遺構）が発見さ

れたことである。この溝は西側は尾根Ｂに始まり、尾根Ｄの東側斜面にまで及んでいる。調査区内

における全長は211mで、平均的な幅は1.5m〜2.5m程度、深さは1.5m〜 ２ mを中心とする大規模な

ものである。東西とも調査区境界外へと伸びており、さらに複数の尾根を横断している可能性が高

い。実際に本遺跡から約 ３ ㎞東の二ツ洞遺跡においても同様の溝が発見されており、多少の断絶を

はさみながらも少なくとも3.2㎞以上にわたってこの溝が敷設されていたことになる。

　この溝の特徴の一つは、愛鷹山麓の複数の尾根が北に向かって収斂する付近に設置されているこ

とである。谷Ｂは本調査区から南に離れると間もなく、浸食を深めて沢となるが、そうした起伏の

強い地形の前側にこの溝が存在する。そこには谷筋も含め愛鷹山麓の南北移動を効率よく遮断しよ

うとする意図が感じられる。

溝の継続時期

　211mにも及ぶ溝であるが、土器の出土量が少なく下底面に密着した状態のものはほとんどなかっ

たため、所属時期を限定することが困難である。いっぽう溝内に併設された土坑（SDK）の切り

合いや土層セクションの観察からは、この溝が何度か掘り返されたことが推定されている。

　数少ない出土土器の主体となるのは、弥生時代後期後半であるが、大廓式の構成要素となる二重

口縁（第42図 １ ）、頸部が強く屈曲する壺（第42図 ３ ）、球胴となる広口壺（第42図 ９ ）など、古墳

時代初頭ないしその移行的要素を認めることができる。したがってここでは、溝の時期を弥生時代

後期後葉〜古墳時代初頭として幅をもたせて理解しておきたい。なお、本調査区ではいわゆる「Ｓ

字甕」の出土はない。

溝と住居址の関係

　八兵衛洞遺跡では第１次調査のＡ地区で21軒、Ｂ地区で50軒、Ｃ地区で13軒、第２次調査で68軒

と、多くの住居址が検出されてきたが、本調査区にはわずか ５ 軒の住居址が存在するにすぎない。

また第 ３ 号溝状遺構の北側には住居址の分布が及んでいないことから、この溝が集落の北限を画し

ているものと考えられる。

　しかしいっぽうで、中見代第Ⅰ遺跡にも弥生時代後期の住居址が41軒存在するが、第 ３ 号溝状遺

構の延長線上よりも明らかに北側にあり（この部分の溝は未調査）、この溝が愛鷹山麓のどの地区
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においても集落の北限を画しているわけではない、という点は留意しておく必要がある。

陥穴と集石（縄文時代早期？）

　縄文時代に属する遺構としては、Ｅ地区から土坑 ７ 基と集石 ２ 基が検出されている。土坑のうち

第51号・第65号・第71号土坑は、その形状から陥穴としての機能が考えられるが、これらは他の土

坑とは異なって尾根から谷にかかる斜面に構築されており、飲水やヌタ場を求めて斜面を移動する

動物を狙ったものと思われる。Ｅ地区の包含層の早・前期の土器としては、押型文土器・鵜ヶ島台

式土器・打越式土器・清水ノ上Ⅱ式土器・諸磯ｂ式土器があるが、陥穴の性格上、その構築された

時期と出土土器の関係は不明である。

　第 １ 号集石の周囲からはほとんど土器が出土していない。第 ２ 号集石については周囲から鵜ヶ島

台式土器が比較的よく纏まって出土しており、この時期に帰属する可能性が高い。

休場層の遺構と石器

　Ｅ地区の休場層からは礫群３基と６か所のブロックなどの遺構、石器としてはナイフ形石器12点、

尖頭器 １ 点などが検出された。石器の総点数は163点である。Ｄ地区の休場層からは礫群 ４ 基が検

出されているが、石器はブロックを形成していなかった。石器としてはナイフ形石器 ３ 点、削器 ３

点などがあり、石器の総点数は57点と少ない。両地区とも石器・石片の分布は散漫であり、この時

期の愛鷹山麓に共通する状況が認められる。ともにナイフ形石器の特徴から愛鷹・箱根第 ４ 期前半

に位置づけられる。

第Ⅲ黒色帯の遺構と石器

　Ｄ地区の第Ⅲ黒色帯からは愛鷹・箱根第 ２ 期の石器群が比較的よく纏まって出土している。合計

741点の石器が出土し、 ５ か所のブロックを構成している。石材は黒曜石が684点（92％）と主体を

占め、F.ホルンフェルス45点（ ６ ％）がこれに続く。黒曜石については分析可能なサイズのもの

全点を蛍光Ｘ線分析法によって産地推定し、204点中202点（99.0％）が天城柏峠産という結果を得た。

これまでの愛鷹・箱根山麓出土の産地推定の結果でも、愛鷹・箱根第 ２ 期は天城柏峠産・箱根畑宿

産という近在の原産地が他を圧倒する状況が示されているが、今回の分析結果もこれに準じる結果

となった。

　黒曜石製のナイフ形石器は長径3.5㎝以下の比較的小形のものであり、先端に向けてブランティ

ングが弧状に回り込むこの段階に特徴的な形態が認められた。黒曜石製のナイフ形石器はやや小形

の石核の単設打面からの縦長剥片を素材としているが、F.ホルンフェルス製の石核では両設打面

から縦長剥片を作出していた。

第Ⅲスコリア帯黒色帯２の遺構と石器

　Ｄ地区の第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２ からは、 ２ か所のブロックと計364点の石器が検出されている。

製品としての剥片石器はナイフ形石器 ２ 点のみであるが、第Ⅲ黒色帯出土のものと比べて大形な傾

向が認められる。石材は黒曜石が217点（60％）と主体を占め、F.ホルンフェルスが101点（28％）

とこれに続くが、黒曜石原産地は56点中37点（66.1％）が諏訪星ヶ台産となり、第Ⅲ黒色帯とは異

なる結果が得られている。
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Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ２号住居址

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 １号住居址

ＰＬ．１



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ４号住居址

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号住居址

ＰＬ．２



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第４４号土坑

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ５号住居址

ＰＬ．３



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構土層断面（Ｃ-Ｃ'）

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構（谷Ｃ付近）

ＰＬ．４



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構ＳＤＫ ５

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構土層断面（Ｅ-Ｅ'）

ＰＬ．５



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構ＳＤＫ２３

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ３号溝状遺構ＳＤＫ１４

ＰＬ．６



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第 ２号集石

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第５１号土坑

ＰＬ．7



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）弥生土器

ＰＬ．８

SB1-1

SB2-1

SB3-1

SD3-8

SD3-7

SD3-9

SD3-11

SD3-1 SD3-3

SD3-4



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅱ群ａ類土器

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅰ群土器（上段）・第Ⅱ群ａ類土器（中〜下段）

ＰＬ．９



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅱ群ｃ類土器

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅱ群ａ類土器（中央・左）・ｂ類土器（右）

ＰＬ．１0



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅲ群・第Ⅳ群・第Ⅴ群土器

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅱ群ｄ類土器

ＰＬ．１１



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）縄文時代遺構外出土石器（石鏃・楔形石器・削器・ＲＦ・石匙・石錐）

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）縄文時代遺構外出土石器（尖頭器）

ＰＬ．１２



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）縄文時代遺構外出土石器（石核Ⅰ類・Ⅱ類）

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）縄文時代遺構外出土石器（打製石斧・礫斧・磨石）

ＰＬ．１３



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）休場層出土石器（ナイフ形石器・尖頭器・楔形石器）

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）縄文時代遺構外出土石器（石核Ⅱ類）

ＰＬ．１４



Ｅ地区（№ ９〜１１地点）第Ⅱ黒色帯出土石器（ナイフ形石器・掻器・ＲＦ・石核）

Ｅ地区（№ ９〜１１地点）休場層出土石器（敲石・石核・接合資料）

ＰＬ．１５



Ｄ地区（№１２地点）第 １号住居址カマド付近

Ｄ地区（№１２地点）第 １号住居址

ＰＬ．１６



Ｄ地区（№１２地点）第Ⅰ群ａ類土器

Ｄ地区（№１２地点）第 １号土坑

ＰＬ．１7



Ｄ地区（№１２地点）第Ⅱ群ａ類土器（上段〜中段左）・ｃ類土器（中段右〜下段）

Ｄ地区（№１２地点）第Ⅰ群ｂ類土器（左上端）・ｃ類土器・ｄ類土器（右下）

ＰＬ．１８



Ｄ地区（№１２地点）縄文時代遺構外出土石器（石鏃・削器・ＲＦ・石匙）

Ｄ地区（№１２地点）第Ⅱ群ｄ類（左上）・第Ⅲ群土器（右）・第Ⅳ群土器（左下）

ＰＬ．１９



Ｄ地区（№１２地点）縄文時代遺構外出土石器（石核Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類）

Ｄ地区（№１２地点）縄文時代遺構外出土石器（石錘・敲石・磨石・打製石斧・礫斧）

ＰＬ．２0



Ｄ地区（№１２地点）休場層出土石器（ナイフ形石器・削器・ＲＦ・石核・磨石）

Ｄ地区（№１２地点）縄文時代遺構外出土石器（石核Ⅳ類）

ＰＬ．２１



Ｄ地区（№１２地点）第Ⅱ黒色帯出土石器（接合資料）

Ｄ地区（№１２地点）第Ⅱ黒色帯出土石器（ナイフ形石器・ＲＦ・石核・敲石）

ＰＬ．２２



Ｄ地区（№１２地点）第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２出土石器（接合資料）

Ｄ地区（№１２地点）第Ⅲスコリア帯黒色帯 ２出土石器（ナイフ形石器・ＲＦ・石核）

ＰＬ．２３
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